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オトメ３原則！　６


松　智洋










この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。
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Ｃｈａｒａｃｔｅｒｓ



大河原本気（おおがわらもとき）


天才的ロボット工学者の一家に生まれた少年。ロボット好きだが、家族へのコンプレックスから一時は遠ざけていた。別居中の両親から離れて一人暮らしをしている。あだ名はマジ。






久遠　遙（くおんはるか）


本気の幼馴染みで半同居状態で暮らしている。幼い頃に両親をロボットの事故で亡くしており、ロボット嫌い。外ではクールで知的な優等生。本気の前でだけ甘えん坊の素に戻る。






ラブ


本気のもとに父親が送ってきた人型ロボット。《０システム》という謎の機構を搭載し、人間のように感情を見せたりものを食べたりもする。好物はドーナツ。






永野明里（ながのあかり）


生まれつきの難病により車椅子で生活しているが、そんな境遇とは裏腹に明るく行動的な性格な本気の先輩。生徒会長であり、本気の所属する「ロボロボ部」の部長でもある。






大河原勇希（おおがわらゆき）


本気の姉。大学生にしてすでに世界的に知られたロボット工学者でもある。クールで学者肌な性格だが、ネーミングセンスに独特の感性を発揮する変わった面もある。ややブラコン気味。






小松崎公恵（こまつざききみえ）


本気のクラス担任。小学生のような見た目で、同僚の教師や父兄に温かく見守られている。生徒からは「キミちゃん」の愛称で呼ばれる。本人は教師としての威厳をもちたいと思っている。






宮武富子（みやたけとみこ）


新聞部に所属する本気のクラスメート。学園一の情報通で遙の親友。後者は自称。近隣の情報をネタにする大手ブロガーでもある。名前で呼ばれるのを嫌がる。






川森慎太郎（かわもりしんたろう）


メガネがトレードマークな本気の友人。自他共に認めるネット廃人で、だいたいの知識の出所が某巨大掲示板。ロボロボ部のメンバーでもある。口癖は「ジョーシキ的に考えて！」






高倉康夫（たかくらやすお）


本気の友人。少し幼い顔立ちながらも美形。人当たりが良く、とくに女子と打ち解けるのが得意。ロボロボ部ではプログラムを担当し、そちらでも非凡な才能を発揮する。年上が好き。






カムイ（鷲わし尾お神楽かぐら）


ラブと同じく《０システム》を搭載した人型ロボット。型番はプロトⅠ。ナノマシンを操り、すべての《０システム》を破壊することを目的としている。









Ｃｏｎｔｅｎｔｓ




プロローグ



第一章　見えない敵

第二章　合宿、再び

第三章　最悪のクリスマス

第四章　ロボットの反乱？

第五章　０の奇跡



エピローグ


あとがき








イラスト／ななろば華









『ラブの３原則』




　第一条・ロボットは、人間を幸せにしなければならない。また、人間が不幸せになることを看過してはならない。







　第二条・ロボットは、人間に与えられた命令の真意を理解しなければならず、第一条に反する命令に従ってはならない。相手の気持ちにならなければ、言葉の本当の意味はわからないから。







　第三条・ロボットは、第一条、第二条に反しない限り、自分の身を守らなければならない。自分が傷ついたら、仲間も傷つくから。







　附記・人間が当たり前にしていることを、ロボットもやるのです。そうすれば、ロボットと人間は、本当のお友達になれるはずなのです！　ラブは、人間になりたいのです！














プロローグ









「一家に一台、万能家事ロボットのいる明るい家庭」

　それが最初に売り出された普及型人型ロボットのキャッチコピーだったそうだ。とてつもなく高価な商品にも拘かかわらず、実際には洗せん濯たく機き並みに大きい機械人形が何もかもを中途半端にこなすだけで、ロボットが作業するために環境を整えるのに手間がかかるくらいの代しろ物ものだった。だが、このロボットは大ヒットした。

　それまでの自動で床掃除をしてくれるロボットや、指示通りに洗濯や料理をしてくれる単純なロボットと違い、不格好な手足と頭を持つそのロボットは意思疎そ通つうの可能性を予感させた。開発者もそれを意識したのか、ユーモラスな容姿と反応を競い合った。その後、いくつかの予期された問題と何度かの事故を境にして、普及型人型ロボットは一過性のブームとして家庭から姿を消した。その後人工筋肉が開発され、現在は第二次ブームの最中にあると言える。

　いまや、人型ロボットは人間を模した超高級品であり、科学技術と芸術性の頂点だった。

　とはいえ、世界中に高性能の単機能の家事ロボットがあり、人型ロボットは嗜し好こう品ひんに過ぎないのかもしれない。ただそれでも、人型ロボットは、人々の夢であり続けていたのだ。




　なぜ、ロボットが必要とされたのか判った気がする。

　つまり楽をしたいからだ。別に、俺、大おお河が原わら本もと気きの独創じゃない。歴史を紐ひも解とけば、それが人類を発達させた鍵かぎだと思う。手で殴なぐるより棍こん棒ぼうを使った方が効率がいいとか、多くのものを運ぶために車輪を生み出すレベルから始まり、人類は道具を駆く使しすることで発達してきた。

　その究極の発明がロボットだと思う。洗濯機にも掃除機にも街路灯にもそれこそ、そこら中にロボットがいて、俺たちの『楽をしたい』という暮らしを支えているのだ。

　俺たちの社会は、「家庭の中で人間が家事労働に使う時間は部屋のレイアウトを初期設定するだけ」と言われる程に、安価で高性能な家事ロボットが隅々まで行き渡っている。

　さて、そんな時代に育った俺たちが、そのロボットをすべて排除して生活しようとした場合はどうなるか……もっと考えるべきだったかもしれない。今は反省している。

「ひぃぃぃぃぃぃっ、冷てぇっ！　何コレ、超冷てぇ！　オレ凍とう傷しようで死ねる？」

　寒風吹きすさぶ川岸で、やっと作業を始めた川かわ森もり慎しん太た郎ろうの雄お叫たけびがあがる。

「冬山だもの水は冷たいに決まってるけどね。でもせいぜいアカギレ程度。凍傷は大げさだ」

　冷静につっこんだのは高たか倉くら康やす夫おだ。手にはちゃっかりと作業用ゴム手袋がはめられている。用意いいな康夫、相変わらずだ。俺はゴム手袋を用意するなんて思いつきもしなかったのに。

「マジは冷たくないのかよ。てか手て際ぎわいいよな、オマエ」

　しゃがみ込んで黙々と洗った洗濯物を濯すすいでいる俺を、慎太郎が呆あきれたように言う。

「家にいた頃から手洗いしなきゃいけない洗濯物は自分で洗ってたしな」

　まあ、その手洗いしていた洗濯物が遙はるかの着衣だった、なんてのは秘密だが。

「どうせちょっとしかないんだし、さっさと洗っちゃえば？」

「そなの？　うへーっ、やっぱ冷てえっ、ううう洗濯機ってすげえな」

　恨めしそうに洗濯物を眺める慎太郎。その感想には俺も同感だ。苦笑がこぼれる。

「マスター、やっぱりラブが洗います。手が赤くなっててとっても心配です」

「偉いぞロボ子！　よし任せた」

　俺たちをそわそわしながら見守っていた美しい少女の優しい言葉に、慎太郎が速攻で反応する。おいおい、それはいきなり約束を破ってる気がするんだけど。

　ラブは最高ランクの美少女にしか見えないが、これでも立派な自立型のロボットだ。０ラブシステムという人の心を再現するシステムを搭とう載さいし、ネットワークと繫つながらない学習して成長する独立したロボット。今もロボットとは思えないほど表情をくるくると変化させている。

「あ、慎太郎さんの洗濯物には触れてはならないって、命令されています。ごめんなさいです」

　ちょっと困ったような、苦笑するような複雑な表情を見せるラブ。この反応こそが人間と区別が付かない超高性能ロボットである証あかしだった。

「なんですとーっ！」

　ま、そうだろうなと思う。なんたって俺たちが今洗濯しているのは、自分たちの下着だったりする。つまり男三人並んでパンツ洗濯中。端はたからみたらちょっと笑える光景だろう。

　ラブに任せず自分で洗うこと、それが女性陣からの命令だったのだ。

　訳あって、突然文明社会から隔かく絶ぜつされた場所に行かなければならなくなった俺たちは、夏休みに合宿した山に籠こもっていた。電気すら最低限しか使えないのだ。炊すい事じ洗濯どころか、水汲くみや火を熾おこすのだって一苦労だった。慣れ親しんだ家電や家事ロボットは一つも使えない。

　そんな中、今日は女性陣に水を汲みに行くついでに自分の下着くらい洗濯してこいと命ぜられたのだ。洗濯機も使えない俺たちの為に、これまではみんなの分をロボットであるラブが引き受けてくれていたのだが、女の子であるラブに男物のパンツを洗わせるのは忍びないという話になったのだ。まあ、女性陣の気持ちも判る。しかし……これは、そうとう厳しいのでは。

　一際冷たい風が吹いてきた。いつまでも川岸で凍えているよりはと、慎太郎を俺と康夫が手伝って洗濯を終わらせ、本来の目的の水汲みをして、俺たちは山小屋に戻った。

　貯水タンクに持って来た水を注ぎ込む。

「……あれ？　なんだか、妙に水が減ってないか？」

「はいです。マスター。出発前と比較して追加分と同量以上が減少しているです！」

　にこにことロボットであるラブが現実を突きつけてくれる。

　なぜだ……水汲みは一日の作業の中でも相当重労働なので、節水して暮らしてるのに。

「おーい、マジ！　そんなこといいから早く中に入ろうぜ！　オレ、身長高い分いーっぱい風に当たるから辛つらいんだよ！」

　無茶苦茶な理屈を言いながら山小屋に駆け込む慎太郎。俺はラブと康夫と顔を見合わせて苦笑すると、彼を追うようにして山小屋に入る。気温はまた、一段と下がってきたようだった。




「おかえりなさーい！　暖炉の前にどうぞ～」

　上機嫌で出迎えてくれたのは、ロボロボ部の部長である永なが野の明あか里りさんだ。大きなリボンがトレードマークの巨乳美人で、我が校の生徒会長も務める英才だ。生まれつき動かない下半身を万能車くるま椅い子すが支えているが、まったくそれを感じさせない、明るく強い女性だ。

　しかし、そんな明里さんの笑顔に目もくれず俺たちは熱源に向かって直行した。

「生き返るーって感じ！　いいよな暖炉って！」

　燃える暖炉に首をつっこまんばかりに近づいて慎太郎が蕩とろけそうな声を出す。

　俺と康夫も頷うなずく。薪まきで燃える暖炉の温かさは、心までホッとさせる効果がある気がした。

「コレがあるからここを選んだんだって♪　レトロな灯油ストーブもあるしね」

　得意げな明里さんは、暖炉の反対側におかれた灯油ストーブにかけられたヤカンを手に取ると、俺たちに砂糖たっぷりの温かな紅茶を淹いれてくれた。

「バッチリ深しん謀ぼう遠えん慮りよってヤツよね。さ、暖炉の前で洗濯物乾かして～」

　なんだろう？　俺は紅茶をすすりながら違和感を覚えた。明里さんの機嫌の良さがちょっぴり背筋をぞくぞくさせる。こういう時って、何か無茶を言い出すケースが多いんだよな。

「会長、シャワーのボイラータンクがいっぱいになりました」

「ああ、本気、帰ってたのか。ご苦労だったな」

　遙と勇ゆ希き姉ねえが連れだって入って来た。手には水が入ったバケツを持っている。

　遙は俺の幼なじみで、明るい色の長髪を二つのリボンで飾った髪型と、長いまつげの大きな瞳が印象的な美少女だ。生徒会にも所属する優等生で、特にここに来てからの頼りがいは半端じゃない。いつも俺の後ろに隠れていた幼なじみと同一人物とは思えなかった。

　こんな場所でもセーターの上に白衣を着た、いかにも頭脳派ですという女性が、俺の姉の大河原勇希だ。我が姉ながら整った顔立ちで美人だと思う。無表情なのは相変わらずだけど。

「暖炉にかけといたタライの分も沸ふつ騰とうしたから、交換しようか。んじゃあたしたちシャワー浴びるから、ポンプよろしくね～。あたしキャシー装着してこよっと♪」

「ラブお手伝いしますですー」

　明里部長はウィンと車椅子を走らせ、ラブはその後をとことことついて二階に上がって行く。

「え、えっと、シャワー？」

「あ、私たちが入っている間にそれ乾くだろうから、次はあなたたちの番よ。お湯はどんどん沸かしておいて。あ、美み鈴すずおば様を呼んで来なくちゃ。着替えも持ってこないと……言わなくても判ってるでしょうけど……覗のぞきに来たら、殺すからね！」

　それと広げられた洗濯物を見ないように指さしてから、優等生モードというよりも風紀委員モードで俺たちを一いち瞥べつし、遙も二階に上がって行く。

「シャワー……俺たちもって」

「合宿所でシャワー、女達の夢の競演！　素肌を撫なで落ちる湯に、きゃっきゃうふふと上がる嬌きよう声せい……そのための果ての無い労働の価値はある！　あるんだ、ジョーシキ的に考えて！」

「ああ……なるほど、水が減ってたのそういうことか」

「まあ、我慢して貰もらってたから、仕方ないよね」

　康夫と俺は顔を見合わせた。俺たちが水汲みと洗濯をしている間、女性陣も頑張ってくれたみたいだ。山を少し降りれば大きな施設に天然温泉があるせいか、夏に俺たちが泊まっていたこの山小屋にはシャワーしかないのだ。そのシャワーだって、水を汲み上げるポンプは電気式だったので止めてしまっている。お湯をタンクに入れるのも重労働だったに違いない。

「暖まったら、もう少し水を汲んできた方がいいかもな。お風呂の後で水汲みに行ったら……今度こそ遭そう難なんする気がする」

　俺の言葉に、康夫と慎太郎も仕方なさそうに頷いた。文明と隔絶して今日で三日目。

　今までの暮らしのありがたさを、心底痛感している俺たちだった。




「ちょっと、なんで私まで」

「ええっ、カムイだって女の子なんだから、シャワーしないと～♪」

　強引にシャワー室に連れてこられたカムイはまだ抵抗していた。長い黒髪が美しい、鋭利な印象のある美少女は、キャシーを装着した明里にがっちり摑つかまれている。

「私はロボットだから、汚れは自分で分解除去できるわよ」

　カムイと呼ばれた少女も、ラブと同様に０ラブシステムを搭載したロボットだった。モデルや芸能人レベルの透徹な美び貌ぼうのカムイは、先日までラブの命を狙っていた敵のような存在だった。

　でも今の彼女は、腕の一振りで倒れてしまう明里を突き飛ばせずにいた。顔だけは精一杯恐い表情を作っている彼女が、人間を傷つけることを嫌っているのを、すでにここにいる女性たちは理解していた。歩行器ロボット〈キャシー〉をつけた明里の手で強引に服を脱がされていく姿は、まさしくラブの姉という気がしてくるから不思議だ。

「このシャワーには、人力で水を汲んで、薪で湯を沸かす手間がかかっているのだから、無駄は排除するべきでしょ？　だから……」

「そうそう、だから急いで急いで！」

　カムイの正論をあっさり聞き流す明里を遙とラブが感心して見ている。

「明里お姉ちゃん、さすがだなぁ」

　遙の呟つぶやきに、ラブがこくこくと頷く。なんとかカムイと和解できないかと、ラブはずっと心を砕いているのだ。いまのところ、うまく行く気配はなかったけど。

「やーん、シャワー気持ちいい～！　自分で立って浴びるのが、また何とも言えず最高！」

「私には必要ないというのに……。ふう……」

　そう言いつつ気持ちよさそうなカムイが、ニコニコしてる遙たちに気付いて顔を赤くする。

「も、もう終わりだ。交代しろ……プロトⅡ」

　ラブと呼んで欲しいと何度いっても、カムイにその気はあまりないみたいだ。時々は呼んでくれるんだけどな……少しだけ残念な気持ちになりながらも、ラブはカムイに笑顔を向けた。

「はーい、カムイお姉さん。次はラブと遙さんですねー」

「……お姉さんじゃないわ」

　憮ぶ然ぜんとするカムイを、バスタオルだけを纏まとった勇希と美鈴が見つめている。勇希は少し不思議そうに、美鈴は笑顔を浮かべながら……

「はい、交代！」

　手て際ぎわよく体を洗い交代でそれを流していく。

「ねえ、お湯足りなくなって来たみたい、タンクに追加して」

「そしたら、元気にポンプ押してにゃー♪」

　シャワー室の外で、ガシュガシュとポンプを押す本気達に、遙と明里が命ずる。

「人使い荒れえ～っ」

　慎太郎の愚ぐ痴ちが聞こえてくるが無視しておく。自分達のシャワーが終わったら、彼らのためにポンプを押すのだから。湯冷めする覚悟を感謝して欲しいものだ。

「そうだ、あなた達の分のお湯も次々沸かしておかないとだからね」

「そっちは康夫がやってるから大丈夫」

　今度は本気の声がして、遙はくすりと微ほほ笑えむ。

「あたしとカムイは上がりまーす！　美鈴さん勇希さん、こっち入って入って！」

「ありがとう」

「おおっ、大人っ！　ってプロポーションだ。くらくら～っ、良い身体からだしてますね、奥さん、お姉さんも～っ！」

「もうっ、明里会長、バカなこと言ってないで終わったらさっさと服着て出てください！　狭いですからっ」

「わあ、遙ちゃんが怒ったぁ」

「まあ、遙さんがこんな大きな声を出すの、初めて聞いたかもしれないわ」

「お、おばさまっ、そ、それは、え、ええっと……」

　狭いシャワー室で、クスクス笑う美鈴に真っ赤になる遙。

「ラブ、遙さんに叱しかられるのも大好きなのです！　遙さんはラブのサブマスターなのです！」

「き、きゃああっ！　ラブ、抱きつかないで！　くすぐったいっ！　くすぐったいったら！」

　久しぶりのシャワーに、全裸の少女達は大はしゃぎだ。

「……遊んでないでさっさとしなさい！　効率が悪いでしょう！」

　遂に、と言うべきか急せかすようなカムイの声が響いた。その瞬間、みんなの明るい笑い声が響く。仲間達の気持ちを代弁するように、明里がクスクス笑いながら敬礼してみせた。

「はーい。やっぱり、お姉さんのいうことは聞かないとにゃー♪」

　今度はカムイが真っ赤になる番だった。
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　そして男子のシャワーの番となった。

「おおう、この場所でついさっきまで、極楽のようなイリュージョンが繰り広げられ……うわっ、ドバッてすごい勢いでお湯がッ！　やめてー、せっかくのこの天上界のごとき高貴な香りを消さないでぇぇぇっ！」

　慎太郎の嘆たん願がんに、ますますお湯が激しく降りかかってくる。手て漕こぎポンプの音があり得ないほど早くなっていくんだけど、何これ？　これじゃお湯あっという間に無くなるよな。

「ち、ちょっと、ちょっとストップしてくれ、勢いありすぎる」

　外に聞こえるように叫ぶ。

「はーい、ごめんなさいマスター」

　ポンプを押してくれてたのラブか。

「じゃあ、ちょうど良いところで合図して」

　これはカムイの声だ。力仕事はロボット二体が引き受けたようだ。ラブと共同作業だなんて、良くカムイが了解したなぁ。でも水量の勢いには納得したよ。

「追加のお湯、タンクに入れるから」

「ふふーん、車椅子でバンバン運んじゃうよんっ」

　遙と明里部長がお湯を運んでくれているらしい。

「これは、さっさとシャワーしてしまわないと、後が怖いかも？」

　なんて笑顔で康夫が言うがもっともだと頷うなずく。俺たちが時間をかければ、彼女たちの負担が増えるんだからさ。

「そうだな。でも二、三日風呂に入らないくらいどってことないんだし……もうあがっちゃえばいいんじゃ……」

「こらっ、大河原くん！　気を遣うより、ちゃんと洗うこと！　汚くしてると小屋から追い出すからね！」

　壁越しに明里部長に注意される。二、三日くらいどってことないって言ったのがまずかったらしい。まあ、確かに自分のためじゃなくて女の子達のためって面もあるのか。

　俺たち三人はお言葉に甘えることにして、せっせと身体を洗ったのだった。




　暖炉のある広間は多目的スペースとなっている。料理をするのもここ、食事もここだ。なんたって一番の暖房器具であり、調理器具である暖炉があるからだ。部屋に入ると、遙が段ボールから食材を出しているところだった。

「それ、今晩のご飯の用意？」

　なかなか大量のジャガイモやニンジンが用意されている。

「そう。今晩は肉じゃがと豚汁なの。煮込み料理ばかりになっちゃってごめんね」

「いや、全然。暖炉とストーブだけで良くやってると思うよ」

　慎太郎と康夫も大きく頷いている。調理器具もない、電気も使えない状態で料理してるんだから、偉いと言うしかないよな。俺も料理当番してるけど朝食とかが多くて、ロボコンがあるんだからと、夕食の方は遙が頑張ってくれているんだ。

「俺、手伝おうか？」

「ううん、大丈夫。勇希さんが手伝ってくれるって」

「勇希姉が……？」

「勇希先輩がっ!?　それは嬉しいな、勇希先輩の手料理かぁ！」

　俺の疑問の声は、康夫の嬉しそうな歓声に消されてしまった。とんとんと二階から降りてくる足音がして、その勇希姉が現れた。

「さあ、手伝おう、遙さん」

　無表情に淡々と言う勇希姉だけど、最近なんとなく機嫌の善よし悪あしは判るようになって来た。どうやら張り切っているっぽい。ここではあまりやれることがないからかもしれない。

「ありがとうございます、勇希さん」

「遙さん、ラブもお手伝いしますです」

「うん、頼むねラブ。ジャガイモを大量に剝むかないといけないんだ。豚汁の方も里さと芋いもの代わりにジャガイモだから」

　車に積めるだけ食材を買い込んだとは言え、その種類は限られているからなぁ。

「はい、ジャガイモ剝きなら得意です、遙さん」

「いっぱい練習したものね」

「はい！」

　まるで成長した我が子を褒ほめるように、いそいそとテーブルに積んだジャガイモの前に腰掛けるラブを遙が見守っている。勇希姉も腰掛けてジャガイモを手に取った。

「はい、ピーラーです。包丁でもどちらでも使いやすい方を使ってください」

　今日も水汲みついでに洗って来た洗濯物を暖炉の前に広げてつるし、遙の抗議で目隠しタオルも釣り下げた。それからしばしの時間がたった。

「できたっ！　出来たぞ本気！」

　嬉しそうな勇希姉の声が上がる。ほらっと差し出されたジャガイモは元のサイズの数分の一になっている。ちなみに、ラブのテーブルの前にはすでに剝き終わったジャガイモが十個くらいは載っていたりする。

「うん、頑張ったね、勇希姉」

「素晴らしいです、勇希先輩！」

「洗濯物、もう乾いたみたいだぞ」

　何かこう、初めての調理実習の学童を見守る感じで褒めちぎる俺と康夫に、慎太郎が少し呆あきれた顔でつぶやく。その一言で勇希姉はふっと冷静になったのだろう。

「……目測すると、このジャガイモは皮を剝く前の28パーセント……か」

　さすがに勇希姉は優秀だった。自分の剝いたジャガイモをじっと見つめ気落ちした声で言う。

「えと、えと、ラブも最初は失敗ばかりでしたよ！　だから当然なのです！」

「慰なぐさめてくれてありがとうラブ。だが、私はどうやら手伝わない方が良さそうだ」

「そんなっ、すぐ慣れますよ！」

「うん。そうだな、ラブのようにいつかは出来るようになるだろう。けれど、この環境で私が慣れるために食材を無駄にすることはできないから……」

　勇希姉はガクリと肩を落として、ピーラーをテーブルに置き立ち上がった。

「役に立てなくてすまない、遙さん。後は……」

「ラブがやるから大丈夫です！」

「勇希さん、私こそすみませんでした。不ふ得え手てなことさせてしまって」

　遙の言葉に首を振って、勇希姉は二階に戻っていく。慰めた方がいいんだろうかと逡しゆん巡じゆんしていたら、康夫が先に声を上げた。

「マジ、ここは僕に任せてくれる？」

　我がロボロボ部の俊英、プログラミングでは特別な才能を見せる高倉康夫は、実は勇希姉に恋をしているらしい。行きたい気持ちは判るので、任せることにした。
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「ねえねえ、今勇希さんとすれ違ったんだけど、なんか落ち込んでた？　ちょっと雰ふん囲い気き暗かったみたいな気がするんだけどにゃー」

　ウィンウィンと車椅子を鳴らして、勇希姉と入れ違いのように明里部長が部屋に入って来た。

「ここではろくにロボットを修理することもできないからじゃないの？　えふさん……Ｆ―０３の修理は全く進んでいないようだったわ」

　その後ろにいるのは、カムイ。珍しい組み合わせだ。シャワー以来仲良くなったとか？

「明里さんは二階で休んでたの？　カムイも一緒にって珍しいね」

「カムイは美鈴さんとお話ししてたみたい。あたしは午前中ずっとキャシーを着けてたから、ちょっと横になってたんだー」

「大丈夫ですか？　明里さん」

「うん、日頃使わないとこ使うから筋肉痛ってだけ。元気元気！」

　キャシーはロボロボ部がロボコン用に作った、『歩く車くるま椅い子す』だ。明里部長を歩かせてあげたいって夢を叶えるロボットで、稼か働どう時間はまだまだだけど、明里さんは嬉しそうに実動実験をしてくれている。居合わせなかった明里さんに勇希姉が落ち込んでいる理由を話す。

「可か愛わいいなー勇希さん！　それは康夫くんもキュンキュン来ちゃったろうなー♪　あたしなんか手伝うって言い出すこと自体しないよ、だって出来ないもん♪」

「そう真っ向から開き直るのもどうかと、会長？」

「出来ることはするよー！」

「生徒会でもしてくださいよ。出来るのにサボって……」

「んーんー、遙ちゃんは真面目すぎだと思うにゃ！　時にはバッチリ気を抜いてリラックス♪」

「会長はしすぎです！」

　会長対書記の言い合いはいつも通りで、普段と変わらない二人にホッとする。

「遙さん！　野菜全部剝き終わりましたーっ！」

　喧けん噪そうの中、黙々と皮を剝き続けていたらしい。偉いなラブ。

　その野菜の山を、ふーんという風にカムイが見ている。

「料理はまだ失敗するですが、野菜剝きは完かん璧ぺきなのです！　カムイさんは剝けますか？」

「……出来るけど、それがどうかして？」

「料理もできますか？」

「出来るわよ、だから何？」

「すごいです！　カムイさんはやっぱりラブのお姉さんなのです。それならラブも出来るようになりますねっ！」

　ラブは大喜びで、カムイはしかめっ面つらだ。

「そうか……料理出来るんだ、カムイ。エプロンも似合うだろうな……」

「なれ合うつもりはないわ」

　慎太郎が夢見るように呟つぶやいて、カムイに睨にらまれていた。

「そ、そんなこといわないでくださいよぉ……ご、ごしゅじんさ……」

「黙りなさい。舌を切り取るわよ」

　カムイが指先からハサミのように光の剣を生み出し、慎太郎が口を押さえて必死に頷く。

「はわわっ、お姉さんっ、やめてくださいですっ！　ロボット３原則に反するのです！」

「こ、こらっ、いきなり抱きついたら危ないでしょっ、プロトⅡ」

　慌てて止めに入ったラブがカムイに抱きついて、もう滅め茶ちや苦く茶ちやだ。正直、もう相当なれ合ってるような気がするんだけど……と思ったが、俺はそれを言わずにおいたのだった。




　その頃、二階の勇希に与えられた部屋で、勇希はベッドに横たわるえふさんを見つめていた。

「機材さえあれば、勇希先輩なら簡単に直してしまいますよ」

　康夫が勇希の背中に話しかける。

「ああ、そうだと思う。でも……直してもまた……」

　えふさんはラブに襲いかかり、カムイとラブによって強制終了させられた。人工知能を汚染していたナノマシンは美鈴と排除したものの、命令が残っている可能性がある以上危険過ぎて目覚めさせることは出来ない。

「セキュリティには、ずいぶん気遣ったつもりだったんだがな。……せめてボディだけでも直したいのだが」

「機材なら、作業に使っていた倉庫に少しはありますよ、勇希先輩」

「ああ、知っているが、なんだかここに来て私は自分の無能を突きつけられている気分だ」

「ええっ、な、なんでそんな？　勇希先輩は天才ロボット工学博士じゃないですか！」

「ははは、天才と言われても、自分のロボットの異常にすら気づけなかったよ。野菜も剝けなかった……」

「野菜は関係ないと……」

「本気は偉いな、遙さんも、ラブもだ。私は頭でっかちなだけだったんだろうか……」

　どうやら、えふさんの事で落ち込む上に、ジャガイモが最後の一撃となったらしい。

　こんな風に気落ちする勇希は実は珍しい。落ち込む暇はない。出来なければ出来るように日々努力する、というのが勇希の信条だったからだ。

「僕は家事なんかできなくても、勇希先輩を尊敬してます！　野菜は僕が剝くから大丈夫！　勇希先輩は心置きなくロボットを作ればいいんですよ！」

　康夫としては、プロポーズにも等しい言葉だったのだが、勇希はそんな真意も知らず、後輩の慰めに伏せていた顔を上げる。

「そうだな。私らしくなかった。これでは本気を叱しかる資格も無くしてしまう。落ち込む暇があったら、出来ることをしよう。えふさんを修理するのを手伝ってくれるか？」

「はいっ！」

　康夫の想いは、勇希の弟を想う気持ちには勝てなかったようだ。それでも、自分が勇希を立ち上がらせたことが、康夫は嬉しかった。いそいそと作業場にしている倉庫にえふさんを運ぶその頰ほおは、嬉しさに上気している。




「じゃ、いっただきまーす！」

「いただきます。遙さん、いつもすまないわね、ありがとう」

　母さんの言葉に、遙が慌てて手を振る。

「あんまり目新しいもの作れなくてごめんなさい。それにお肉、これが最後なんです。明日からベーコン生活です」

「なんとっ、肉がなくなっただとぉっ！　じゃあ食う！　心置きなくオレは肉を食うぞっ！」

「慎太郎、肉だけ持ってかないの！」

「そうそうジャガイモ美お味いしいよ？　良く味がしみてるー♪」

「でしょう？　やっぱり大量に作ると美味しくなるから、それは嬉しいんですよ」

「うむ、こんなに美味しい肉じゃがは本気のもの以外では食べた覚えがないな」

「マスターは料理上手ですから！　でも負けてないですよ、遙さん。それにみんなで食べるととってもおいしいって思うです！」

「結構楽しいよね、この暮らし～♪」

　わいわいと賑にぎやかに食卓を囲むメンバーに、母さんが苦笑する。

「ふふっ、あなたたち驚くほど逞たくましいわねぇ。大変な暮らしをさせることになると思ったのに」

「そうですか？　ラブ、今までで一番楽しいです！　マスターがいて、遙さんがいて、明里さん、勇希さん、康夫さん、慎太郎さん、えふさん、それに、美鈴様がいて……カムイお姉さんまで。みんなで一緒にいられるなんて、ラブは、スーパー幸せなのです！　間違いありません！」

　俺たちは、顔を見合わせて笑い合った。その通りかもしれない。俺たちは、大切な事をラブからたくさん学んでいる気がする。母さんも、照れたように微ほほ笑えんだ。

　ロボロボ部のみんなと、母さんと勇希姉、そしてカムイが山のロッジで暮らすことになった理由、それは少し時間を遡さかのぼらなければならない。この団らんも、みんなの覚悟の現れだった。

　この明るい空気は、次に来る大事件の幕まく間あいに過ぎないことを、全員が理解しているのだから。














第一章　見えない敵









　ガレージには、不思議な光景が広がっていた。

　いきなりやってきた母さんが、ラブと、そしてカムイを抱きしめているのだ。

　もう、何が何だか判らなかった。しかも、母さん、今、なんて言ったんだ？

「あの、おばさま……？　今……」

　母さんに、遙はるかが遠えん慮りよがちに声をかける。それも当然だ。

　――久し振り……久し振りね。久く遠おんさん……久遠湊みなとさん。私の……親友。

　二体の０ラブシステム、人の心を再現するシステムをもつロボットを抱きしめながら、母さんはそう言った。久遠湊、その名前は――事故で亡くなった遙の母親の名前だった。

「あ、あの……美み鈴すず様、そ、その、それは……」

　母さんの腕の中で、ラブが困ったような顔をしている。カムイは無表情だった。

「……あなたが大おお河が原わら美鈴か。情報にある人物像と違うな。冷静で、曖あい昧まいなものを許さない性格だと記録されているが」

　美しい二体のロボットが抵抗もせず抱きしめられているのも意外に感じられた。

　ただ、もう感覚が麻ま痺ひしてしまっているみたいで、俺たちは呆ぼう然ぜんとするしかなかった。

　今日は、ロボロボ部にロボコン本戦出場者のＴＶ取材が来る日だった。

　その取材の最中、ラブが学校でカムイに襲われ、０ラブシステムが操る万能ナノマシン〈ゼロ〉に影響されたロボットの暴走が起こって大騒ぎになった。

　ラブを助けに行った遙たちが、学校の屋上から飛び降りて危うく命を落とすところで……そこで、まるで遙が〈ゼロ〉に干渉したような現象が起きた。そしてやっと捕まえたカムイは思わせぶりなことを言うばかりで何も答えてはくれない。ただ、父さんの行方ゆくえ不明にカムイは関与していないという。その事実を検証する時間もなく、我が家のガレージで修理中だった勇ゆ希き姉ねえの人型ロボットえふさんが、ラブとカムイに襲いかかったのだ。

　ラブとカムイの協力によってえふさんを破壊することなく停止させることは出来たが、一般的なロボットであり「人間を傷つける事を禁止する」ロボット３原則に縛しばられるはずのえふさんが、カムイたちを壊すためとはいえ俺たちを傷つけかねない行動を執ったのは衝撃的だった。

　混乱の極みを迎えている俺たちの元に駆けつけてくれた母さんもまた、俺たちに全然判らない事を言って、先ほどまで敵だったはずのカムイを抱きしめている。

　カムイもそれに逆らう気配はない……もう俺たちが、何が起こっているのか理解できずにいっぱいいっぱいになっているのも仕方ないと思う。

　それでも、遙は母親の名前が出てきたことが気になって仕方ないようだった。

　珍しく母さんに詰め寄るように歩を進めた。

「おばさま！　ラブたちは、私のお母さんとどんな関係があるんですか？」

　遙の両親は、著名なロボット工学者であるうちの両親の親友であり、ラブたちに搭とう載さいされている０システムの共同開発者でもあるのは既知のことだった。ただ、実際にふたりが何をしていたのか、俺たちは殆ど知らないのだ。母さんは、我に返ったように遙を見る。

「遙さん、ごめんなさい。それは……あっ」

　すまなさそうに何かを言いかけて、気づいたように周囲を見回した。

「大事な話だから、あとできちんと話させてちょうだい。ここでは……危ないかもしれない」

　カムイとラブから手を離し、母さんは勇希姉と倒れているえふさんの方を向いた。

「勇希、えふさんを再起動したのね？　もしかして……暴走した？」

　厳しい顔で勇希姉に尋ねる。確信があるかのような聞き方だ。

　言われてみれば、えふさんをラブたちが取り押さえてからこの場所に辿たどり着いた母さんが、えふさんの事を知っているのは変だった。

「はい、母さん。ラブとカムイに襲いかかりました。でも、何故そのことが……」

「そう……間に合わなかったのね。あなたたちが無事で良かった。白黒をきちんとつけてから来ようとして、危うくあなたたちを危険にさらすところだったわ」

　母さんは確認するように俺たちを見回して、一瞬反省するような表情を見せる。

「母さん、何を調べてたの？」

　俺の問いに、母さんはため息をついた。

「私の家を破壊して放火したのが誰かを調べていたのよ。外部から侵入するのは難しいはず。カムイの使うナノマシンも無力化していたし……」

「無力化は言い過ぎね。その気になれば突破は可能だったわ」

　カムイは無表情に訂てい正せいを求める。母さんは苦笑した。

「そうかもしれない。でもあなたじゃないのは判っていた。少なくとも、人間を傷つけることは避けていたもの。あの日、あそこに私たちがいなかったのはただの偶然。ほんの少しズレていたら私たちも巻き込まれていたわ。これまでのあなたの行動パターンからいって、そういう時は無理をしないと思った」

「……フン」

　鼻を鳴らすカムイに、母さんはまた少し微笑む。

「……やっぱり、ちょっと似てるかしらね」

「……気のせいでしょう」

　二人はお互いだけに判るような言葉を交わす。母さんは表情を改めた。

「ともかく、調べた結果、可能性はひとつだけだったわ」

　動かなくなった巨乳のメイドロボットを母さんは悲しそうに眺める。

「えふさん、彼女が犯人よ」

「ええっ!?」

　その場にいる全員から驚きよう愕がくの声が上がった。

「違いますっ！　えふさんはそんなひどいことするロボットじゃありません！」

　ラブが俺たちの気持ちを代弁するように声を上げる。

「ハッキングされたんだと思うわ。彼女の頭脳に何者かが侵入したのよ」

　そう言われれば、少し理解出来る気がする。さっき、ラブたちに襲いかかったえふさんは普段と全然違う感じで、高性能ロボットが持つ人間らしさがかけらも無かったのだ。

「母さん、待って欲しい。人型ロボットの人工頭脳は複雑な、と一言でいうにはあまりにも多た岐きに渡る要素があって外部からの乗っ取りは不可能とされているはず。それにマスター領域は音声認証を含む複数のセキュリティが課せられていて……」

「判っているわ。通常なら不可能よ。すべてのロボットが接続されているネット網自体にも幾重ものセキュリティが用意されている。万一、そういうプログラムを送り込むとしても痕跡も残さないというのはあり得ないことだし、そもそもロボット３原則は強制的に焼き付けられるプログラムで、最初から軍事用などの特殊用途で作られていなければ書き換え不能ね」

「なら、えふさんが犯人のはずが……」

　勇希姉の言葉を、母さんは手で制した。

「その不可能を可能にする方法はあるのよ。恐らく……痕跡も見つかると思う」

　そう言うと、母さんは俺たちにえふさんを運ぶように指示した。

「みんな車に乗りなさい。ここにいては危ないかもしれないわ。移動しましょう」

　母さんの言葉にみんなが一斉に動き出す。ラブはアラシを抱き上げてから、ただ一人所在無げに動かずにいるカムイを見つめた。一度は〈ゼロ〉を阻害する装置で捕まえることが出来たカムイだけど、すでに慎しん太た郎ろうの手で拘束は解かれている。もし今、彼女が逃げる気になったら俺たちに止める手段はない。〈ゼロ〉を止めたとしても、カムイの機体性能はラブを遥かに上回っているのだから。だけど、彼女はその場に立ち尽くしていた。

　俺は、思い切って彼女に声をかけた。

「一緒に行かないか、カムイだって狙われているんだろ」

「……一緒に行く理由がない」

「ここにいたら危ないって！　ほら、行こうぜ、ご主人様！」

　予想外にも、慎太郎が強引にカムイの手を摑つかんで歩き出す。しかし何度かご主人様って呼んでるけど、何なんだ、その呼び方。カムイも嫌そうな顔しているが、逆らう気配は無かった。

「よかった！　行きましょう、カムイお姉さん」

　ラブも嬉しそうにカムイの後ろについて行く。

「その呼び方はやめなさい」

　母さんの指示でえふさんの身体からだを抱えて行く。動かない彼女は、意外なほど軽かった。小さな車にぎゅうぎゅう詰めになりながら、俺たちは家のガレージを後にしたのだった。




　俺たちが向かったのは郊外にある小さな、無人の研究所だった。母さんの会社が昔使っていた施設らしい。セキュリティがしっかりしている場所、ということで借りたそうだ。

　母さんも有名な研究者だけに、色々と我わが儘ままが利きくようだ。その辺は父さんに似ていた。えふさんを運び込むと、俺たちは母さんの前に並んだ。

「母さん、それで……えふさんが犯人だってどういうことなの？」

　母さんは、困ったような顔をした。

「もちろん、話すつもりだけど……マジ、遙さんとあなただけでいいんじゃないかしら」

「本もと気きくん、あたし達、外で待ってた方がいいかにゃ？」

　一緒に来ていた仲間たちを代表して、明あか里りさんが気を遣ってくれるが、俺は首を振る。

「みんな危ない目にあいながらラブを、俺たちを助けてくれたんだ。それがどんな話だったとしても聞く権利があると思う」

　遙も、勇希姉も頷うなずいてくれる。母さんも、納得したように頷いた。

　ラブが、母さんの方を向いて固かた唾ずを呑のむ。まったく、本当に人間みたいだな。

「最初は消去法よ。建物の中から放火されていて、大半のロボットは全壊してる中で勇希のＦ―０３だけが損傷が少なかった。警察もえふさんの暴走を最初に疑ったわ」

「しかし、その疑いはすぐに晴れたはずです」

　勇希姉もその事は知っていたみたいだ。珍しく不満そうに口を尖らせる。

「確かに、私もそれはないと思った。だけどそれ以外には考えられなかった。だから、白黒をつけるために火事の跡に残っていた痕跡を調べ続けていたの。ないとは思っていたけれど、カムイの仕し業わざって可能性も皆無ではなかったから、特にゼロの痕跡を探したわ」

　母さんは、研究室の壁に何かを投影した。

「……それで、見つかったのが、これよ」

　大きなモニターに映し出されたのは、ラブたちが使うナノマシンに似ていた。

「これ……ナノマシン？　じゃあ、やっぱりカムイが……」

「マスター、違います。これは……ラブやカムイお姉さんが使っているナノマシンの３・５倍の大きさがあります。０ラブシステムが使っているものとは違うです」

　食い入るようにそれを見つめながら、ラブの瞳に不思議な光彩が宿る。

「これは……ラブ、これに見覚えがあるのです。不思議です。マスターのお父様の研究室で目覚めてから、一度も見たことがないはずなのに……」

　モニターに顔を近づけるラブの背中に、カムイが言葉を投げる。

「当然ね。これは私たちが使っているものの原型となった軍用のナノマシン。ただし、ナノマシンを稼働させるのに必要なエネルギー供給が過大過ぎて力場の中でしか動かせず、実用化はされていないと聞いていたわ。普通の住宅地にはあるはずのないものね」

　黒髪の美少女は、何かを知っているように深いため息をついた。

「……そうね。このナノマシンを動かすだけのエネルギー源を作るのは難しいとされていたわ。だけど、そのナノマシンが反応するエネルギーを作り出す装置を作った人がいたの。遙さん、あなたの知っている人よ」

　母さんは、手元にあるスイッチを押してモニターの画面を切り替えた。

　そこに映っているのは……見覚えのある顔。それは、遙のご両親だった。

「お父さん……お母さん」

　遙は、目を見開く。

「でも、お母さん達はロボット工学者で、ナノマシンなんか……」

「遙さん、ナノマシンっていうのは超小型のロボットみたいなものよ。遙さんのご両親は、０システムを作り出す前はナノマシンの開発に関わっていたの。そこでも天才的な業績を残していて、この高性能ナノマシンも久遠博士の論文が元になって開発されたの」

　どうやら、遙の両親は俺が思っていた以上に凄すごい人だったみたいだ。俺には、いつも優しく微ほほ笑えんでいる人だって印象しかない。

「私たちは人型ロボットの動力系や人工筋肉の制御に関してが得意だったから、人工頭脳に長たけた遙さんのご両親は最高のパートナーだった」

　父さんたちと遙の両親が一緒に仕事をしている画像に切り替わる。

「０システムの再現は、今の私たちには出来ないって話はしたと思うけれど、それには理由があるの。ひとつは……遙さんのご両親が亡くなった事故の時に、すべてのデータが破損してしまったから」

　映像は、爆発したように焼け焦げた研究室に変わる。現場検証をしている警察官の背中が、作り事みたいな印象を与える。俺が遙の手を握ると、大丈夫だというように握り返してきた。

「もう一つは、このナノマシンにあるの。０システムが、このナノマシンを動かす能力を持っていることは、研究中の偶然から明らかになっていた。それは、プロトゼロ……０ラブシステムの原型になったロボットの開発中に行われた実験が原因だった」

　剝むき出しの骨格に複雑な配線が繫つながったロボットの画像が登場した。俺と遙にとっては見覚えのあるロボットだ。いつも、遙の両親と一緒にいたロボットなのだ。俺たちと遊んでくれたことすらある。その時には、もう少し人間的な外装がつけられていたけど。

「このプロトゼロの人工頭脳は、プロトシリーズの基本になったの。人間の脳の働きを作り出すために、遙さんのお母さんは普通の人と逆のアプローチを考え出した。それは、脳波コントロール装置で他の機械を動かせるロボットを作ること」

「脳波コントロール装置って……でも、あれは人間の脳に走る電流を感知して増幅する装置ですよね。ロボットはもともと電気仕掛けなんだから、そんなこと意味ないんじゃないですか？」

　コンピュータに強い康やす夫おが尤もつともな質問をする。

「私もそう思ったわ。だけどいくつかの実験を経て、０システムに脳波コントロール装置を繫げた時、不思議なエネルギー波が発生した。その正体不明の波形が、ナノマシンの動力になるほどのエネルギーを持っているのが判るまでに時間はかからなかった」

　モニターの輝きが、母さんの顔を青く照らしている。母さんは、とてつもなく苦々しい顔をしていた。カムイは、能面のような顔でモニターを睨にらんでいる。

「同時に、０システムは飛躍的に進歩したわ。人間とほとんど同じように思考できるようになった。もしかしたら、人間以上の存在になれるかもしれないほどの性能だった」

　母さんは、ナノマシンと０システムの性能図を呼び出した。だけど、俺たちには何が何だか判らなかった。

「０システムとナノマシンの相性は完かん璧ぺきだったわ。０システムが生み出す謎のエネルギーを使って稼働するナノマシンは、変幻自在だった。すぐに自己増ぞう殖しよくに成功したし、集まれば鋼鉄より固くなり、拡がればあらゆる場所から情報を収集できた」

　俺たちはそれを目まの当たりにした気がする。遙たちは翼まで作って見せたのだ。

「奇跡の性能に私たちが狂喜乱舞したのは事実。その時書いたたくさんの論文は、今も人型ロボットの基礎研究として認められている……だけど、それが事故を招いたのね」

　遙の身体が、びくりと震えた。ラブも唇を震わせる。

「美鈴様、それは……」

「プロトゼロは、私たちの共同研究だったんだけど……発表と同時にスポンサーが殺到していたわ。でも、遙さんのご両親も０システムを完成させあぐねていた。しかも……」

「軍用のナノマシンを動かせるってことは、世界中から狙われたってことですよね……」

　明里さんが先回りする。慎太郎はカムイを見上げた。

「確かに……ご主人さまが手に入るならみんな何だってするよな」

　慎太郎は相変わらずでいっそ有り難いよ。

「そう、研究成果を渡せ、なんて脅迫は日常茶さ飯はん事じだった。私たちも、研究の方向性について意見が割れていたわ。そんな中……事故は起こった。それも、プロトシリーズ三体を同時に完成させる予定の日にね」

「……ラブ、覚えています。憶えているのです。爆発、悲鳴……」

「ラブ……」

　遙は、ラブを見る。ラブは……泣いていた。ラブが泣けるなんて、俺は知らなかった。

「遙さん……ごめんなさい。ラブは……ラブのせいで、遙さんのご両親は……」

「違う、そんなの……違うよ。お父さんもお母さんも、ラブを作りたかったんだよ……」

「だけど、私たちが原因なのも事実なのよ」

　カムイが、冷たい声を出す。母さんは、彼女を悲しそうに見た。

「……おかしいとは、思っていたの。私たちも、爆発事故のあとで残された資料を使って可能な限り同じように０ラブシステムを組み立ててみたことがある。でも、０システムは起動しなかったし、ナノマシンが反応することもなかった。四体の０システムが特別だったみたいに」

「母さん、それがどうしてか……判ったってこと？」

　母さんは、頷うなずいてモニターを切るとラブとカムイに向き直った。

「たぶんね。ラブたちの使っているナノマシンと、ここに落ちていた軍用ナノマシンの違い。そして開発中に遙さんのご両親が残したデータが教えてくれた。どうして今まで思いつかなかったのかしら。０システムの成り立ちを考えたら当然だったのかもしれない」

　少しだけ微笑んで、母さんは遙に歩み寄り、肩を抱く。

「ラブと、カムイ、そしてまだ目覚めていないプロトⅢは……遙さんのお母さんがモデルなのよ。遙さんのお母さんの脳と、記憶を元に構成されているの」

「え……？」

　遙は、頭がついていかないという顔をした。

「同一人物ってことじゃないんだけど、遙さんのお母さんの脳波データとラブ、カムイのデータが殆ほとんど一致したの。単にそれだけで断定は出来ないけれど、ふたりは自分たちをサンプルにして０システムの中枢部を作ったのよ。まだ私たちが解明していない方法で」

「母さん、待ってくれ！　だとしても、ラブたちが事故の時の記憶を持っている理由は……」

「それは、私にも判らないわ。でも確実なのは、ナノマシン〈ゼロ〉は本来『人の心』に反応するものなのよ。そうじゃないと、０システムに反応する理由がないわ。０システムは、人間の心を再現するためのシステムなんだから。だから……遙さんのご両親の、最期の気持ちに反応して影響を受けたとしてもおかしくないわね。データがそれを証明してる。そうでしょう？　カムイ、ラブ」

「……はいです。ラブは、自分のものでない記憶を持っているようです」

「否定しても仕方ないようですね。私は研究所で目覚めた時からある程度、記憶を持っていました。遙さんのお母さんの記憶、でしょうね。私は……彼女をマスターだと思っています」

　ふたりのロボットが頷く。俺たちは呆ぼう然ぜんと立ち尽くすしかない。ラブは、うつむき加減に遙を見つめる。何を言えばいいか判らない、というように。そして必死で言葉を紡つむいだ。

「遙さん……遙さんのお母さんは、最後まで遙さんのことを心配していました。それから、マスターのことも、マスターのご両親のことも、勇希さんのこともです。ラブは、その気持ちを覚えているのです。不思議ですけど……憶えているのです」

「お母さんっ……」

　ラブの言葉に、遂に遙が泣き崩れた。俺と母さんが、遙を支える。

「だけど、だったらどうしてカムイはラブを狙ったの？」

「……それも、マスターの意志の一つよ。人々を、遙さんたちを危険に晒さらす私たち０ラブシステムをこの世に送り出してはならないのではないか。軍ぐん需じゆ産業に利用されそうなことを、優しいあの人はとても心配していたのよ。私も人殺しのために生きるなんて、そんなの耐えられないわ」

　カムイは、悲しそうに呟つぶやく。

「えっと……それって、ラブは遙ちゃんのお母さんの優しい部分、カムイは遙ちゃんのお母さんの厳しい部分で出来てるってこと？」

「そんなに単純じゃないと思うが……目覚めた後の経験でそういう形になったのかもしれないな。結局、ネットに繫つながらない０システムは経験によって大きく変化するロボットだからな」

　勇希姉が、いつもの茫ぼう洋ようとした表情で答える。

　俺たちを押しのけるようにして、ラブが泣きじゃくる遙を抱きしめる。

「遙さんっ、ごめんなさい！　ラブ……ラブは……っ」

「いいの……いいの……お母さん……ラブの中に、いるんだよね……ありがと……ありがと、ラブ……」

「はいです！　ラブの……ラブのメモリーの中に、いっぱい残ってるです。遙さん大好き、遙さん、遙さんって……ラブも、遙さんが大好きなので、そこは全部、同じなのです！」

　遙とラブが抱き合って大声で泣き始めた。こんな風に泣く遙を見たのは何年ぶりだろう。

「……ロボットが泣けるなんて思わなかった。あんな機能、私の身体には付いてない」

　ぽつり、とカムイが言う。それは、付いていたら自分も泣いていたってことだろうか。

　今まで泣いたことなんてなかったから、もしかしたらラブの持つナノマシンがそういう機能を作り出したのかもしれないな。ラブの心に反応する機械なんだから。

　遙の身体にラブの涙が温かな染みを作っていく。まるでそれが遙を癒いやしているようだった。




「大まかに話は判ったと思う……でも結局、えふさんがどうして家を襲ったのか全然判らないんだけど」

　遙たちが泣き止むのを待って、母さんはみんなを座らせてお茶を出してくれた。

　立て続けにいろんな事がありすぎたから、甘い紅茶が身体にしみこむようだ。

　みんな同じ気持ちだったのか、やっと少しだけ表情が緩ゆるんでいる。

「そそ、あと、私たちが屋上から飛んだとき、ゼロがぶわーってなったのもどうしてか判らないよね。あ、でもアレは美鈴さん見てないんだっけ」

　車くるま椅い子すの美少女が、ため息まじりに紅茶の置かれたテーブルに突っ伏した。

「ゼロはまだ謎が多すぎて判らないことの方が多いわ。だけど、確実に判っていることもある。もともと、ナノマシンは今カムイたちが使っているような使い方が想定されていた訳じゃないのよ。久遠博士の研究は、ナノマシンによる思考インターフェイスだった」

「思考インターフェイス？」

「脳波コントロール装置の拡大版みたいなものだと思えばいいわ。ナノマシンには人体に入って身体の中の悪い所を治療するような用途もあるわ。博士は頭の中にある希望や命令を考えるだけで伝達出来るような新しいネットワークの構築を夢見てた」

「テレパシーみたいなものですか？　ロマンチストですね」

　紅茶をすすりながら、康夫が勇希姉を見る。黙っていても勇希姉に自分の気持ちが伝わることを願っているんだろうか。テレパシーなんてなくても気持ちは筒つつ抜ぬけだけどな。

「ふふっ、遙ちゃんのお母さんだからね。ロマンチストに決まってるじゃない」

　生徒会長にからかわれて、遙は顔を赤くした。

「どちらかと言えば、まさかナノマシンからあんな出力が発せられるなんて思ってなかったから、高性能な無線通信みたいなものを想定してたんだと思うわ。ナノマシン同士を共鳴させて……まあ技術的な話はどうでもいいけど、成功直前で頓とん挫ざしたって聞いてたの」

「それを０ラブシステムが動かしたんですね」

「ええ、それも信じられない出力でね」

　実際、俺たちはカムイが大地を切り裂いたり、ラブたちが空を飛ぶのを見たのだ。

　現代の技術水準を遥かに超えた出来事だった。

「だから、ナノマシンを使ってえふさんを操ることは、理論的に可能だと思うの。０システムの力ならね」

「ですが、現存する０システム三体のうち、二体はここにいます。そして、もう一体は先日の火事が起こるまでは我が家に厳重に封印されていました。ナノマシンを使えるプロトシリーズはありません。ということは、ナノマシンはえふさんの暴走に関係ないのではないですか？」

　勇希姉が、じれたように聞いた。

「それを、今から確認するのよ」

　お茶の用意と同時に、母さんはえふさんを研究室のメンテナンス槽そうにいれていた。

　手足にマニピュレーターを刺され、関節部のジョイントを外されたえふさんは人形じみていて、なんだか寂しい気持ちがした。

「えふさん……」

　心配そうに呟くラブは、さっきから遙と手を繫いだままだ。俺と一緒に暮らしていた、仲良しのふたりは……遙が姉で、ラブが妹みたいだった。でも、ラブの心の中には遙のお母さんがいるのだとしたら、ふたりの関係はどうなっていくんだろう。漠ばく然ぜんとそんなことを考えてしまう。ラブは、ラブとして暮らした経験があるんだから、まったく同じなんてことはありえないのは判るんだけど……突然、鳴り響いた電子音が俺の意識を現実に引き戻した。

「やっぱり……」

　メンテナンス槽の周囲で、何かが発光していた。赤い光を放つラブやカムイのナノマシンとは違う、青白い光が瞬またたいては消える。

「えふさんの中には、想像通りナノマシンがいたわ。たぶん、これで操られていたのね。まずは、このナノマシンを完全に除去しないと。勇希、手伝いなさい」

「判りました。波長を調べて干渉波を作ってみます」

　そう言って、母さんと勇希姉は機械にとりついて何事か操作を始める。メンテナンス槽の周囲に作られた力場にナノマシンが弾かれる度たびに、蛍ほたるのような輝きが起きた。

「よかったぁ……これで、ナノマシンがいなくなればえふさんは元に戻るのですね！　ラブ、ほっとしました！」

「良かったね、ラブ」

　喜び合うラブと遙に、氷水のような声が響く。

「少しも良くはないわ。このナノマシン、どこから来たか……考えたの？」

　それは、カムイだった。一瞬緩んだ空気が固まる。

「……これを恐れていたから、少しでも早く０ラブシステムを破壊したかったのに」

「え……」

　悔しそうに顔をゆがめたカムイを、ラブは真っ青な顔で見つめた。

「判らないの？　ナノマシンが動いているということは、０システムを持つロボットがこの騒ぎに関わっているということ。私でもあなたでもないとしたら、誰？　プロトⅢを奪ったのは、誰だというの？」

　母さんも、同じ事を考えていたようだ。重々しく頷うなずく。

「そうね……だけど、プロトシリーズはもう一台あるわ。ラブたちの原型となった存在が」

「……プロトゼロ」

　俺は、雷に打たれたような衝撃を受ける。あの、優しかった旧型の人型ロボットが？

　でも、今までの話からしたら他の可能性は……

「旧型であるプロトゼロに、自身の意志があるのかは判らないけれどね」

　カムイは、調査されているえふさんを見つめる。

「私は、ずっと０システムの行方ゆくえを追っていたわ。プロトゼロは事故の時に爆発で消滅したとされているにも拘わらず、軍需複合体で０システムと思われる痕跡をいくつも見つけたわ」

　そう言って、カムイはガン、とメンテナンス槽を叩く。

「実際、何度も軍事用の戦闘ロボットに狙われたもの。目的は判らないけれど、プロトシリーズを武器として使いたいヤツがいるのは間違いない。どれほど上う手まく隠れてもすぐに見つかるから変だと思っていたわ。プロトゼロは、ずっと前から敵の手にあったのよ。そして久遠博士が恐れたとおりに……兵器として利用されていたのかもしれない」

　その目には、悲しみと怒りが宿る。

「そしてそいつらは、プロトⅢも手に入れてしまった。私とラブよりも高性能かもしれない最新型の０システムを……」

　間に合わなかった、と悔しそうなカムイの横顔。その時、大変な事に気付いたというように慎太郎が声をあげた。

「待て、待てよっ！　だとしたら……カムイ、大河原博士も、そいつらが!?」

「可能性は高いでしょうね。プロトⅢを一番上手く使えそうなのは、二体のプロトシリーズ、私たちを完成させた大河原博士でしょうから」

「そんな……」

　足もとから世界が崩れそうな気持ちがして、俺は紅茶のカップを取り落としてしまった。

　陶とう器きの砕くだける澄んだ音が起こる直前、カムイの放ったゼロがそのカップを受け止めた。

「どう？　あなたたちがラブを守っている間に、０ラブシステムは悪用され始めたわ」

「どうって……」

　光の膜に包まれて俺の手に戻った紅茶のカップを見つめる。

「私は、こんな事になる前にすべての０システムを破は棄きしたかった！　それが、遙さんのお母さんの願いだと信じてたのに……まさか、彼女が案じていた遙さんに邪魔されるなんてね」

「カムイ……」

　絶句する遙を庇かばうように、ラブが身を乗り出す。

「遙さん、遙さんは悪くないのです。カムイお姉さん、遙さんをいじめないでください。悪いのは、０システムを悪いことに使おうとしている人たち、大河原博士を攫さらった人たちです！」

「……」

　カムイは黙り込む。ロボロボ部の仲間達も、何を言っていいか判らないみたいだった。

「え、えっと、でもいいことだってあるよ！　それだったら、あのえふさんの中にいたナノマシンを使ってるヤツを見つければ、大河原くんのお父さんもプロトⅢちゃんも戻って来るってことじゃない？　初めて手がかりが見つかったって思えないかな？」

　いつもポジティブな明里さんが、笑顔で俺たちを見つめる。

「そ、そうだよ。カムイのナノマシンだって、波長を解かい析せきして所在確認に使ったり、干渉波を作れたんだ。このデータを警察に渡せば、すぐに見つけて貰えるよ」

　康夫も同調する。

「そうか……そういう考え方もあるよな」

　確かに、情報が全くないよりはいいかもしれない。だけど、カムイは首を振った。

「警察が当てになるとは思えないわ。何の証拠もないのよ。それに、ゼロが人工頭脳を操るような能力を持っていると判ったら、危険なロボットとして０システムを持つラブは拘こう束そくされるでしょうね。私は逃げるけど」

「でも……それでマスターのお父様が見つかるなら、ラブは警察に行くのです」

　ラブは、真剣な顔で俺の方を見る。

「ラブがいなければ、マスターたちが狙われることもなくなるかもしれないです。ラブだって警察に守ってもらえるのですから、悪いことばかりじゃありません」

「……分解されるかもしれないわよ。身体からだのない人工頭脳だけの状態で襲われたら簡単に攫われてしまうでしょう。ゼロは、どこにだって入り込めるのよ」

　そう言われて、ぞっとしてしまう。警察にこの危険を伝えるには、あまりにも不確定な話が多すぎる。むしろ、ラブたちが持つナノマシンを兵器と考えたら、民間人が持っていること自体が何かの法律に引っかかっている可能性だってあるんだ。

「オレ、道を歩くだけで職しよく質しつされる体質だから、あんまり警察にいい思い出ないんだよな～。ロボ子のお兄ちゃんとしては、あまり賛成できない。取り調べとかいってロボ子を裸にするかもしれないぞ？」

　慎太郎が頰ほお杖づえをついて反対を表明する。まあロボットの調査をするのに服を脱がせないってことはないと思うけどな。そういう意味では慎太郎だってラブの裸見たことあるだろ。今のえふさんみたいなものだ。俺たちの見守る中、母さんたちの作業は続いていた。

「干渉波、照射」

　勇希姉が、心配そうにえふさんを見つめる。

「……チェック。ナノマシンの動作を確認。失敗ね。別の波長を試してちょうだい」

「了解です」

　二人はＰＣとメンテナンス槽を行き来しながら忙しく立ち働いている。

「あ、僕、データの整理手伝います。プログラムの調整ならまかせてください」

「助かる。では、えふさんの記憶領域と動作領域から以下の項目について――」

　コンピュータに強い康夫が手伝いを申し出る。俺にも手伝いたい気持ちはあるけど、残念ながら何をしているかすら判らないのが悔しかった。

「くそ……」

　無駄にしてきた時間が悔しい。歯がみした俺の手を、遙と、同時に明里さんが握ってくれた。

「マジくん、ごめんね。あたしが……我慢させちゃってたからだよね。ハルカちゃん３原則のせいで……マジくんは、ロボットを避けてきたんだもん」

　囁ささやくような声。自分だって、両親とラブたちの関係で衝撃を受けてるはずなのに、俺の事を気遣ってくれる幼なじみの優しさに、涙が出そうになる。次いで明里さんも口を開いた。

「大河原くんは、あたしにキャシーっていう足をプレゼントしてくれた。それだって凄すごいことなんだよ。みんな、自分に出来ることを頑張ってるだけなんだから。今は、美鈴さん達が頑張ってくれるのを待ちましょう」

　俺は、ふたりに頷く。ラブも、居たたまれないというようにカムイの方を向く。

「カムイお姉さん、わたしたちのゼロでナノマシンを捕まえたり出来ないですか？」

「……不可能ではないかもしれないけど、今、あのロボットから出て来たナノマシンを捉えている力場を解除しないと私たちのゼロも近づけないわ。もう敵もナノマシンが見つかったことに気付いてるでしょうから、すぐに逃げ去るか自壊プログラムで消滅するでしょうね」

　思案する顔で、カムイは答える。そうしていると、確かに二人はよく似ていた。

「折せつ角かくの手がかりだから、なんとか捉えたいところだけど」

「……努力してるわ。もう少し待って。カムイのナノマシンを解析したときだって、かなりの時間がかかったのよ。今回は前回の蓄積分は早いはずだけど……」

　母さんの額に汗が滲にじむ。俺は、立ち上がって母さんにハンカチを渡した。

「……ありがと、マジ」

　少し驚いた顔で、母さんは嬉しそうな笑顔を見せてくれた。俺は、恥ずかしくなって顔を背ける。父さんと母さんが毎日のように喧けん嘩かを続け、遂に別居に至って以降、もともと疎遠だった俺と母さんは殆ほとんど没ぼつ交渉になっていた。俺が……避けていたからだ。

　全然構ってくれなかった両親の代わりみたいに、兄妹同然に育った遙と俺を引き離そうとする我わが儘ままな人だと思っていたんだ。ラブが来て……こんな事になるまでは。

　今は、少しだけ判る気がした。母さんも、色々なものを背負っていたのだ。

　そして、遙と……たぶん俺のことも大切に思ってくれていたことが。

「母さん……父さんの居場所の手がかり、見つかるかな」

　口を突いて出た言葉は、俺の胸にわだかまっている気持ちの塊かたまりなのかもしれない。父さんのことを、母さんがどう思っているのか。そんな、上手く形にならない気持ち。

「大丈夫、見つけるわ。ぶん殴なぐってやらないと気がすまないもの」

　母さんは笑顔のままそう言うと、真顔に戻る。

「そうだ勇希、干渉波と力場は研究所の周りにも出してあるわね。気をつけて移動したつもりだけど、ここだって見つかってるかもしれない。ナノマシンを取り返しに来られたらやっかいよ。まあ、警察に動いて貰うには、それもいいかもしれないけど」

「すべて対応済み。入り口もモニター中、施設全体をセキュリティしてあります」

　当然だ、というように勇希姉はこちらを見ることもなく手を動かす。

　頼もしい二人を見て、俺は再び椅い子すに戻る。準備が整うまで、後は待つしかなかった。




　待っている時間は、退屈なものだ。俺は、明里さんの万能車椅子〈アルフォンス〉に積みっぱなしになっている歩行器ロボット〈キャシー〉の修理をすることにした。

　校舎の最上階から飛び降りたことで、フレームに相当ガタが来ているはずだ。ゼロが作った翼のお蔭かげで、想定よりはダメージが少ないけど、まだチェック出来ていない。

「マジくん、ロボコンまでに直るかな」

　意外にも、そう聞いたのは遙だった。

「え？　ま、まあ……本戦は大おお晦日みそかだからまだ時間はあるから大丈夫だろ」

「良かった。マジくん、頑張ってたもんね」

「はは……みんなが手伝ってくれたからだけどな」

「んー、パイロットであるあたしの頑張りもあるからにゃ～♪　忘れちゃいやよ」

　明里さんがしなだれかかるようにして自己主張の激しいおっぱいを押しつけてくる。思わず鼻の下が伸びかけた瞬間、遙が俺と明里さんの間に身体をいれた。

「会長？　転びそうだったら私が支えますから」

「いやん、遙ちゃんってば。支えて貰うなら素敵な男の子の方がよくない？」

「会長～～。風紀委員として、そんなの絶対許しませんから！」

　自分はいつも「マジくんエネルギー補給～」とか言って抱きついてくる癖に。

　苦笑いしながら、俺はキャシーが格納された作業ボックスを開いた。

「にゃあ」

　そこには、意外なほど損傷が少ないキャシーと、ペットロボット、アラシがいた。

「アラシさん！　ずっとそこにいたんですか？　早く出て来たらよかったのに！」

　ラブが顔を輝かせる。そう言えば、ガレージでのドタバタでアラシのことをすっかり忘れていた。アラシにはラブたちのナノマシンが発する波長を追尾する機能がついているので、俺たちが出かけるのを見て慌てて作業ボックスに潜り込んだのかもしれない。

「にゃあ」

　アラシは、ユーモラスな仕草でラブの腕に飛び込む。緊張していたラブの表情が緩ゆるんだ。

「あはっ、これで仲間が全員揃そろったです」

「おいおい、それじゃ宮みや武たけとキミちゃんがアラシ以下みたいだろ？　ま、そりゃあ、オレとは格が違うけどさー。あー、やっぱロボ子はオレのこと大事に思ってたんだなー」

　慎太郎が明後日の感想を洩もらしているのを無視して、ラブはアラシを愛めでている。

　そんな様子にほっとしながら、俺はキャシーを取りだして確認を始めた。

「ああ……やっぱり、ちゃんと見ると傷だらけだなあ」

「あはっ、それは殆ど、カムイから逃げるときについた傷だと思うよ。すっごい剣で斬きりかかってきたんだよね」

「……今だって、いつ襲いかかるか判らないわよ」

　カムイは本気とも冗談とも付かないことをいう。でも、驚くほど誰も反応しなかった。

　その事実が不満だったのか、カムイは手の平に小さなナイフを生み出す。

「この研究所の干渉波帯は既に解析してるわ。さっきも見てたでしょ。私はここでもナノマシンが使えるのよ。いつでも、ラブを壊して脱出できるの」

「だとしても、そんなことしたらプロトゼロとプロトⅢの手がかりがなくなっちゃうだろ？　だからカムイは絶対そんなことしないって」

　俺は、キャシーを確認する作業を止めもしなかった。

「……イヤな人ね。大河原本気。マスターの記憶の中では泣き虫で優しい子だったのに」

　親戚のおばちゃんみたいなこと言わないで欲しい。

「そういえば、カムイに判るなら教えて欲しいんだけどさ、キャシーが落ちて来るとき、信じられないくらい大きな翼と、光の繭まゆみたいなのを作ってたよな。あれって、ラブの力なの？　あの時、遙が光っててびっくりしたんだけど……」

　屋上から高く飛び上がった遙たちを見たときの、心臓が潰れるような感覚を思い出す。落下の衝撃には耐えられるはずだったけど、まさか大きく飛び上がるとは思わなかったんだ。

　絶体絶命の瞬間、ラブだけじゃなく、遙がゼロを動かしているように見えた。

「……教える義理はないわ」

「ふふ、マスター、ラブ、わかるのです。あれは、遙さんの力です。そして、遙さんを守りたいっていう、ラブの中にいる遙さんのお母さんの力なのです。ゼロは、人の心に反応するナノマシンなんですから」

　アラシを抱いたまま、ラブが答えてくれた。当然のような顔で。

「心って……０ラブシステムがなくても、ナノマシンは使えるのか？」

「うーん、それはわからないですけど。たぶん、そうなんだと思います。あの時、遙さんと遙さんのお母さんの気持ちが、ぶわーっ、とラブの中に入ってきたのです。それがとってもとっても温かくて、ラブは、きっと大丈夫だって思ったのです！」

　にこにこしているラブにとっては当たり前のことのようだ。俺と遙は顔を見合わせる。

「遙、ゼロを使ったことって憶えてるの？」

「え、えっとね……わかんない。必死だったし……でも、なんだか温かいものが胸に流れ込んできたような気がする……無我夢中だったけど……あれ、お母さんの気持ち、だったのかな」

　自分の胸を押さえて、遙は呟つぶやいた。ラブもカムイも、その問いには答えてくれなかった。

「……よし、おそらく範囲を特定出来たと思う。再度、干渉を行う」

　キャシーを広げた俺たちの隣で、勇希姉がそう声をかける。

　俺たちの視線が、そちらを向いた瞬間。ラブの腕からアラシが飛び降りた。

　そのまま、部屋の端に走って行くと、壁をひっかき始める。

「アラシさん？」

　ラブが、困惑気味に声を上げた。

「アラシが、どうかしたのか」

「なんだか様子が急におかしくなったんです」

　俺が近寄ろうとすると、アラシは背を丸めてフーフーとうなり声をあげる。

「アラシ？」

　ぐるぐると無意味に動き回り、近づく者がいると威い嚇かくする。明らかに行動がおかしかった。

　部屋中の視線が、アラシに集中していた。これは、いったん停止させた方が良さそうだ。

「アラシ、最優先指示だ。強制停止」

　ところが、アラシは命令に従うどころか、いきなりラブに飛びかかった。

「きゃっ！　アラシさん、やめてください！」

「おい！　アラシ、どうしたんだ！　止まれ！　強制停止！」

　何度も音声入力を繰り返すがアラシは止まらない。研究室の中を飛び回り始める。

「いってーっ！　おい、マジ！　なんとかしろって！」

　慎太郎が悲鳴のように叫ぶ。

「さっきからずっとやってるよ！　だけど、命令を受け付けないんだ！」

　猫と同等の身体能力を持つロボットを捕まえるのは至し難なんの業わざだ。

「マジ、何をしてるの？」

　不審そうに、母さんと勇希姉が手を止める。

「ごめん、俺の作ったペットロボットが、なんか調子悪くて……」

　俺たちが手をこまねいている間もアラシは縦じゆう横おう無む尽じんに研究所を駆け回る。テーブルに駆け上がったかと思うと、天井に飛び上がってツメを振るう。剝き出しだった配線のいくつかがショートして火花が上がった。

「なっ、なんなの!?　大河原くん、アラシってこんなに強かった？」

　目を丸くする明里さんに、俺は首を振る。その間にもアラシは部屋を縦横に跳ね回ると、今度は遙に向かって飛びかかった。ロボット３原則に照らして、あり得ないはずの危険な速度だった。俺はとっさに遙の前に飛び出す。

「遙！　危ない！」

「え……っ」

「……遅いわね」

　落ち着いた声と共に光のネットがカムイの手から伸び、アラシの身体を空中で絡め取った。

　床に落ちたアラシは、何とか自由を得ようともがき続けている。

「ありがとうカムイ。すぐに停止させるよ。一体何が……」

　慌ててアラシを止めようとする俺を、カムイが制した。

「気をつけて。何が起こるか判らないわ」

「え……」

「このロボットはすでに乗っ取られている」

「ど、どういうことだ……？」

「あのロボットと同じよ。おそらく、体内にはナノマシンがあるわ」

　鋭利な美び貌ぼうを持つ黒髪の美少女ロボットは、何の感情もない声でそう言った。

「……すぐに調べるわ」

　母さんが、ＰＣの操作を始める。

「ナノマシンを使ったら、ロボットって簡単に乗っ取ることができるの……？」

　不安そうな声を出したのは、遙だった。倒れたアラシをラブと手を握りあうようにして見つめながら、俺の方を見る。俺には答える手段はなかった。

「情報が足りないし、信じられないけれど……そう考えた方がよさそうね。少なくとも、最近までそんなことはなかった。もし、どんなロボットでも操れるんだったら、私はとっくに捕まっていたはず。私のゼロでも、そんなことは出来ないわ。よほど時間をかければ、一台くらいは制御できるかもしれないけれど、一つの脳で二つの身体を動かすようなものだから……」

　考える表情で、カムイは呟いた。

「でも、これがプロトⅢの力だというなら……」

「それなら納得いくわね。プロトゼロだけでは、そんなに簡単に乗っ取ることはできなかったのかもしれないけれど、プロトⅢを得てナノマシンの性能が上がった可能性はある」

　母さんが、カムイの言葉を継いだ。手は凄すごい速さでキーボードを叩き続けている。

　俺と慎太郎は、ラブに手伝って貰もらって何とかアラシの背中にある主電源を落とした。

　いくら乗っ取られていたとしても動力源を断てば動くことはできないんだから。

「アラシさん……」

　テーブルの上に力なく横たわるアラシをラブは悲しそうに見つめていた。

　アラシもえふさんと同じようにハッキングされて操られた。

　じわりと嫌な汗がにじみ出る。アラシはずっと俺たちと一緒にこの研究室に閉じこもっていた。いったいいつ、どうやってハッキングなんかされたんだろう？　もしかして、ずっと前からだろうか。そうだとしたら……そんなことが出来るんだったら……

　停止してしまったアラシを見つめながら、そう考えていた時だった。

　俺は、ふとした違和感のようなものを覚えた。

　それをなんと表現すればいいかしばらく迷って、やっと出た答えが「見られている」だった。

「なあ康夫。最近のテレビとか空調とかって、人工知能が搭とう載さいされてるよな」

「そうだね。使ってる僕らもほとんど気づかないうちにサポートされてる」

「ってことは、広い意味だとテレビも空調も、家電は全部ロボットと考えていいわけだ」

「まあ、そうなるね。でも、それがどうかしたの？」

「なんか……すごい怖い事を考えちゃったんだけど」

「どんな？」

　気のせいなのかもしれない。だけど、研究所のカメラモニターの、作動中を示す赤いＬＥＤが灯っているのを見ると無性に嫌な予感がするのだ。

「これまでずっと……乗っ取られたロボットに見られてたんじゃないか？」

　全員が、凍り付いたように動きを止めた。

「……研究所は、ロボットの塊みたいなものだぞ。メンテナンス槽そうひとつ取っても、高性能の修理ロボットみたいなものだ。まさか……」

　勇希姉は、ぞっとしたようにメンテナンス槽から離れる。母さんは、少しだけ落ちついていた。励はげますように声を強める。

「……だとしても、この研究室はセキュリティでシールドされているわ。ナノマシンだって簡単には侵入できない。企業スパイ対策はしっかりされている。ナノマシン並みに小さいスパイカメラなんて珍しくもないんだから、そんなに簡単じゃ……」

「でも、でもです……美鈴様。アラシが……ここに来ちゃってます」

　ラブが、半泣きの表情でそう言った。死んだように横たわるアラシを、俺たちは真っ青な顔で見つめた。カムイは、冷静に宣告する。

「確かに、この研究所も汚染された可能性はあるわね」

　少なくとも、見つかった可能性は高いと思った方がいい。ここに到着するまで、アラシは一緒にいたんだから。

「……移動しましょう。ナノマシンだけなら力場で防げるんだから、今のうちかもしれない。軍用ロボットが来たらどうにもならない。警察か……とにかく安全な場所を探さないと」

　母さんの言葉に、またもぎゅうぎゅう詰めの車に乗り込む。

　解析途中のえふさんとアラシも連れて行くことにした。ナノマシンに対する対処を見つけなければ、結局のところどうにもならないのだ。

「行くわよ。ここを早く離れた方がいいわ。少し飛ばすからみんな気をつけてね」

　そう言うと、母さんは車のエンジンをスタートさせようとした。

「ど、どうなってるの……」

「大河原美鈴、なにをやってるの。はやく出発して」

「そんなこと言ったって、エンジンがかからないのよっ」

　母さんは悲鳴のように怒鳴る。その直後、今度はすべてのドアに勝手にロックがかかる。

「おいおいおいおい、なんか勝手に動いてるぞこいつ!?」

　慎太郎の言う通り、勝手にロックがかかったばかりではなく車はゆっくりと発進しようとしていた。まるで俺たちをどこかに連れ去ろうとしているかのように。

「みんな今すぐ降りるんだ！」

「降りろって言われても、ドアが開かないよ大河原くん！」

「私がやるわ」

　言うが早いかカムイは光の剣でドアを根元から切断してしまう。

　本体から外れたドアが耳障りな音を立ててコンクリートの上に落ちる。

「みんな、スピードが上がらないうちに飛び降りなさい！」

　遙、ラブと女子から順番に飛び降りる。問題は明里部長だ。

「部長は俺が抱える。慎太郎と康夫は車くるま椅い子すを頼む。カムイは運転席のドアも壊してくれ！　母さんが出られるようにっ」

「なんかマジだけ美味しいとこ持っていってね!?」

「慎太郎、そんなこと言ってる場合じゃないよっ」

　まだ上う手まく操れてないのか、ふらふらと蛇だ行こうしながらも車は徐々にだが加速をしていた。

　急がないと。これ以上スピードが上がったら俺はともかく明里部長が危険だ。

「明里さん、しっかりつかまっててください」

「うん。でも、できたらお姫様抱っこがよかったな」

「無茶言わないでください。いきますよ！」

　車から飛び出し地面に着地する。二人分の体重に足が小さな悲鳴をあげたようだった。

　足の裏がびりびりと痺しびれていたが、なんとか転ばず脱出できたことにホッと胸をなで下ろす。

「迂う闊かつだったわ。車だってロボットカーですものね……意識したこともなかったわ」

　カムイに助けだされた母さんは呼吸を整えながら言った。

「これって……一体、どこまでナノマシンに汚染されてるのでしょぅ？」

　ラブの問いに答えられる人は誰もいない。明里さんは、康夫たちが運び出した万能車椅子を不安そうに見つめる。

「アルフォンスちゃんは……大丈夫？　キャシーは？」

　誰も、その問いに確信を持って答えることは出来ない。結局、先輩の車椅子は電源を切ったまま俺たちが押していくことになった。

「とにかく……ここは危ないと思う。マジくん、行こう！」

　いち早く立ち直った遙に、俺たちは頷うなずく。

「……心当たりがあるわ。ついてきなさい」

　カムイはそう言うと先導するように走り始める。選択の余地はない。

　俺たちは、カムイを追って走り出したのだった。




　気付くのが遅かったようだ。俺たちの行動は、見張られ続けていたらしい。

　駅に着くと清掃ロボットが待ち構えていた。

　駅を出て道路に近づくと今度は自動運転のロボットタクシーが俺たちを追ってきた。

　街中に入れば銀行の受付で笑顔を振りまいていた美人な人型ロボットがまるで悪霊に乗り移られたかのような動きで飛び出してくるし、高層ビルの窓ガラスを磨いていたロボットが上空から洗浄液を雨のように降らせて妨害してくる。

　そうやって次から次へとロボットが俺たちの行く手を阻はばむのだ。向こうも大事になるのを避けたいのか、周囲の視線が集まるとすぐに平常に戻っていく。それに助けられて、実際の被害は慎太郎が洗浄液ですべって転んでお尻を強打したくらいだ。

　ある路地を回ったところから、突然、周囲からロボットの気配が消えた。

「……びっくりです。この辺には……まったくロボットがいないです」

　ラブが、不思議そうに首をかしげる。カムイがにこりともせずに言う。

「黙って。それからラブは、私の真ま似ねをしてゼロで自分の周りを覆おおいなさい。ナノマシンを連れてきたら本ほん末まつ転てん倒とうになってしまうわ。人間たちの身体からだをスキャンするのも忘れずに」

「は、はい！　ラブ、頑張ります！」

　ラブとカムイの作った繭まゆのような光に包まれて俺たちは走る。外からは、俺たちを感知できなくなっているのだろう。辿たどり着いたのは、街から外れた場所にある工場跡地だった。

　ずいぶん前に放ほう棄きされたらしく、立ち入り禁止の看板は雨風でかなりボロボロだった。

　ところが、中に入ってみると古い機械と最新型のメンテナンス槽が並ぶ奇妙な光景が広がっていた。どこかカムイが学校に密かに作っていた研究室に似ていた。

「私はずっと狙われていたから、いくつかこういう場所を用意してあるの。ネットワークに繫つながるロボットに接触しないですむように、歩いて移動することも避けていたわ。短い時間なら、見つからずにいられると思う」

　黒髪の美少女は、自分の大切な隠れ家を提供してくれたのだ。

「ありがとう、カムイ」

「お礼なんていらない。これ以上、敵に０ラブシステムを奪われる訳にはいかないもの。今更ラブを壊しても、こちらの戦力を割くようなものだわ。不本意だけどね」

　本当にイヤそうな言い方だけど、慎太郎はにこにこ聞いていた。

「さすがご主人様！　結局、オレ達を助けてくれるってことだよな！」

「うるさいわね。あとご主人様なんて言わないで。そんなことより奥に古い車がある。人工頭脳も積んでないし奴らに乗っ取られる心配はない。動くようにすればここから脱出できるわ」

「車は私が見よう。高たか倉くらくん、手伝ってもらえるか」

「はいっ。勇希先輩！」

　二人は連れだって工場の奥へ行く。こんな時でも指名されて嬉しそうな康夫に苦笑する。

　まだ笑える自分にもホッとした。歩き続けて疲れただろう遙と明里さんをまず休ませないと。

「脱出……ってことは、ここもそう長くは隠れてられないってことか」

「ええ、その通りよ。あなた達がここまで移動する姿は複数のロボットが目撃している。いずれは突き止められると思う」

　あれだけ大量のロボットをどうすれば乗っ取って操れるのかが判らない。

「車はバッテリーを交換すればひとまず動きそうだ。問題は燃料だ。今どき軽油なんて代しろ物ものが手に入るだろうか」

　勇希姉は車を見てきたらしい。手短に状況を伝えてきた。

「軽油なら工場にまだ残っていたと思うわ」

「そう……子ども達が避難できるだけでもありがたいわ。どこかに隠れたらいいかしらね。なんとか、この事態を警察に理解して貰って犯人を突き止めないと……プロトⅢとバカ亭主、どちらも犯人が握ってるに違いないわ。プロトゼロも、おそらく……」

　母さんは、深刻な顔で言った。

「母さん……」

　俺も手伝う、そう言おうとした瞬間、母さんは意を決したように顔をあげた。

「ごめんなさい。永なが野のさん、みなさん。こんなところまで連れてきておいて今さら無責任だと判っているけど、少なくとも奴らの狙いは０ラブシステムと私たち家族。あなたたちだけなら監視はされてもそれだけだと思う。私たちと行動を共にすればするほど危険は高まるわ。今なら戻れると思う……」

　母さんの言う通りだ。これ以上、部長たちを巻き込みたくない。いや、巻き込むわけにはいかない。だけど、みんなはほんのわずかな時間相談しただけで、結論を出した。

「もちろん、あたしたちも一緒に行きます。……ううん、一緒にいさせてください。ここまで来て帰れだなんてそんなの水臭いですよ」

「永野くん、いいのか？　言わばこれは私たち家族のトラブルだ。君たちが責任を負う必要はないんだぞ？」

「そう言えば勇希先輩は知りませんでしたね。あたしたち実は『新ロボロボ部』として生まれ変わったんです。そして我ら新ロボロボ部のモットーは『ひとりはみんなのために、みんなはひとりのために』なんです。だから、このまま黙って見過ごすわけにはいかんのですたい！」

　明里部長が鼻息も荒く言うのに、笑ってうなずく康夫。

「そうですよ。僕もここまで関わったら何も聞かず帰るなんてできませんから」

「お、オレも一緒に行くぞ！　だって、ごしゅ……じゃなくて友情のために！」

「みんな……」

　俺と遙は感動で泣きそうだ。でも、明里さんは茶目っ気たっぷりに微ほほ笑えんだ。

「それに、本気くんのお父さんを攫うような連中なんでしょ？　あたしたちを人質にするくらい朝飯前だと思うんだよね。それなら、ナノマシンに対抗できるラブちゃんとカムイの近くに居た方が安全だって思うんだよね！　ね、そうじゃない？」

　ばちっ、とウインクしてくれる。そんな理由じゃないのは、痛いほど判ってしまう。

　確かに正直なところ、すでにみんなを充分すぎるほど巻き込んでしまったと思っている。

　そんな申し訳なさと同時に、みんなが一緒に来てくれると言ってくれたことが嬉しかった。

「そうか、ロボロボ部はもう私がいたころのロボロボ部ではないか……頼もしいな。母さん、彼らにも力を貸してもらおう、信頼できる本気の仲間達だ」

「ええ、そうね……本当に、マジはいいお友だちを持ったわ……ありがとう」

「いやぁ、それほどでもありますが」

「慎太郎、ここは控えめに言うところだよ」

「ていうか、どーせこれから冬休みだしついでにロボコンに向けた強化合宿ってことにすればいいんじゃないかにゃ？　あ、でも、ロボコンには出てもいいんですか？」

　明里さんの言葉に、俺も心配になる。

「もちろんよ、あなたたちの努力を無にしたり出来ないわ。考えていることもあるし……もちろんロボコンまでになんとかできたら一番いいけど」

　母さんは考えるように言ってから、笑顔で俺たちを見回した。

「優勝目指してるんでしょう？　キャシーはいいロボットだと思うわ」

　高名なロボット工学者に褒ほめられて、みんなが嬉しそうに笑顔になる。

「バッチリ、狙ってます！」

　巻き込んだことに少なからず責任を感じつつも、俺はみんなが一緒に来てくれることに不思議な心強さを感じていた。勇希姉が言う通り頼もしい仲間達だ。

「そうと決まったら、すぐにでもどこか落ち着ける場所を確保しないといけないわね。後のことはそれから考えましょう」

「ロボットが配備されていたり、ネットワークの圏けん内ないではまたすぐに見つかるわ」

　カムイの言う通り、それが最大のネックだ。

「ネットもロボットもない場所か……」

「どっかの無人島とか？」

「どうやって行くんだよ、そんなとこ」

　慎太郎の軽口に康夫が呆あきれた顔をする。

「でも、冗談じゃなくロボットもネットもない場所なんて無人島くらいしか思いつかないよ」

　確かに、今やあらゆるモノ、あらゆる場所にロボットが存在する。

　ここまでの道中で、そのことを嫌と言うほど実感した。

「そうね、日本を出ればアテがないこともないのだけど。あとは、どこかの研究所の隔離施設を借りるしか……」

　海外はさすがに遠すぎるな。隔離施設も生活するには大変そうだ。

　なかなか思いつかず車内に沈黙が広がったその時。

「あたしバッチリちょうどいい場所に心当たりあるけど？」

　満面の笑みで明里部長はみんなに告げたのだった。




「理事長、お願いしますよ。あと少し詰めたいんですよね。ええもちろん優勝狙ってますよ♪　これで我が校の名は燦さん然ぜんと輝きますねぇ、うふふふ♪」

　明里部長は、その美び貌ぼうと巨乳を見せつけるようにモニターに向かって愛らしくポーズを取る。

「やりすぎなんじゃ……会長ったら」

　遙が憮ぶ然ぜんとした表情で、理事長と交信する明里さんを見ながら囁ささやいた。

「すごいです、明里さん。これがイロジカケと言うやつですねっ、尊敬です！」

「ラブったら！」

「遙、声、小さく」

　ラブが囁いた台詞せりふに遙が眉をつり上げる。でもラブに変な言葉を教えたのは誰だよ。

「それよりも時間だ。努力しているが、そろそろ通信を秘ひ匿とくできなくなる」

　勇希姉が小声で注意する。俺が時間、と仕草で知らせると明里さんはウインクする。

「そうですか！　ありがとうございます。ええ、小こ松まつ崎ざき公きみ恵え先生の了解は取ってますから！」

　了解と言うより単なる宣言だったけどね。キミちゃん先生は唐突に言われて、目を白黒させてた。明里さんはにっこりと笑顔を見せてから、いきなりシャットダウンした。

「オッケーよ、移動！」

　俺たちは一斉にその場から逃げ出した。すでにラブや康夫たちはカムイと使えそうな荷物を車に運びこんでいる。続けて、急に合宿することになったからと各自が自宅に連絡を入れた。

　俺たちはただの高校生で、このまま行方ゆくえ不明になったら大変な騒ぎになるからだ。

　母さんも、どこかに電話をかけ始める。慌ただしく物事が動き始めていた。

「うん、急でごめーん！　ロボコンまでもうちょっとだから……うん小松崎先生と一緒。で、合宿所は携帯使えないから……連絡なくても気にしないでね？」

「えっ、いつまでってだからロボコンまで！　聞いてんの母ちゃん」

「迷惑かけないようにって、もう子供じゃないんだから、ああ、はいはい、じゃあね」

　連絡が終わると、携帯を破壊して車の外に放ほう棄きする。これは連絡するためだけに買ったものだから。安い物でもないけど、気にするなと勇希姉が言う。

「さて、では向かうか。誰も居場所を確定するようなことは言ってないな、素晴らしい」

　そう。すごいのは明里部長で、理事長に合宿の許可を取りながら、どこで合宿するかを言わなかった。学校の施設を使うかもしれないから許可してと乱暴この上ない発言だったのに。

　ま、とにかく、俺たちの行動は公式に認められたわけだ。

「なんとかなったみたいね。良かったわ」

　警察に連絡し、状況のあらましを説明していた母さんは、浮かない顔で頷うなずく。

「母さんの方はどうだったの？」

「とりあえず、ラブたちのことは伏せた上で、ナノマシンのデータを送って解析して貰もらうことにしたわ。ただ……私たちがロボットに襲われた証拠はないし、警察も半信半疑というところね。捜査はしてくれると思うけど、０ラブシステムについて理解してくれてるとは思えない」

　母さんは無理矢理笑顔を作った。

「仕方ないわ。今出来ることはないのだし、警察を信じて様子を見るしかないわね。しばらく電話も通じないから連絡はメールにして貰うようにしたわ。時々は、連絡を取るために街に戻る必要はあるかもね。会社もずっと放ってはおけないし……」

　母さんは独り言のように呟つぶやきながら、再びエンジンを吹かす。

「とにかく、あなた達の安全が最優先。今は身を隠しながらロボコンに集中したらいいわ」

　母さんはきっぱりとそういうと、目的地に向けて出発したのだった。




　明里部長の言う「バッチリいい感じの場所」とは、夏休みに利用した山の合宿所だった。

　確かに、えふさんとラブの研究のために使用した場所でネットワークに繫つながらない。携帯のアンテナも立たない立派なド田舎いなかで、今はそれがありがたい。

　土砂崩れで通れなくなった道にかわって登山鉄道の他に新たに車も通れるルートが作られ、以前よりも辿たどり着くのは容た易やすかった。でも、それは下の研修施設までの話だ。10分程度山奥に進むと、そこは文明と乖かい離りした場所……というほど簡単ではなかった。

　土砂崩れのせいで、元々不便だったロッジは電気も途絶えてさらに不便だったけれど、俺たちは念のために、人工知能付きの便利な機械を取り外していく。

　ネットワークに繫がらないとはいえ、衛星携帯なら使えてしまうからの措そ置ちだった。

「ううう、さようなら、文明！」

「やー、予想はしてたけどなかなか厳しい感じだにゃぁ」

「電気がないって、それじゃどうやってネットするんだ!?　自慢じゃないが、オレは毎晩のネット巡回を終えてからじゃないと眠れねぇんだ！」

「いや、慎太郎、判ってる？　そもそも僕たちネット環境から離れるためにここに来たんだよ」

「電気やガスくらいどうにでもなるわ。薪まきを燃やせる暖炉もあるし、問題は水ね」

　二階で運び込んだ機材を設置していた母さんと勇希姉が戻ってきた。機材は俺たちが運び上げた。機材を運んでいて気づいたのだが、一般では手に入らないミリ波通信用のモジュールなんかもあって、かなり大がかりなことをしようとしているのだけは理解できた。

「どうかしら、しばらくは暮らせそう？」

「暖炉が使えそうなので寒さ対策はなんとかなりそうです。薪も裏の小屋にいくらかありました。発電機は最低限の照明以外は作業用に回して……問題は水ですよね」

　遙がテキパキと状況を説明していった。さすが生徒会を実質的にやりくりしていると言われているだけあって、こういう段取りはお手の物らしい。と言うか頼もしいな遙。

「じゃあ、飲み水の確保は、直接川から水を汲くむしかないかな」

「そうね。それが手っ取り早いわ。まずはそれで行きましょう。ありがたいことに、大きい貯水タンクがあるから、それをいっぱいにしてしまえば、しばらくは大丈夫」

「ここが豪雪地帯じゃなくて良かったね。天気予報もしばらくは晴れだって」

　いつの間に調べたのか、康夫が言う。

「それはありがたいわ。じゃあ、手分けして薪拾いと水汲みしましょう」

「え、薪なら小屋にあったのに!?」

「暖炉で暖房と食事の支し度たくすべてをまかなうの。多分いくらあっても十分と言えないわよ。でも暖炉の煙突が二階を通り抜けするタイプで良かったわ」

「え、なんでまた、それがいいんだ？」

「煙突を通る煙と熱が、ロッジ全体を温めてくれるのよ」

　妙に物知りな遙だった。

「ほら、ぐすぐすしない！　日が暮れる前に水と薪をなんとかするわよ！」

　仁に王おう立だちになった遙が俺たちにキビキビと指図する。

「なんだか逞たくましいわ、遙さん。大人になったのねぇ！　湊みなとに見せたい……」

　母さんがそういってラブとカムイを見た。それは、なんだか不思議な光景だった。

　こうして、俺たちは、ネットワークどころか電気もまともにない中で、ロボコン本戦に向かって新たなスタートを切ったのだった。
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第二章　合宿、再び









　こうして、俺たちはなんとかロボットと関わらない生活の場所を確保した。

　学校側が納得してくれたし、早めの冬休みとしてロボロボ部の合宿が始まった訳だ。

　大おお晦日みそかに開催されるロボコン本戦、高校生の部まであと二週間もない。

　この間に、キャシーの性能を高めておく必要がある……のだが。

　山小屋生活の始まりは、まずは基本的な生活を維持するための努力となった。

　思えば、遙はるかがロボット嫌いだったから、俺の自宅には家事ロボットはいなかった。だけどそれはレアケースだし、間接的には多くの恩恵にあずかっていたのだと思う。

　水を汲んで合宿所まで運ぶだけでも一苦労だ。水道だって、電気や機械と無縁ではいられないのだ。昔の人は大変だったんだなぁとしみじみ思う。

　勇ゆ希き姉ねえが川までついて来てくれて、その場で水質検査して飲用可能と言われたのはありがたかった。水汲み班が貯水タンクに水を入れ終わった頃に、薪まき探し班も裏山から戻ってきた。それぞれが薪になりそうな枯れ枝を抱えてるが、圧巻は明あか里り部長だった。

「薪になりそうな枯れ木引っ張って来たからねー、切って切ってー♪」

　車くるま椅い子すのウィンチでデカい枯れ木を引っ張りながら登場してにこやかに笑う。万能な車椅子はことここに至っては、俺たちの最後の文明と言えるかもしれない。コンピュータを外して完全にマニュアル仕様になった車椅子を、明里さんは器用に操作している。生まれた時から慣れ親しんだ自分の足も同様の存在なんだから、当たり前なのかもな。

　しかしこんな大きな木を運んでこられても、正直どうすればいいんだか。

「でもこれ、どうやって切んの？」

　困惑しているのはみんな同じみたいだ。代表するように慎しん太た郎ろうが尋ねる。

「ノコギリ、物置にあったじゃん！　鉈なたもバッチリあったよん」

「使ったことねぇですよ？　ネット命の現代っ子を嘗なめてませんか、部長？」

　うーん、俺も中学の授業で使ったことがあるくらいで、ほとんど経験ないな。人間が力仕事から解放されたロボット文明にどっぷり浸って生きて来たことを実感してしまう。

「ネットで培つちかった知識が今生かされるのだ！　行け、川かわ森もり慎太郎！　己の実力を見せてみろ！」

「よっしゃああああっ！　やるぜ、見ててくれよ、ご主人様！」

　明里さんに乗せられた慎太郎が、意気盛んにノコギリを手に枯れ木に向かった。

　びにょん、と音を立ててノコギリが宙を舞う。

「うっわ、あっぶねーっ！　何コレ、このノコギリ生き物なの？　びみょんって曲がって飛んだけど、どういうこと!?」

　俺は笑うべきか頭を抱えるべきか、悩んでしまうぞ、慎太郎。

「力を変な風に入れすぎなんだって。ノコギリって柔らかく作ってあるんだよ」

　だからぐにゃっと曲がって、その反動で弾けたりするんだ。ま、俺もやりそうだけどな。

「どきなさい」

　無表情に見ていた薪探し班のカムイが前に出る。そして〈ゼロ〉で作った光の剣でストッ、ストッ、ストッっと枯れ木を薪サイズに輪切りしていった。

「おおーっ！」

　見ていた俺たちから歓声が上がる。

「この先は自分たちでやりなさいよ。手伝うのは今回だけだから」

　言いながら立ち去るカムイ。慣れない俺たちの手助けしてくれるなんて……ちょっと嬉しくなってしまう。カムイにはカムイの考えがあるんだと思うけど、少しは俺たちに心を開いてくれているのかもしれない。彼女だって０ラブシステムを搭とう載さいしている。人の心があるんだから。

　カムイを０システムをすべて壊すという使命感から解放してあげることができれば、ラブといい姉妹になれるのかもな。俺はそんなことを思いながら薪割りを続行する。

　今は、警察がプロトゼロの居場所を見つけてくれるのを祈るしかない。俺たちに出来るのは、少しでも力を蓄たくわえることだと思う。自分だけの力じゃ何も出来ないのは、十分判った。

　ロボコンに打ち込むことで腕を磨けば、母さんや勇希姉のように多くのことが出来るようになるはずだ。俺は未来の自分を信じて、今は目の前の事に没頭するのだった。




　本もと気きたちの汲んできた水をタンクに移す作業を済ませて、ラブと遙は大きく息をついた。

　ラブは思った以上に力持ちで、遙は手伝っただけなのに汗だくだ。さっきまで凍えそうだった真冬の山の空気が心地よく感じられた。ここが雪山でなくて良かった、そんなことを思ってくすりと笑う。そして、自分が笑えていることが嬉しくなる。

　遙は、ラブと一緒に暖炉のあるリビングに戻ると、分厚いダウンを脱いで汗を拭き、早速次の仕事を考え始めた。

「昼ご飯はレトルトですましちゃったけど、さすがになんとかしないとね。晩ご飯は何にしよう？　はあ、夏なら外でバーベキューすればいいのに、この寒さじゃ無理だよね」

　水と薪は確保できたといえ、ガスも電気も使えないのではキッチンで料理は出来ない。暖炉と物置で見つけた旧式の灯油ストーブでなんとかするしかないのだ。

「暖炉に手て鉤かぎがついてるのは有り難いわ。煮込み料理ができるものね。鍋一つで作れる料理っていうともうカレーしかないかな。マジくんの好物だし……ご飯は飯ごうで炊けるから、これも暖炉で……ううん、暖炉で飯ごう、ストーブでカレーかしら」

　本気が見たら、おそらくびっくりするようなキビキビした動きで必要なものを物色していく。人の目を気にした優等生モードでも、ハルカちゃん３原則に守られた甘えん坊の遙でもない。

　ツインテールの美少女は、日に日に見違えるほど綺き麗れいに、大人っぽくなっていた。

「マジくんたちはロボコンを頑張らないといけないんだから」

　食事の用意や身の回りのことは、自分が中心でやらなければ。遙はそう思っている。

　――前回、この合宿所に来た時とはずいぶん違うな……

　夏休みにここに来たときは、まだラブに本気を取られたような気がして寂しかったし、一方でラブがいなくなるかもしれない不安も抱えていた。今の方がずっと状況は緊迫しているのに、遙はむしろ自分が落ち着いているように感じられる。

「えっと……台所の床下に物置があったよね……あ」

　遙は、リビングを出ようとして、さっきからラブが黙ったままなのに気づいた。

　どこも見ていない顔をして、リビングの入り口に立ち尽くしている。たぶん、遙が何も指示をしなかったからだと思う。いつもなら、自分から「ラブ、手伝います！」なんていって子犬みたいについてくるのに。人の心を持つ超高性能ロボットは人間と同じように悩むことを、遙は知っていた。ラブが美み鈴すずから遙の母の記憶を引き継いでいること、自分たち０ラブシステムが両親の死の原因だったこと、そして彼女たちが狙われているから、ここに逃げなければならなかったこと、遙はそれらすべてに責任を感じているのだろう。

　――ラブは……優しい子だもんね。

　遙自身もラブたちが母の記憶を、心を受け継いでいると聞いて驚いた。だけど、まだ現実感があまりなくてぼんやりしている。以前、ラブが記憶喪失になったことがあったけれど、やっぱり彼女は優しいラブのままだった。なら、記憶と心の差ってなんなんだろう。彼女には、まだ答えは出せなかった。それに、遙はラブを守りたいと思っている。それは母さんが残したロボットだからじゃない。それを知る前から思っていたことだから。遙はただの人間で、カムイやラブのような特別な力なんかないけれど、それでも遙が守れるものはあると思いたい。

「ラブ、カレー作ろう？　ラブも得意だもんね」

　肩に手を置いて、笑顔でラブの顔をのぞき込む。不安げに陰った瞳に、自分の顔が映り込む。

　その自分の笑顔に安心しながら、遙はラブに話しかける。大切な家族を励はげますために。

「は、はい？　遙さん？」

「なにしろ人数が多いでしょ。ラブが手伝ってくれないと、あたし大変なんだけど？」

「あっ、は、はいです。あ、あの……ごめんなさいです」

　自分がぼうっとしていたことに気付いたのかラブはわたわたと手を振り、続いてしゅんと肩を落とした。遙は、ラブに優しく語りかけた。

「手伝ってくれるでしょ？　まず、持ってきた荷物から、じゃがいもとニンジンとタマネギ取って来てくれる？　重いから、ラブが持って来てくれると助かるな」

　落ち込んでいた顔が、ぱあっと輝いた。

「……はい、取ってくるです。遙さんのお手伝いするですっ！　ラブ、了解しました！」

　ラブは立ち上がって外に駆けだして行く。

「ラブー、全部持ってこなくていいからね、…って聞こえてる？」

　段ボールで買った野菜を箱ごと持って来そうだと思って遙はまたくすりと笑い、自分が笑えたことに満足する。遙が笑っていなければ、傷つく人がいるのだから。

「しっかりしなくちゃ！　笑顔で頑張るのがあたしの役目！」

　ラブのためにも、本気のためにも、笑顔でいよう。遙は、そう誓っているのだ。




　カムイは山小屋を出て、走るスピードを上げた。車道を避けて木々を渡り、山を駆け巡る。

　管理棟、駅、数キロ単位で点在している山小屋。カムイは高速でそれらを確認していく。

「……生体反応なし。電力供給なし。熱源なし。警戒用ゼロ配置」

　一つずつの建物を確認し、侵入者が来たら判るようにトラップを張っていく。

　近隣の建物は幸いにして完全に無人だった。山を下りながら登山道や線路にも同様のシステムをナノマシンで構築する。カムイが軽く手を振る度たびに、光の粒が大地に撒まかれていく。

「これでいいわ。今のところ追跡されてはいないようね」

　少しだけホッとする自分の感情が苛いら立だたしい。

「まったく……私一人なら、ほんの僅わずかな範囲をシールドすればいいだけなのに」

　ネットのない山に籠こもったからといって安心するわけにはいかないと、人間たちは判っているのだろうか。どれほど警戒しても追跡されないとは限らないのだ。誰もいないはずの山で煙が立ち上っているのに衛星写真で気付かれる可能性だってある。

　ずっと一人で戦ってきたカムイにとって、それは当たり前のことだった。

　目的を達するために、多くのものを犠牲にするのは仕方がない。カムイはそう理解していた。

　なのに……調子が狂ってしまう。どうしてカムイはこんなところにいるんだろう。

「まったく、なんであんなに楽しそうなのかしらね、理解できないわ」

　カムイは苛立たしげに呟く。一瞬だけ、このままゼロで作った羽で飛び去ってしまうか迷う。

　振り返ると、本気たちがいる山小屋から暖炉の煙が上っていた。あそこには、自分に殺されそうになったも拘かかわらず、一緒に行こうと言ってくれた人たちがいる。

「何を考えているのかしら……バカじゃないの、あの子たち」

　結局、その足はくるりと反対を向きロッジに戻る方向へと走り出していた。

　ゼロで消しよう煙えん装置を作ろう。外から感知されにくいように、小屋全体の断熱を強化した方がいいかもしれない。ついでに煙の余熱を利用して追加の暖房を構築すれば、人間達も過ごしやすくなるに違いない。十二月の冬山は暖炉とストーブだけでは寒すぎるはずだ。

「もう少し……もう少しだけ、ね」

　プロトⅢが敵の手にある今、ひとりで戦うよりもラブと共闘した方が成功率が高い。ラブを停止させるのは、プロトゼロ、プロトⅢを停止させたあとでいい。だから、今は仲良くしておいた方が得策なのだ。学校に潜り込んだときと同じ。これは、仕方のないことなのよ。

　自分を納得させるように、カムイは何度もそう呟いたのだった。




　勇希が部屋に入ると、美鈴は難しい顔でノートパソコンの画面を睨にらんでいた。

「母さん、なにか手伝うことはありますか」

　声をかけると、眉み間けんのしわを緩ゆるめて顔をあげた。

「……とりあえず、今は大丈夫よ。データを洗い直しているだけだから」

　勇希はなんだかガッカリしたようだと、表情に変化のない娘を見ながら、美鈴は思った。

「私に出来ることを何でも言って下さい。それから、この周辺にセキュリティを構築した方がいいと思うのですが」

「勇希も考えていたのね」

　ここに来たからといって危険が去ったわけではないことを、賢い娘は気付いている。

「電力がないので難しいですが、バッテリーで稼か働どうするものだけでも……」

　自家発電装置は据え付けられているものの、灯油の買い出しには危険が伴ともなう。ロボコンに関わる作業だけで凄すさまじく電力を使う以上、それ以外は最低限ですませる必要があった。

　美鈴の使っているノートパソコンも、作業場で充電してきたものを使っている。各部屋のコンセントには配電すらしていないのだ。

「少し様子を見ましょう。警報装置を取り付ける方が目を引く可能性も高いわ」

　気負った感じがする勇希を宥なだめるように、美鈴は彼女を見つめた。

「あまり思い詰めないで。警察だって頑張ってくれてるはずよ」

「ですが、事件はいつ解決するか判らない状況でもあります。父さんだけでなく、本気や遙さんにまで何かあったら、私は……」

　もしかしたらえふさんが乗っ取られて弟たちを襲ったことを気に病んでいるのかもしれない。

　美鈴は、なるべく優しい笑顔を作る。

「勇希がそんな風に思ってくれるなんて嬉しいわ。子供たちだけにするのは不安だったけれど、あの子たちは思っていたより逞たくましいわ。私が付いてこなくても大丈夫だったかもね」

　何かを考える表情で、美鈴はため息をつく。何かを察したように、勇希が母を見た。

「母さん……私は母さんがここに、目の前にいてくれることに感謝しています。心配するのは、父さんだけで十分です」

「勇希……」

　プロトシリーズの開発に関わった天才科学者は、年齢相応のシワを寄せて笑った。言い出したらきかない母であることを知っている勇希は、何も言わせまいというように畳たたみかけた。

「ここにいて下さい。私たちの目の届くところに。母さんも狙われてるかもしれないんですよ。本気にまた気持ちが判っていないと叱しかられるつもりですか？」

　勇希の言葉に、美鈴は火事の後を思い出して胸に手を当てた。どれだけ心配したか判っているのかと息子に怒鳴られた記憶は胸に痛く刻まれている。

「それに、もし母さんが山を下りると言うなら、その時は私も同行します」

「勇希には、本気と遙さん、そしてお友達を守って欲しいのだけど……」

「ええ、私も守りたいです。母さんも協力してください」

　自分を見つめる勇希に美鈴は苦笑する。気付かぬうちに子供達はどんどん成長している。強く優しく。こんな非常時ではあるけれど、それが確信出来て母としては嬉しい。

「はいはい、データを調べ尽くす間くらいは大人しくしています。でも、あなたこそマジたちを手伝わなくていいの？」

「水や薪まきに関しては本気たちで手が足りるようです。母さんの言うようにタフで逞たくましい。彼らには驚かされてばかりです。ロボコンについては、むしろ私が手伝ったら反則です」

「ふふ、ホントにマジは、真面目ねぇ。だけど……中学までの、遙さんに頼り切っていた頃から比べたら雲うん泥でいの差ね。男の子が変化するときは一瞬なのね」

　いつも遙の世話をすると言って幼なじみのそばにいた反抗的な息子の顔を良く覚えている。たまにしか帰れないほど仕事が忙しい自分が悪いと思っていても、どう接していいか判らなくなっていた。二言目には遙、遙という本気に、少し不安を覚えていたのも事実だった。

「……マジも、本当に好きな人が出来たのかもね。男の子は、一気に成長するから」

「そういうものですか……」

　勇希は恋愛経験がない。告白されたことは何度もあるけれど、あまり興味が湧かなかった。

　恋は成長を促すのだろうか。自分もまだまだ知らないことや経験すべきことがたくさんあると、勇希はあらためて思った。考えてみれば、父と母は何を思って結婚したのだろうか。

　勇希の知る限り、喧けん嘩かばかりして別居に至った二人なのだ。なのに、行方ゆくえ不明になった父を美鈴が必死で探していることも判っている。恋愛の先にある結婚、そして家族。

　危険な状態にある今、父親と美鈴と自分、本気とそして遙が家族なのだと今までになく強く感じるのはどうしてだろう。本気に関わる仲間達も含めて、みんなを守りたいと思うのはなぜだろう。守るべき人が増えるほど、負担も自分に使える時間も減るはずなのに。

「母さん、質問があるのですが」

「なあに？」

　ペットボトルのお茶を飲みながら、また母は難しい顔でモニターを見つめている。

「子どもを持つとは、どんな気分ですか」

「うぐっ!?」

　美鈴は飲んでいたお茶を噴き出しそうになった。

「なぜ驚くのです」

「そ、それは……意外すぎる質問をされたら、普通驚くんじゃないかしら」

　珍しく目を白黒させる母に、勇希は茫ぼう洋ようとした表情で質問を続ける。

「私だって健康な女です。しかるべき行為をすれば子どもができるでしょう。その時の気持ちを知りたいと思ったらおかしいですか？」

　勇希はまっすぐに美鈴を見つめる。自分でもこの質問をなぜ言い出したのか判らないまま。

　まるで、先生と生徒みたいだ。美鈴はそう思って心の中でため息をつく。

　本気と同じだけ、美鈴は勇希を大切に思っている。だから、持てる技術と経験をすべて叩き込んできた。勇希も良く応えてくれ、彼女は自慢の娘に育ってくれた。ロボット工学者としては、だけど。それ以外の点ではちょっと不安なところが多い。

　――子育ては、ロボットを作るみたいにはいかないわね。どちらも難しいのは変わらないけど……やり直しがきかないだけ、子育ての方が大変。そして、私はいい母親になれなかった。

　内心の動どう揺ようを押し隠して、美鈴はせめて真しん摯しに答えることにする。

「そうね……母親の気持ちを言葉で説明するのは難しいわね。こればかりは、なってみないと判らないものかもしれない。言語化すると、本当の意味が変わってしまう気がするわ」

「そうですか……」

　勇希は少しだけ落らく胆たんの気配を見せる。美鈴は、思わず微ほほ笑えんだ。

「でもね、想像してみて。この世に、自分以上に大切なものが増えるというのは素晴らしいことじゃないかしら？　母親になるって、そういうことよ」

「……なるほど、確かにそれなら少しだけ理解できます」

「でも、勇希が母親の気持ちに興味を持つなんて意外だったわ」

　――あなたも、ラブが来てから成長しているのね。きっと。

　美鈴は、ラブを本気の元に送って姿を隠した夫のことを思う。あの人と結婚したのもさることながら、勇希たち姉弟を出産したのも、奇跡だと思う。それは美鈴から研究に没頭する時間を奪うことに他ならないからだ。だけど、その決断はきっと間違っていなかったのだ。

　美鈴は、寒い山小屋の中で温かい気持ちに抱かれていた。勇希も同じだった。久く遠おん湊みなとと大おお河が原わら美鈴、勇希にとって尊敬すべき二人の研究者はどちらも母親になった後でめざましい活躍をしている。彼女たちの原動力となったものがなんなのか、勇希は知りたかった。今、自分が感じている守りたいと思う心の謎と強さを知りたかった。その時、誰かが扉をノックした。

『おばさま、お夕飯ができました。お持ちしましょうか？』

　遙の声が扉の向こうから聞こえる。

「いいえ、ちょうど休憩をとりたいと思っていたところよ。すぐに行くわ」

　遙は『お待ちしてます』と一言残して戻って行った。

「勇希と話してて少し思いついたことがあるわ。食べ終わったら、手伝ってちょうだい」

　勇希は頷うなずくと、母と一緒に部屋を出た。もしかしたら母が手を繫つないでくれるかもしれない、ふとそんなことを思って、考えを改める。

　彼女は、自分から母の手を取った。そのまま並んで歩き出す。美鈴は、意外なことに微笑んで握り返してくれた。それだけで、母になるというのがどんな気持ちなのか、勇希には判った気がしたのだ。




「ほら、カムイも座って座って」

「ちょ、ちょっと離してちょうだいっ」

　夕飯の席に慎太郎がカムイの手を引いて現れた。食事は必要がないと言うカムイを強引に連れて来たんだろうけど、カムイがわりと素直に席についたのにも驚いた。そうして全員が席につくと、遙の合図で食べ始める。電気を節約するために、灯りはロウソクと暖炉の火だけだ。それが、なんとも言えず不思議な雰ふん囲い気きをかもしだしていた。

「ん～っ、美お味いしいにゃあ。さすが遙ちゃん愛情たっぷり。まさに遙ちゃん味」

　一口食べて、さっそく明里部長が唸うなる。

「会長、妙な言い方をしないでください。普通のカレーです」

「ラブもお手伝いしましたっ。ジャガイモとニンジンの皮をぜんぶ剝むいたのですよっ」

「つまりこのジャガイモのサイズがそのままラブちゃんの愛情の大きさというわけだね」

　明里部長は、そう言って丸々一個ごろりと皿に盛られたジャガイモをスプーンでつつく。

　もちろん俺の皿にも入ってる。できればもう少し切ってほしいところだが、ラブが一生懸命作ってくれたらしいので良しとしておこう。それにこんな豪快さも、不思議とスパイスになっているような気がした。キャンプで食べるものがいつもより美味しく感じるようなアレだ。

　我ながら不思議だと思う。もっと深刻な雰囲気でもいいところなのに。

「大河原くん、お願いがあるんだけどにゃ～」

　食事の途中で明里さんが言い出した。

「なんでしょう？　明里部長」

「とっても簡単で切実なお願いなんだよ～」

　明里さんのお願いが簡単だったためしはあまり記憶にないんだけど。

「シャワー使えるようにして！　ここには見目麗うるわしい女性が６人もいるんだよ、ロボコンまでシャワーも浴びられないなんて、あり得ないよねっ♪」

　テーブルに並んだ女性陣が、同意するように頷いた。

「確かに、ずっとお風呂に入れないのは、嫌ですね」

「清潔にしていないと病気になりやすいしな」

「私は汚れを分解除去できるから不必要だわ」

「シャワーは必要だよ！　ジョーシキ的にも、シチュエーション的にも！」

　それぞれの意見が出てくる。慎太郎はキラキラした目で、誰よりも大きく頷いている。

「下の施設に温泉あったよね。あれは使えないのかな」

「土砂崩れのせいで、施設ごと閉へい鎖さしてるだろ？」

「修理はしたらしいけど、まあ、施設自体を閉鎖してるならお風呂も使えないんじゃない？」

　俺の質問には慎太郎と康やす夫おが答えてくれた。

　維持運営する職員が残っていないなら、使用は不可能だろう。

「完全に閉鎖されていた。稼働している機械もない」

　カムイが口を挟んだのを意外に思った。来がけにそこまで確認したのだろうか。ロボットって、いや０ラブシステムがすごいのだろうか。

「そう。誰もいないならちょうど良いから、あの合宿施設まで行って調べてみようと思うの。あそこならネットが繫つながるのでしょう？　勇希、手伝ってくれる？」

　そう母さんが言い出す。確かに繫がるけどだからこそ危険じゃないのか。

「はい、判りました。明日、様子を見に行きましょうか」

　勇希姉が一緒なら大丈夫だろうかと少し安心する。

「温泉の方もちょっと見て来てくださるとありがたいです、美鈴さん」

　明里部長のちゃっかりしたお願いに、母さんが頷く。

「確かに、温泉は魅力的ね。復旧できないか確認しておくわ」

「でも、それはそれとして、シャワーをお願い、大河原くん！」

　またも一斉に女性陣の視線が俺に集中するから、俺はこう答えるしかないじゃないか。

「善処します……」

　わあっと明るい声が上がる。まあ、なんとかなるだろう。水をお湯にするのは無理でも、お湯を送り出すポンプを作るくらいは出来そうだ。思案しながら、カレーの残りを口にする。

「じゃあ、お待ちかねの本題よ！　カレーを食べたら作業場でキャシーの修理始めるからね！　まずは機材を設置して、あとは電源の数を決めないと！　メンテナンス槽そうって何アンペア必要なんだっけ？　自家発電機一台で足りなかったら近くの山小屋にあるヤツも持って来ないとね」

　頼りになる明里部長が音頭をとり、俺たちは意見を戦わせる。それを母さん達は楽しそうに見守っていてくれた。何故か、カムイも話が終わるまで席を立たなかった。

　ロボットに見張られ、次々と追いかけられてやって来た山のロッジの一日は、重労働だったけれど楽しかった。深刻ぶろうにも、させてくれない仲間達の存在が嬉しい。

　たぶんみんなも同じ気持ちだったのだろう。俺たちはロウソクの灯りの中で話を続ける。

　これが、逃避行の始まりなのだと、誰も思い出さないことを祈りながら。




　何日目かの夜が明けて、厳寒の中、カムイは、川森慎太郎と二人で山道を歩いていた。

　今日の水みず汲くみ当番の初回を慎太郎が申し出たのだ。何しろ水を汲む容器がたくさんあるわけでもないから、交代で何度か行き来することになる。

「寒い……寒い……寒いよ、カムイ……」

「うるさいわね。あなたの担当分は手伝わないわよ」

　水汲みに最適な岸辺に二人でやってきていたのだが、カムイは正直、苛いら立だっていた。

　これまでずっと敵対してきた自分に警戒心のかけらもなく雑用を手伝わせる彼らの神経にほとほと呆あきれる。まさか、遙の母から記憶を受け継いでいるから大丈夫だとでも思っているのだろうか。経験と知識を蓄たくわえる課程でカムイはカムイとしての〝個〟を手に入れている。

　だからこそ、自分は久遠湊ではないとカムイは確信を持って言える。たとえ、その気持ちを受け継ぎ、マスターとして大切にしているとしても、それは変わらない。

　複雑な感情が判っているのか、本気たちは普通にカムイに接してくる。その事が何故か不愉快だった。湊の記憶について根ね掘ほり葉は掘ほり聞かれたりもしないのだ。そう、まるで……

　――学校に転入したときの、鷲わし尾お神楽かぐらが帰ってきたみたいに。

　自然と受け入れられている状況と、それをはねのけられない自分が不愉快だった。

　気持ちの奥から生まれるザラザラしたものをカムイは持てあましていた。

　そしてなかでも特に不愉快なのがカムイの後ろをそわそわとしながらついてくるこの男だ。

「寒い……寒いんだよ……カムイ、いや、ご主人様……ふ、ふふふ……むふふふ……ココは冬山、男女が二人で寒さに凍えてる……絶好のシチュエーション！」

　背後から不気味な笑いが聞こえてくる。何故この男は黙って動けないんだろう。

　気にしたら負けだ。そう自らに言い聞かせてカムイは歩みを速める。

「あ、ちょっと待っ……おわあああっ！　足がすべったあああああ！」

　ところが、歩く速度を速めた途端に後ろから賑にぎやかな声がする。

　慌てて振り返ったカムイは、斜面を転がり落ちていく慎太郎の姿を目まの当たりにした。

「たあああすけええええてええええええっ」

「なっ!?　なにをやってるのよ！」

　渓けい谷こくに続く斜面を滑り落ちていく慎太郎。カムイは反射的に斜面を駆け降りて墜つい落らく寸前の慎太郎をキャッチする。再び斜面に叩きつけられそうになる瞬間、カムイは光の翼を広げた。

「歯を食いしばって！　舌を嚙かむわよ！」

　落下の勢いを殺すことなく、カムイは宙を舞う。猛スピードで滑空すると、慎太郎を抱いたまま激しい音と土煙を立てて着地した。普通の人間なら手足が折れているのは間違いない。

　とっさのことで、流石さすがのカムイも安定して着地できなかったようだ。

「た、助かったぁ……」

　カムイの腕の中で、慎太郎がホッと安あん堵どする。

「まったく、不注意にもほどがあるわ！　私がいなかったら、あなた死んでるかもしれないわよ！　二回目だったから制御出来たけど、これが一回目だったら……いいから離しなさい！」

　自分にしがみついている背の高い男の鼻の下が伸びるのを見て、カムイは手荒く振り落とす。尻しり餅もちをついた慎太郎が悲鳴をあげる。

「い、いてぇっ。そんなに乱暴にしなくてもいいだろ」

「怪け我ががなかっただけでもありがたいと思って欲しいわ。次は助けないから」

「そ、そんなぁ……見捨てないでくださいよ、ご主人様ぁ！」

　その言葉にカムイは顔をしかめる。

「その『ご主人様』というのもやめてちょうだい」

「いや、でもほら、オレたちそういうヒミツの協力関係なわけだし」

「私たちが結んだのは情報の交換という契約だったわよね。そんないかがわしい関係結んだ覚えはないわ。それに、その契約事態も破は棄きしたはずじゃなかったかしら」

「えー、そうだっけ？　まあ、細かいことはいいじゃんご主人様」

「だから、それをやめてって言ってるの！」

　不機嫌に言い放つ。

「じゃあ、なんて呼べばいいんだよー」

「好きに呼べばいいわ。ご主人様以外ならなんでも」

「じゃあ、ハニーで。オレのことはダーリンって呼んでくれ。そしてたまにお仕置きと称して電撃などを浴びせてくれると嬉しい」

「もう一回叩き落とすわよ」

「ウソですごめんなさいカムイと呼ばせてください」

　慎太郎は光の速さで土ど下げ座ざした。カムイは小さく嘆たん息そくする。

「あなた、どうして私にこだわるの？　鷲尾神楽という人間への執着なの？　それとも手近な異性の代用として見ているだけ？」

　このくらい辛しん辣らつな言葉をぶつけて突き放せば川森慎太郎も諦めるのではないか、そんなカムイの期待はあっさりと打ち破られることになる。

「うーん……一言でいうと〝萌もえ〟ってやつかな」

「はぁ？　〝モエ〟？」

　カムイの人工頭脳に「萌え」という単語は登録されている。が、耳を疑わざるを得ない。

「つまりそれは、人間で言うところの愛情なの？」

「うーん……似てるけどニュアンスがちょっと違うんだよなぁ。もっとこう衝動的っつーか、感覚的っつーか」

「衝動的？　つまり、私に性的興奮を覚えているということ？」

「だあああ！　ちがうって！　そういうんじゃないんだって！　あ、いや、ちょっとはそういうのもあるけど。でも、一〇〇パーセントエロい目で見てるってことでもなくて！　なんつーかこうっ『カムイーっ！　オレだーっ！　結婚してくれーっ！』って感じなんだよ！」

「ロボットと人間は結婚できないわよ」

「いや、それもわかってるけど！　言葉のあやっつーか、そのくらい気持ちに勢いがあるっつーことだろ！　ジョーシキ的に考えて！」

「もはやなにを言ってるのかわからないわ」

「ああっ、もう！　ぜんぜん伝わらねええええええっ!?」

　０ラブシステムを持つ自分はおそらくほぼ人間と同じ思考をするロボットだが、この川森慎太郎だけは理解や想像の範はん疇ちゆうを超えている。カムイは呆れると同時に、人間の『心』が持つ多様性に驚いてもいた。曖あい昧まいで確定されない衝動を抱えながら、それを感覚的に受け止める。

　おそらく愛と呼ばれる感情もこれに近いものなのだろう。今のカムイには、そう規定することくらいしかできなかった。ふと、関心が沸く。

「教えて、あなたはどうして大河原本気と行動を共にしているの？」

「おおう、これまた唐とう突とつな質問だな」

「ロボロボ部には、大河原本気を筆頭に高たか倉くら康夫、永なが野の明里とそれぞれ違う非凡な能力を持つ人間が集まっている。でも、あなただけはなにひとつない。実際今も水汲みなんていう誰でもできるような仕事しか任されていないわ。ロボコンの作業でも力仕事しかしていない」

「うわ、いますごい傷ついた。どーせオレはとくにこれといって特技とかないですよー」

「茶化さないで答えて」

　真ま面じ目めな顔をされて、慎太郎は立ち上がって膝を払う。そしてうーん、と少しだけ考えて鼻の頭をかいた。照れたような、はにかむような初めての表情だった。

「だってほら、バランスとれないだろ？」

「バランス……？」

「みんなそれぞれスゲーやつだよ。でも、スゲーやつばっかじゃ面白くないし。オレみたいなのが一人くらいいた方がいいんだって。なんてーか、ずーっと気を張ってるとろくなことないんだよ。だから、オレがいてもいいって、みんな思ってんじゃね？」

　慎太郎の言い分はまったく意味をなしていない。それでも確かに「バランスがいい」と言われれば、なぜか納得できる気がする。

「とにかくさ、まずオレがマジたちを好きなわけ。んで、オレの都合で一緒にいて、みんなもそれでいいって思ってる。そんだけだと思うぜ。役に立つかどうかで友達が決まるわけじゃねーんだよね、たぶん。そーゆー感じなんだけど……これで答えたことになってますかね？」

　途中から不安そうな顔になるあたりが頼りないが、慎太郎は上目遣いにカムイを見る。

「私は目的のためにいろいろな人間を観察し分析してきたけど、あなたみたいな男ははじめてだわ。なんというか……そう〝変わってる〟わ」

　意外にも……カムイはうっすらと笑顔をみせた。鷲尾神楽として見せていた作り物の笑顔じゃない、カムイ自身の笑顔だった。今度は、慎太郎がドキッとしてしまう。

「……えーと、もしかしてデレた？」

　恐る恐る、聞いてみる。

「デレ……？」

「あ、いや、気にしないでくれ。……ま、そんなわけないよな」

　カムイの辞書にデレという単語は無かったようだ。カムイ自身、自分が川森慎太郎という人間に興味と関心を抱きはじめていることに気づいていなかった。








[image: ]









　山小屋での生活は、ほとんど自然に役割分担が出来ていた。

　洗せん濯たく、掃除、炊すい事じなどの家事は女の子たちで、水みず汲くみや薪まき割わりなどの力仕事は俺たちだ。

　それが終わると俺たちはロボコン本戦に向けて、キャシーの修理と改良をした。

　母さんは作業場と自室を行ったり来たりしている。姉さんは俺たちの隣でえふさんのメンテナンスを行っていた。同時に母さんと協力してナノマシンの解析もしてるみたいだ。

　作業場には大型の自家発電機が持ち込まれている。隣の山小屋にあった発電機も拝借して二台態勢だ。燃料消費は厳しいけど、えふさんのメンテナンス槽と母さんたちに一台と、キャシーの改良と山小屋の照明に一台を使用している。節約しても、どこかで買い出しに行く必要はありそうだった。

「マジ、キャシーはどういう風に改良するの？」

　まだ修理と調整の段階だけど、先の事が知りたいというように康夫が尋ねた。

「まだ固まってないんだけど、まずはフレームの小型化だな。いっそ服の下に着られるくらいになったら生活しやすいと思うんだ。あとは安定化と高性能化だよなー。やっぱり電源が一番の問題だよ。ずっとランドセルを背負って貰うわけにもいかないし」

「あはっ、あたしはそれでもいいけどにゃ～。スモック着たらもっと可か愛わいいかも」

　部長、巨乳にランドセル、更に保育園で着るようなスモックではもはや何が何だか判らないと思いますよ。ラブがはい、と手をあげる。

「ラブ、構造計算のお手伝いをします！　ラブの計算では、重量を削ればフレームの筋肉密度は30％以上減らせると思うのです！　この前、一緒に落ちた時のデータが証明してます！」

「おお、それは凄すごいな。本当ならそうとう小さく出来るぞ」

　なんという怪け我がの功こう名みよう。得意満面のラブをみんなが撫なでている。

「えへへ、ラブ、嬉しいです。最近、あんまり皆さんの役に立ててなかったから……」

「何言ってるの、いっつもみんなラブちゃんに助けられてるよ」

　明里さんが励はげますようにラブに抱きついた。

「ありがとうございます！　ラブ、頑張ります！」

　幸せそうなラブの笑顔は、久し振りに見た気がする。

　俺たちは早速、ラブのもたらしたデータで計算をやり直し始めた。

　ロボコンまで、それほど日数は残っていない。父さんとプロトⅢをさらった連中が何を考えているか判らない今、俺たちに出来る事は、警察を信じて目の前の事に集中する以外にない。

　自分にそう言い聞かせながら、俺たちは課題に取り組んだのだった。




　あっという間に、数日が過ぎた。寒さが更に厳しくなっていること以外は、思ったより平穏に過ぎていた。

　ロボコンに向けて頑張っている本気たちを支えると決めた遙は、あまりキャシーの改造には参加せずに、山小屋生活の維持に努めている。

　少し前まで、本気が遙のためにやってくれていた色々を、遙はまとめて返そうとしているみたいだった。炊事、掃除といった小屋の中ですむことは、みんながいない間にさっと済ませてしまう。問題は、外に出なければ出来ない家事だ。特に、洗濯は大変だった。

　洗濯といっても、家にいたときみたいに洗濯機に放り込んでスイッチひとつというわけにいかない。すべて手洗いだ。川まで行って手洗いし、戻って来ては山小屋の周囲に干す。

「ふう……」

　ひとりでかご一杯の洗濯物を持って沢におり、洗濯を済ませて小屋に戻る。

　この作業だけで一時間以上かかるのだ。重労働だと言えた。

「でも、頑張らないとね。マジくんも今、頑張ってるんだから」

　ハルカちゃん３原則を守って生きてきた間、遙は本気に甘えていた。

　こっそり練習して、自分でも出来るようにはしていたけれど、家事は本気の仕事だった。遙は、本気の希望をすべて受け入れるロボットになりたかったのだ。

　一方、本気は、遙が、本気がいないと生きていけない女の子で居て欲しかったんだと思う。

　遙は、本気が喜ぶから、そう思って何もしなかった。

　今は、それが正しかったとは思えない。ラブが来てから、私は、私たちは変わったのだ。

「そうじゃない、かな。やっぱり、きっとこれもハルカちゃん３原則だよ」

　ひとり、くすくす笑ってしまう。遙は、本気の言うことを聞くのだ。

　いつだって、どんな希望だって叶えてあげたいって思ってる。なのに……未だに、ろくにキスもしてくれないくらい奥手で……遙を大事に思ってくれている人なのだ。だから。

「私が、私の希望を見つけないとね。どういうお世話をして欲しいのか、言わないと」

　遙は、そんな風に思い始めていた。それに、他にも気になることがあった。

「ラブは……どう思ってるのかなあ」

　遙は、一生懸命明るく振る舞っていた。特に、ラブの前では。

　ラブが遙の両親の死に関わっていることを気にしてるのは間違いなかった。

　遙だって、事実を知りたいと思っている。でもその記憶の内容を、ラブに、カムイに尋ねるのは今は憚はばかられる。ひとつには本気の父とプロトⅢが攫さらわれ、自分たちも狙われている状況が続いている。それに、ロボコンに向けて頑張っている仲間たちに水を差したくない。

「だって……お母さんの記憶が……どんなことなのか、判らないもの」

　それは、一いち抹まつの不安。もしも、お母さんの記憶がラブたちを壊すというカムイの希望そのままだったら、私はどんな風にラブに接すればいいのだろう。

　きっと、そんなことはない。ラブはとても優しい子だし、たとえ母の遺ゆい言ごんだったとしてもラブを壊せと言われて従うつもりはない。でも、それでも……今はまだ、聞きたくなかったのだ。




「ああ、いた、いた」

　やっと見つけた遙は珍しく一人だった。すべての葉の落ちた寒々とした木に囲まれた小さな広場で、長い髪を陽に輝かせて遙が洗濯物を干している。我が幼なじみながらこうして見ると美少女だと思う。遙のご両親は娘が育った姿をさぞかし見たかっただろうにと、少し切なくなる。陽光に照らされた美び貌ぼうは、微かに憂うれいがかかっている。

「……あ、マジくん」

　俺を見た瞬間にその憂い顔はパッと笑顔になった。俺の顔を見たからなのかな。それとも……ここに来てから俺はずっと遙の笑顔しか見ていない。それって、却って不自然な気がする。

「手伝おうか、遙」

「あれ？　マジくんは自分の分担終わったの？」

「ああ、薪まき割わりも終わったから手伝えるよ」

「マジくんの気持ちは嬉しいけど、この後はキャシーの改造頑張るんでしょ？　私は、手伝ってくれなくても大丈夫だから。少しでも休憩してて」

　笑顔を崩さず、遙は洗濯物を干し続ける。

「手伝うよ。なにせ人数多いんだから」

「でも……」

　衣類以外にも、使ったタオルなどをあわせると一日でずいぶんな量になる。遙だけに頼むのは気が引ける。というか……俺と遙が二人きりになるのは、山小屋に来てから初めてだ。すぐに小屋の中に引っ込むのが残念な気がした。気持ちが通じたのか、遙はくす、と笑った。

「うーん……だったら、マジくん男の子たちの分だけはお願いしようかな」

「判った。遠えん慮りよしなくていいからな」

　手を出すと、遙はにっこり笑ってロッジの方を指さした。

「あっちに小さなタライがあるの。持ってきてくれる？」

「へ？」

「マジくんたち、昨日、下着洗ってないよね？」

　なぜばれた。男子の下着なんて、裏返してしまえばもう一度はける、という慎太郎の尤もつともな主張が採用され、昨日のパンツは洗わずに天日干ししていたのだ。

「それくらいの量なら、川に行かなくてもここで洗えるでしょ。私がちゃんと見てるところで、洗濯して。ため込んで、後で大変な思いをするのはマジくんたちなんだからね」

　笑ってるけど、視線が怖い。久々に優等生モードの顔で叱しかられる。

「はい……」

　ちょっとやぶ蛇へびだったかもしれない。かっこよく手伝うはすが……

　洗濯物を干す遙の隣に座ると、俺のと慎太郎と康夫のパンツを小さな容器の中で洗い始める。

　ため息をつく俺に、遙が声を立てて笑った。俺はその声が嬉しくて、話題を探す。

「そうだ、今日の昼飯って何だろ？」

　……あまりにも月並みで、自分が悲しくなって来た。でも遙は顔を輝かせる。

「えっとね、にんじんとひよこ豆のサラダに、あとはお野菜たっぷりのスープかな。昨日残った材料だけで作ったのに、すっごく美お味いしく出来たんだよ。楽しみにしててね」

　俺は、わざとらしく目を白黒させた。

「そ、そっかそれは楽しみだけど……」

「なに？　マジくん、不満なの？」

　ツインテールの美少女は、ぷん、と頰を膨ふくらませる。

「いいんだけど……肉」

「ベーコンは入ってるよ」

「そうか……ベーコンか……ここは妥協しておくか。遙の料理、美味しいからな」

　少ない種類の材料で、苦労してやりくりしてくれてるのは判ってるんだ。

　遙は、そうでしょ？　と言いたげに胸を反らす。厚着している上からでも判る胸の膨らみに、俺はちょっと目をそらした。無防備な美少女は、宥なだめるように笑顔をくれる。

「夜はオムレツを作るつもり。マジくん、好きだよね」

「おお……っ」

　久しぶりのオムレツだ。期待で口内に唾つばが溜まった。そして、はたと思う。

「なぁ、オムレツなら俺が作ってやろうか？」

「マジくんのオムレツかぁ……、なんだか懐かしいね」

　俺がオムレツを作り、遙がそれを食べるのは、俺たちの日常だったのだ。つい最近まで当たり前だったのに、何だか昔の事みたいだ。俺と遙は同じタイミングでくすりと笑った。

「でも、それは家に帰ってからのお楽しみに取っておくよ、マジくん。みんなもいるし」

「遙の分だけでも俺が作ることは出来るんじゃないか？」

「……ううん、いいの」

　遙は首を振る。そして、キラキラとした目を俺に向けた。

「あたしとマジくんとラブと、勇希さんにおばさま、そしておじさまも揃そろって。あの家に帰った時の、とっておきのごちそうにしたいから」

　祈りを込めた遙の言葉が胸にしみる。俺はそれをゆっくり嚙かみしめてから、頷うなずいた。

　みんなで、あの家に帰ったその時に――

「んじゃ、俺のオムレツは帰ってからの約束だな」

「うん！」

　遙は、やっと心から笑ってくれたように見えた。

　だから俺は、絶対にこの約束を守ろうと心に誓ったのだった。




　その頃、山の中では二人の美少女が前後に並んで歩いていた。

「待ってください、カムイお姉さん！　あそこにキノコがあります。食べられるんじゃないでしょうか？」

「……お姉さんじゃないと、何度言ったら判るの？　あと、あれは毒キノコ。冬山に生えてる茸きのこで野生動物が食べてないんだから、そのくらいデータが無くても判るでしょう」

「はうっ」

　前を行くカムイから呆あきれた口調で返され、ラブは小さく呻うめいた。

　ラブとカムイは、食糧確保のために山を歩いていた。備蓄食材を充分用意してきたとはいえ、生鮮食品は限りがある。すでに肉類はベーコンのみになっているのがいい証拠だ。

　そこで、食料になる鳥や獣を探しに来たのだ。本来は狩猟免許が必要なのだが、この際、仕方が無い。ロボットに見つかる可能性を考えたら、地上に降りる回数は極力減らしたかった。

「カムイおね……カムイさんは、物知りですね」

「……稼働していた年数が違うわ」

　話しかけると答えてくれるのは嬉しい。だけれど、いつも一拍おかれる。それが自分たちの距離だと無言で告げられているようでラブは寂しかった。

「ラブは、カムイさんが一緒に食材探しに来てくれて嬉しかったです」

「……効率の問題よ。人間である彼らよりも、私たちの方が山中での活動は向いているわ」

「で、でも！　ご飯はみんなでいただくものです！　それを一緒に探しに来てくれたのが、嬉しかったのです！」

「充分な電力のないここでは、私たちも食事から活動エネルギーを得るしかないわ。誰かのためではないの。自分の活動エネルギーを確保することにもなるから。判る？」

「……だ、だったら！　カムイさんはもっと省電力に努めるべきです！」

「は？」

　何を言っているのか、という呆れ顔でカムイはラブを睨にらむ。ラブはめげなかった。

「お洗濯、出してくれていいんですよ」

「なにが言いたいの？」

「お洋服を清潔に保つため、カムイさんはナノマシンを使っていますよね。着替えをお洗濯に出した方が、省エネになるとラブは考えるのですっ」

　カムイが少し言葉に詰まる。ラブの言い分がどこまで正しいか、判断に困っているようだ。

「……それくらい、たいした消費電力にはならないわ」

　そう言ったカムイだが、しばらく歩いてから不意に言った。

「明日の洗濯は、私がするわ。それでいいわね」

「はいです！」

「それが言いたかったことなの？」

　カムイに聞かれて、ラブはキョトンとした顔をした。

「わざわざ私を連れ出して、何か言いたいことがあったんでしょう？」

「ええと、はいです。ごめんなさい。カムイさん、気付いていたんですね」

　ラブは、まっすぐにカムイを見つめた。

「聞きたいことは何なの？」

　カムイは再度質問を投げかける。

「カムイさんは時々いなくなりますよね？　山の中や下の方に毎日行ってますよね」

　意外だった。気づかれないように気をつけていたはずなのに。どこか抜けているラブも、やはり自分と同じ０ラブシステムとゼロを操る高性能ロボットなのだと再認識する。

「私が何をしていても、あなたたちに話す理由はないわ」

　冷たく突き放す。ラブは、困ったようにカムイを見た。

「えっと……カムイさんは、キャンプ場の周りにゼロで防壁を作っているんですよね。ラブ、お手伝いしたいです。たぶん、ふたりでやった方が安全性が増すのです」

「フン、あなたの能力で私の手伝いが出来るっていうの？」

「は、はわわ……ごめんなさい。でも、カムイさんがみんなのために頑張ってくださっているのですから、ラブも何かしたいのです」

　真剣な顔で言われても、カムイは苦い顔をするしかない。

「どこまで人をお人好し扱いするつもりなのかしらね、あなた達は……」

　声に苛いら立だちが滲にじむ。ラブは慌てたように手をバタバタさせる。

「ごっ、ごめんなさい！　でも……でもっ」

「いきなり襲われたら私だって危ないのよ。警戒するのは当然。自分のためよ」

　カムイは、ぷい、とラブから視線をそらすと話題を変えるように前方を指さした。

「この先に用意したゼロの結界を、人間以外が通過した。恐らく、冬眠し損そこなった獣ね。行きましょう。その先の沢には、野鳥もいるはずよ」

「はいです。でも……動物を殺すの、ちょっと躊躇ためらっちゃいますね」

「馬鹿ね。昨日食べたベーコンだって元は生きていたのよ。目の前で見るかどうかで違う印象を持つのは不合理よ。人は……ううん、ロボットだって、何かを犠牲にせずに存在を続けることなんて出来はしない。あなたが出来ないなら、私がやるから帰りなさい」

　黒髪の美少女は、手から光のナイフを生み出す。彼女は、自分を襲う軍用ロボットを何度も返り討ちにしてきた経験を持っている。必要なら人間だって殺す覚悟があるのだ。

　いつか０ラブシステムをすべて壊し去り、自分も自由になる日まで……そう思っていた。なのに、壊すつもりだった妹と肩を並べて、生きるために狩りをしている。カムイは、自じ嘲ちよう気味に笑う。

「あの子達も、獲物をそのまま持って帰ったら食べないとか言い出しそうね。あなたが変なことを言ってくれなかったら気づかなかったわ。少しは役に立つのね」

　意地悪を言っている自分を嫌悪しながらも、カムイは止められなかった。微かすかな罪悪感。

「カムイさん、ありがとうございます……でもラブだって、マスターの、遙さんたちのために頑張りたいのです！」

　真面目な答えが返ってくる。ラブは、目を閉じると手の中に光の弓を生み出した。真剣な表情が、カムイを苛立たせる。自分がしゃべりすぎたことに気づいて、カムイは話を打ち切った。

「……勝手にしなさい」

　カムイはラブを置き去りにするように走り出す。ラブは、黙って後を追った。

　何かを犠牲にせずに、存在を続けることは出来ない。その言葉が胸に響いている。

　自分より先にこの世に出て、本気たちのような仲間に恵まれずひとりで戦ってきた姉は、いったいどれだけのものを背負っているのだろうか。その心に少しだけ触れられたような気する。

　寒風吹きすさぶ山中を走りながら、ラブは、もっと姉の事を知りたいと願うのだった。




　大河原美鈴はパソコンの画面を睨にらんでいた。えふさんとアラシから取り出したナノマシンからは、どれほど解析してもプロトⅢの行方ゆくえは追えなかった。もっと新しい情報とそして高度な機材が必要だった。管理棟へも行ってみたが、長時間ネットワークに繫つなぐのは憚はばかられる。

「やっぱり、ここではこれ以上は無理だわ」

　明かりの乏とぼしい室内で、モニターの発する光が彼女の険しい顔を浮かび上がらせる。

　どうするのが一番正しいのだろう。このまま、無む為いに時間を使ってしまっていいのだろうか。

　美鈴はカレンダーを確認する。この山小屋に来てもうすぐ一週間だ。

　多めに買ったはずの食料も、高校生たちの食欲を甘く見たようで既に足りなくなりつつある。

　そして、何度確認しても警察から連絡はない。どうなっているのかすら判らない状況で、年末にはロボコン本戦が開催されるのだ。頑張ってきた子どもたちのためにも、心置きなく出場させてあげたかった。行方不明になって一ヶ月以上が経過する別居中の夫も心配だった。プロトⅢもプロトゼロも、久遠博士の心を受け継いでいるのなら、夫に危害を加えないでいてくれるかもしれない。だけど、０ラブシステムを集めている何者かがどうするかは判らない。

　堂々巡りする思いの中で、次第に美鈴は気持ちを固めつつあった。

　思考を中断させるように、遠えん慮りよがちなノックが聞こえた。

『おばさま、お昼ご飯ですよ。来られますか、それともお部屋に持っていきましょうか？』

　親友の忘れ形見の遠慮がちな声。この子の事も、絶対に守らなければならないのだ。

「大丈夫。下に行くわ」

　返事をしながらパソコンの電源を落とすと、彼女は立ち上がった。

　少し緊張した顔で、部屋の中を見渡す。思えば、一週間近く本気たちと一緒にいたのは何年ぶりなんだろう。もしかしたら、初めてだったかもしれない。そう思うと、この寒くて不便な暮らしも悪くなかったような気もする。美鈴は深呼吸してドアをあけると、そこに立っていた娘同然に思っている少女に、笑顔を作る。

「ありがとう、遙さん。遙さんが作ってくれたご飯だけが、ここでの楽しみだもの。みんなで食べたいわ」

「……ありがとうございます、おばさま」

　はにかむ笑顔が愛いとおしい。本気は妹のように可か愛わいがっているけれど、この子の事を本当はどう思っているのだろうか。一度きちんと聞いてみたい気がする。最近、成長してはいると思うけれど、まだまだこの素敵すぎる親友の忘れ形見には釣り合わないんじゃないかしら。

　自分たちの別居が原因とはいえ、ふたりだけで暮らすと言い出した時には大反対した。

　遙が独り立ちするまで、美鈴は遙の親代わりのつもりだ。たとえ自分の息子であろうと、遙を幸せにしてくれると安心できるまで不ふ埒らちなことを許す気はない。

　美鈴は遙の肩を抱くようにしてウインクする。遙はちょっとだけ驚いた顔をしたけれど、すぐに顔を赤くして、嬉しそうに寄り添って歩き出した。

　もっと早く、こうしてあげれば良かった。そして……本気や遙の恋の行方が判るまで、子どもたちの未来を守ることは、自分の役割だと、美鈴は改めて決心したのである。




　みんなで昼飯を終えると、俺はキャシーのメンテナンスを始めた。

　山小屋にも慣れてきたおかげか、作業はずいぶん進むようになっていた。

　夏合宿の時に持ってきていた機材や材料が、台風から脱出する時に持って行けずそのままになっていたのも幸いした。持ってきたものとあわせれば、それなりに作業出来る環境が整ったのだ。ロボット用のメンテナンスベッドも一台は運んである。普段はえふさんが使っているけど、時々はラブやカムイも利用していた。

　すでに修理の段階は終わり、キャシーの稼動試験を始めている。ラブが提案した軽量化はうまくいきそうだった。問題は、フレームの再構築作業の難易度が高く、相当時間をかけないと俺には出来ないことだ。寝ずに頑張っても、まだ何日もかかりそうだった。

　構築し終わった部分からフレームを換装して、明里さんにテストして貰っている。

「明里部長、キャシーの調子はどうですか」

「ん？　絶好調だよっ。朝から今まで稼働させてるけど、かなり慣れた感じだし」

　そう言うと、明里部長はその場でぴょんぴょんと飛び跳ねて見せてくれた。

「いい感じみたいですね。よかった」

　バッテリーの持続時間を確認するために、明里さんは充電してはキャシーで歩き回っているのだ。狭い山小屋の中なのに、明里さんはとても楽しそうにしている。

「ふふっ、思い通りに好きなところへ行けるって素敵だにゃ～」

　明里部長はキャシーのボディを撫でる。

「あの万能車くるま椅い子すだって、大抵のところへは行けたじゃないですか」

「ふふっ、自分の足で行けるのがいいんだよぉ」

　本当に嬉しそうに微ほほ笑えむ明里さんを見ていると、キャシーを作って良かったと思える。ロボコンで成績を残すのも目標だったけど、どちらかと言えばこの笑顔の方が見たかった。

「だって、このキャシーがあれば好きな人のベッドに自分で飛び込むことだって出来ちゃうじゃん！　お姫様だっこで連れてって貰うのも捨てがたいけど、やっぱこれからは自分でリードする時代だと思うんだよにゃ～♪」

　えーと、何の話でしたっけ？

　どう答えていいか判らない俺を見て、明里さんは明るい笑い声を立てた。

「あははっ、こうして山小屋で暮らすのも、キャシーがあれば車椅子より便利だしね。夏の合宿と比べたら全然違うよ。そう考えたら、隠れて暮らすのも悪くないかにゃ」

　楽しそうに言ってくれる明里さんだけど……胸が痛む。

「……ほんと、すみません。うちの都合に巻き込んじゃって……」

　０ラブシステムのことも、父さんの誘ゆう拐かいも、カムイに襲われるのも、今、謎の敵から隠れなきゃいけないのも、すべて俺と、俺の家族が原因だった。ロボロボ部は、巻き込まれただけ。

　本当なら、今はみんなでロボコンのことだけを考えていられたはずなのに。

　と、いきなり明里さんがぐいっ、と俺に身体からだを寄せてきた。

「な、なんですか急に」

「いや、なんか……全然判ってないんだな、と思って」

　明里さんは俺をじっと見つめていた。熱の籠こもった視線に、なんだか胸がざわめく。明里さんはおれの手を取って、俺をのぞき込むように身を寄せてくる。

「あのね……キャシーをくれた大河原くんは、あたしにとって神様みたいなものだよ？」

　神様は大げさですよ。それに俺一人で作ったわけじゃないですし。

　そう言おうと思うのに、喉のどに何か引っかかったみたいに言葉が出てこない。だって、近いんだよ！　距離が近い！　もうちょっとで、顔がくっつきそうな……いや、それ以前に、当たってます！　ちょっと、温かなものが当たってます！　明里さんのおっぱい大きすぎですって！

　真っ赤になって硬直する俺に、明里さんは囁ささやくように言った。

「あたしの、歩きたいって夢を叶えてくれた人なんだから。少なくとも、あたしに悪いなんて、思う必要ないんだよ。むしろ、もっとあたしになにかさせてって思ってるくらいで……」

　明里さんが何かを言いかけたとき、作業場の扉がノックされた。

「マジくん、明里さん。コーヒー持ってきたよ」

「ラブがいれました！　今日も美お味いしくできたと自信があるのです！」

　返事をする前に扉が開き、そこから現れたのは遙とラブだった。手を取り合い見つめ合った俺たちを見て、遙の笑顔が引きつるのが判る。まて、誤解だ。俺が言い訳を始める前に、ラブが、ほっぺたを膨ふくらませた。

「いつもより、お二人の距離が近い気がするのです」

「ま、待てラブ、それはだな……」

　何もやましいことはないんだけど、何故だろう、このいたたまれない気持ち。

　俺が秘かに焦っていると、明里さんがいつもの調子でにぱっと笑う。

「キャシーのメンテナンスだもーん。くっついたり、いろいろするもんだにゃー」

「うわっ！」

　おもむろにぎゅっとひっつかれて、驚きの声を上げた。遠えん慮りよ無く柔らかなおっぱいが押しつけられて、俺は真っ赤にならざるを得ない。

「キャシーをつけてると立っていられるから、高さがちょうどいいね！」

　と言いつつ、むぎゅむぎゅ胸を押しつけないでください～～っ！

　嬉しいが、嬉しくない。なんだろうこの状況。そして、これは確実に遙に怒られる。

　優等生モードでブリザードのようなお説教をされるに違いない。違うんだ、遙。明里さんが身につけているキャシーはまだ調整中で、無理に引きはがしたら転ぶかもしれないだろ？

　言い訳はいくつも脳のう裏りに浮かぶけど、この初体験な感触には……逆らえない。

「はわわわ、遙さん、どうしましょう？　マスター、変な顔になってます」

「んもう……明里さん。マジくんをからかっちゃダメですよ」

　遙は手に持っていたポットをラブに渡すと、明里さんの身体を支えて俺から離す。

　怒られるかと思ったのに、単に呆あきれた顔をしただけだった。むしろ意外だ。

「えー、引きはがされちゃった、残念。支えなくても大丈夫だよ。あたしがキャシーであんだけ飛んだり跳ねたりしてるの見てるでしょ」

「だったら、マジくんにしがみつかなくても大丈夫ですよね。マジくんもデレデレしないできちんと離れてくださいって言えばいいのに。スケベなんだから」

　ツインテールの美少女は、仕方ないなぁ、という感じでラブから珈コー琲ヒーカップを受け取って俺たちの前に出す。

「はい、どうぞ」

　それを受け取って、俺と明里さんは顔を見合わせた。

「……遙ちゃん、なんか変わった？」

「え、えっと……そ、そうですね」

「何馬鹿なこと言ってるのかしら。ねえラブ」

　遙はラブと顔を見合わせて笑う。

「えへへっ、遙さんはどんどん素敵になっているのです。ラブの憧れなのです！」

　ラブは、ぎゅっと遙の腕を摑つかむ。遙は苦笑いした。

「そういうことじゃなくて。明里さんがマジくんに抱きついてたって、別にびっくりしないよね。私たちだって、いつもマジくんにエネルギー貰もらってるもん」

　いきなりの爆弾発言。それは、ハルカちゃん３原則でナイショのはずじゃあ……

「はいです！　マスターにぎゅってしてもらうと、エネルギーが補給されるのです！　これは、心が暖かくなる不思議な力なのです！　ラブ、遙さんに教わりました！」

　元気に断言されて、俺は二の句が継げない。

「お、おい……遙、それは秘密じゃあ……」

「もう優等生のふりをする約束も、全部お世話して貰う約束も封印中なんだもん。遙は、遙のしたいようにしてるだけだよ。大丈夫、お姉ちゃんが相手じゃなかったら、少しは考えるから」

　そう言うと、遙は含みのある笑顔を作った。

「これからは、お姉ちゃんと二人きりでキャシーの整備は止めた方がいいかもね。転ぶと、危ないから」

「うひゃ～、遙ちゃんってば、なんていい女になってきたの？　ちょっと燃えてきたにゃ♪」

　面白そうに明里さんは珈琲を飲み、俺に向かって肩をすくめた。

　話を聞いていたラブが、思い出したように尋ねる。

「キャシーの調子はどうなのですか、マスター」

「心配するような事は起こってないよ。軽量化も順調に進んでるし」

「調子いいよー。だんだん動かしやすくなってきたみたい」

　データを見てもその通りだと思う。明里さんも体感しているし俺は少しだけ自信を深めた。

「この分だったら、ロボコン本戦でもいいところまでいけるねっ！」

「ええ、必ず」

　父さんたちの事件は解決していないけれど、俺は本戦に出るという気持ちを捨てるつもりはなかった。みんなでここまで頑張ってやってきたんだ。どうにか、結果を出したい。

「……ロボコンまでに、いろいろ解決してるといいんだけどね」

　俺の気持ちを代弁するように、遙が呟つぶやいた。

「……あれ、なにか音がします」

　不意にラブがそう呟いた。

「音？」

「集音範囲と精度を高めます！　機械駆動音！　ゼロの結界に何かが触れました」

　ラブの言葉に、なんだかイヤな予感がした。遙や明里さんも怪け訝げんそうな顔をしている。

「……車のようです。エンジン音は……ここに来たときに使った車両です！」

　母さんの車？　出かけるなんて聞いてないけど……

「ラブ、山小屋の中に母さんはいるか？　車の運転手は？」

「美鈴様は……いませんです！　車の中におられるかは、干渉波が出ていて不明です！」

　母さん……？　一人で、誰にも言わずに車でって……まさか！

「ラブたちは、姉さんたちに伝えてくれ！　もしかしたら母さんじゃなくて敵かもしれないんだ！　俺は様子を見てくる！」

「待って、マジくん！」

　俺は山小屋を飛び出した。後ろを振り返る余裕も無く走り出す。

　俺の胸に、ひとつの予感があった。そして、それは完かん璧ぺきに当たっていたのだった。




　ゆっくりと山道を走りだそうとした車に、俺は何とか追いついた。急ブレーキの音が、静かな山中に鳴り響く。ボンネットに手をつく形で、運転席で強こわばった顔の母さんと見つめ合い……俺はゆっくり安あん堵どの息を吐く。ギリギリだった。

　坂道を全力疾走で下ってきたのだ。なんとか、息を整える。

「本気!!」

　運転席から我にかえった母さんが飛び出してきた。

「何を考えているの！　これは自動操縦の機能がついていないのよっ、私が運転しているって判っているの?!」

「あ、そっか……やば……」

　言われて、ぞっとした。ロボットカーの場合、飛び出しなどの不測の事態に備えてソナー装置が稼働している。車が人を轢ひくような事故が起こっていたのは旧世紀の話で、すっかり忘れていた。この車は、母さんが運転してたんだ。間が悪かったら……轢かれてたな。

「怪け我がはない？　どこもぶつけなかった？」

「無事だよ。それよりも……」

　心配そうな母さんに向き直る。

「どこに行くつもりなの、母さん」

　俺たちは冬空の下、強ばった顔で見つめ合っていた。硬い表情を崩さず母さんが答える。

「ここではこれ以上情報を集めることが出来ないの。そしてそれを分析することも。私は山を下りて、どこかの研究室を借りる。もちろん安全を度外視したりはしないわ。あなた達はここで待っていて欲しい」

　予想通りの答えだった。俺は、母さんの目を真っ直ぐ見つめ返す。

「だったら、俺も行く。俺も父さんのことが気になるし、プロトⅢのことも気になる。安全な場所なら行っても構わないはずだよね、母さん？」

「それは駄目よ。あなたがついて来ても邪魔なだけです、本気。ロボコンに集中なさい」

　冷静を装った母さんの目が、俺を見ない。

「噓だ。母さん、自分だけ危険なことをするつもりなんだろ！」

　母さんは反論せずに横を向く。ごまかしても無駄だと思ったのか、重い口を開いた。

「……このままではいつ街に戻れるか判らないわ。それに、あなた達から目をそらすためにも、私は別の場所にいた方がいい。最初からここに来るべきではなかったんだわ」

　俺は納得出来なかった。

「俺は母さんとここに来れて良かったと思ってる。遠く離れて心配だけするのは父さんでもう十分味わってるからね」

「……勇希と同じ事を言う」

「え？」

「ここに来てすぐに、私が山を下りることを考えていたら同じことを言われて止められたの。またマジに怒られたいのかって……」

「姉さんが……」

「だからできる限りをここで調べた。判って欲しいの。これ以上私がここにいても何も出来ない。時間が過ぎていくだけなのよ。私だって一刻も早く、あの人とプロトⅢを見つけ出したい」

　母さんは真剣な顔で、俺に思いを伝えようとする。

「あなたたちを少しでも早く、危険な状態から解放したいの。行かせてちょうだい」

　切ないほどの願い。愛されていると判る言葉だった。

「でも、だったら俺だって……母さんが危険な目に遭うのほっとけないって判るよね!?」

　母さんが火事で一時安否不明となっていた時の、俺の気持ちを忘れないで欲しいんだ。だから勇希姉だって、母さんを止めたんだろう。

「あなたがいない方が、危険度は低い……私ひとりの方が」

　ぐっと詰まった。それはそうかもしれない。だとしても……

「確かに、このままじゃみんなに迷惑をかけっぱなしだし、警察だってどうしてるか判らない！　俺も、父さんを探しに行きたいんだ！　みんなには安全な場所に居て貰えば……」

「だめよ！　あなたはロボコンがあるでしょう！」

　押し問答が続く。その時だった。

「じゃあ、私だけついて行きます！」

　俺の降りて来た坂から、転がるように現れた影が叫んだ。

「遙！」

　驚いたことに、それは遙だった。

「私にはロボットの知識はないです。マジくんたちと違って、ロボコンの役にも立たないですし、私を連れて行ってください！　一緒に行きたいです！」

　整然と言われた説明に、俺も母さんも、まじまじと遙を見る。

　幼なじみは決意に満ちた顔をしていて、本気である事が判る。

「遙さんまで、何を言うの……！」

　やっと口を開いた母さんは、悲鳴のように叫んだ。

「でも、おばさま。狙われてるのはラブと、カムイ、それに０ラブシステムに詳しいおばさまですよね？　私の言っていることは違いますか？　マジくんたちよりは、私の方が危険は少ないと思います！　だから、おばさまのそばでお手伝いさせてください！」

　遙が母さんに詰め寄ると、その顔からは一気に血の気が引く。

「何を言ってるの、遙さん！　あなたを危険にさらせるわけがないでしょうっ！　あなたは湊さんから預っただけでなく、私にとっても娘同然なのよっ！」

　あまりの剣幕に、遙も目を丸くする。こんなに感情的になる母さんは珍しい。

「マジも心配だけど男の子よ。でも遙さんは女の子じゃないの。しかも、こんな可愛い……傷一つでも残すわけにはいかないわ！　湊さんの忘れ形見なのよっ！」

「おばさま……」

　遙が目を丸くする。母さんは、本当に遙のお母さんと仲が良かったんだな。

「これ以上、あなた達を危ない目に遭わせたくないの……判って」

　高ぶる感情を抑えるように、母さんが言った。沈黙が場を支配する。

　冬山の凍り付くような空気。空気が張り詰めて感じられた。

「お願い。ひとりで行かせて」

　母さんが懇こん願がんする。俺は言葉もない。だけど、遙は母さんに優しく首を振った。

「ダメです。おばさまが家族として私を心配してくれてる気持ち、すごく嬉しいです。でも……私もおばさまやおじさまを家族だって思うから……、だから心配なんです。おばさまだけが危ない目に遭うなんていやです。私は……絶対についていきます！」

「遙さん……」

　さっきよりずっと長い沈黙が、俺たちの間を支配した。きゅっと結ばれた唇に力がこもり、そして……母さんは俺に車の鍵かぎを投げた。慌てて受け取る。

「判ったわ」

「母さん！」

「山を下りるのは中止します」

「えっ！」

「どうしても、あなた達がついてくると言うのなら、そうするしかないでしょう」

　言い切った母さんは、それでロッジに戻ろうとする。

「でもそれじゃ、父さんの捜索は……っ？　プロトⅢのことはっ？」

　危険を承知で山を下りるの自体には、俺も反対じゃ無い。居ても立っても居られないのは同じなんだから。

「あなた達ふたりを危険にさらしてまで、あの人が自分を探して欲しいと思うはずがないでしょう。娘と息子の安全を代償にした手助けなど望んでいないのは、私が一番よく判っているわ」

　母さんの言葉からは強い意志の力が感じられた。

「あなた達の気持ちは、本当に嬉しいわ。でもね、覚えていて。子供を想う親の気持ちも、とても強いのよ」

　母さんは一度山小屋の方へ向けた体を、こちらに向ける。そして右手で遙、左手を俺に差し出す。柔らかい手が俺たちの肩に掛かる。

「あの人は、夫としては駄目な人で、親としても足りない部分があるわ。……それは私自身もそうだから、あの人ばかりを責められないけれど……」

　母さんは、そこで一息ついてから、キッパリと言い切った。

「科学者としては信用できるわ。プロトⅢはあの人が守ってくれると信じて、私はここであなた達の安全を守ります」

　強い目をした『母』がそこにはいた。そう言われては、俺たちに逆らえるはずがない。俺たちは、三人で手を繫つないで山小屋に戻った。ずっとずっとそうしたかったというように、母さんは俺たちの手を強く握りしめていた。俺たちも母さんの手をしっかりと握り返したのだった。




　昼飯後、慎太郎とカムイは山小屋で二人きりとなっていた。

　本気と明里はキャシーの調整に行ってしまい、勇希と康夫はえふさんの修理で、美鈴は部屋にこもっている。遙とラブは本気たちへの差し入れに行ってしまった。

　二人きりの空間に、慎太郎がやや緊張していると、カムイはおもむろに立ち上がり「散歩」と言って出て行ってしまいそうになる。慌てて後を追ったのは当然だった。

　だが、慎太郎は困りきっていた。

　せっかく散歩についてきたというのに、さっきから、一言も会話が生まれていないのだ。

「し、静かだなっ」

　沈黙に耐えかねた慎太郎が最初に口をひらいた。

「そうね」

　カムイの返事はそっけなかった

「ふ、ふたりきりだね」

　今度は返事すらなかった。

「うう……間が持たねぇ……」

　少しだがカムイとの距離が近づいたような気がしていたが、まだまだ壁は大きかった。

　もう少し打ち解けてくれてもいいのにと内心ため息をつく。

「ん？」

　しかし、ここでふと慎太郎は考える。はて、自分はカムイとどうなりたいのだろうか。

　恋人？　それとも、ご主人様と下僕？　今さら友だちというのも変な話だ。

　そもそも自分はカムイのことをどう思っているのだろうか？

　慎太郎の疑問は尽きない。判っていることがあるとすれば、もう一度カムイの笑ったところを見てみたいというくらいだ。残念ながらその道も険しそうではあるが……

「……やっぱり、そうなのね」

　考えに沈んでいた慎太郎の耳に、カムイの呟つぶやきが届く。

「ん？　悪い、何がそうだって？　ちょっと聞いてなかった」

「あなたの話ではないわ。大河原美鈴博士のことよ」

「は？　マジのかーちゃん？」

　なぜ、その名前がここで出るのか。

「いくら大河原美鈴博士でも、この状況では現状打破は無理だったのね。……そして、膠こう着ちやく状態でもここに残るというのならば、もう私がここで得られる物はないということだわ」

「は？　カムイ？　何言ってんだ？」

　慎太郎の問いには答えず、カムイは空を見上げる。明るい日光の中で、艶つややかな黒髪はエンジェルリングを浮かび上がらせる。美しい人はとても気高く、そして寂しげに見えた。

　ロボットである彼女は、一体何を思ってこの青空を見上げているのか。自分よりも遥かに強い存在だと知っているのに、慎太郎は彼女を守りたいという気持ちがわき上がる。

「なぁ、カム……」

「私、ここを出て行くわ。あなたから彼らに伝えておいて」

「はぁ!?　出て行くって……ええっ!?」

　驚きで目を丸くする慎太郎に、カムイは無表情だった。

「襲って来てくれるのを待つより、こちらから侵入した方が話は早いわ。それならネットワークのある場所に移動した方がいい」

「は？　侵入ってそんなことできんの!?」

「してみせる」

　カムイは短く返すと、ほんの一瞬、微ほほ笑えみを浮かべた。

　そして慎太郎が次の言葉を口にする前に、傍かたわらを駆け抜けその姿を消したのだった。




　母さんとの話し合いが、まさかの形で終わった後、遙は明里さんとラブの所へ説明に行き、俺は姉さんたちがいる作業場に向かった。さっきの母さんの話は、勇希姉に伝えておくべきだと思ったからなのだが、そこにはすぐに思い掛けない人物が飛び込んできた。

「ヤッバイ！　やばいんだ、マジ！」

　息せき切った慎太郎は、部屋に飛び込んでくるとその場でうずくまった。

「おい、大丈夫か？」

「い、息、ツラ……」

　日頃の運動不足は、ここ数日程度の力仕事では解消できていなかったらしい。

「落ち着けよ。とりあえず、水でも飲んで……」

　姉さんと一緒に作業していた康夫が声をかけるが、慎太郎は慌ただしく首を振る。

「そんな場合じゃ、ねえ……っ！　カムイが……カムイが行っちまったんだっ！」

「はぁ!?」

　慎太郎の衝撃発言に、みんなが固まる。しかし、すぐに勇希姉が我に返った。

「待て、カムイが行ったとはどういうことだ？」

「ネットワークに侵入するとか言ってた……！　なんか、大河原博士がここにいるならとか、なんとかも……」

　その言葉にハッとなった。

　もしかしてさっきの会話を、カムイは聞いていたのかもしれない。いや、そうなんだろう。ロボットの聴覚は人間と比べものにならない。

　そして、母さんが情報の収集を諦めたことを知ったカムイは……

「やばいだろ、カムイは０ラブシステムを搭とう載さいしてるんだ。外では狙われてるんだぞ！」

「そうだよ！　だから慌てて戻ってきたんじゃねーか！」

　一瞬の迷いの後、俺はすぐに決断した。

「勇希姉、俺たちを山の下まで車で送ってくれ！　カムイを連れ戻そう！」

「はぁ、何を言っている!?」

「このままじゃカムイが危ない。見過ごせるわけないよ。それに、カムイ自身も言ってたけど……これ以上、敵の手に０システムを渡したら何が起きるか判らない！　頼むよ！」

　今、０システムは二対二なのだ。それだけが最後の砦とりでだと言ってもいい。俺たちだって山を下りようと思ったくらいだ。カムイが焦りを感じていても仕方ないと思う。でも、せめて相談してくれたって……いや、言い訳だな。俺はただ、カムイが心配なんだ。ラブの姉であり、クラスメートだった彼女は、もう間違いなく俺たちの仲間だから。俺は、姉さんを見つめる。

「……キーは母さんが持っているぞ。その話を聞いて簡単に渡してくれるとは思えん」

「キーなら、ある」

　俺はポケットから車のキーを取り出した。さっき、母さんから渡された鍵かぎだ。車の場所も判っている。勇希姉に康夫、慎太郎が目を丸くしてる。

「さっき、ちょっとな」

　母さんを止めておいて勝手に車を使ったら、きっと怒るだろう。でも……

「頼む、姉さん！」

　幸運のキーを持って、俺は頭を下げた。

　ごめん、母さん。絶対無事に帰ってきて叱しかられるから許してくれ！

　俺たちは走り出した。仲間を取り戻すために。














第三章　最悪のクリスマス









　カムイの隠れ家にあった廃車を修理した車は、意外な速度で山道を下っていた。

　先行する黒髪の超高性能ロボットに少しでも早く追いつくにはありがたいが、サスペンションがボロボロなので、ひどく揺れる。登る時もひどかったが、降りる時はもっと過か酷こくだった。

　スピードが出てる分、ちょっとした凹凸でも盛大に車体が跳ね上がり、さっぱり衝撃を吸収してくれない。更に言えば、勇ゆ希き姉ねえの運転は少し……いや、かなり危なっかしかった。

「いでっ!?　いでででっ！　ちょっ、これやばいっ」

「勇希姉っ！　もっとゆっくりいいいいいっ！」

「勇希先輩っ、お、落ち着いて運転してください！」

「うるさい！　今は話しかけるな！」

　ハンドルにかじりつくように運転する勇希姉の目は真剣だった。

　ていうか、真剣すぎた。

「ディーゼルエンジンとはシリンダー内の圧縮加熱された空気に軽油などの液体燃料を噴射することにより着火させピストンを押し上げるという実に単純な構造だ。燃料の噴射量とボアストローク比さえ知っていればなんていうことはないのだ。大丈夫、理論は完かん璧ぺきだ！」

　言葉とは裏腹に、勇希姉はちっとも大丈夫じゃなさそうな目つきで正面を凝視していた。

　教習所で手動運転の技術は必修だとはいえ、普段はロボットカーにしか乗らないのだ。

　でも……だったら、もう少しスピードを緩めて欲しい。慎しん太た郎ろうも真っ青になっていた。

「おい、マジ！　これ大丈夫なのか!?　カムイを見つける前にオレたちの方がどうにかなっちゃうとかありえねーぞ！　ジョーシキ的に考えて！」

「んなこと俺に言われても困るって！」

「だ、だだ、大丈夫だよ！　勇希先輩なら！」

　こんな時でも康やす夫おは勇希姉の熱烈な支持者らしい。

「喋しやべるな！　舌を嚙かんでも知らないぞ！　窓から外を見ろ！　カムイの痕跡を探せ！」

　不安を打ち消そうとしているのか、いつもよりテンションの高い勇希姉。

　指示に従って、俺たちは必死で外を見る。カムイがどこに向かっているのか、俺たちにはまだ、さっぱり判っていなかったのだ。




　コンコンコンと慌てた調子でノックが響く。美み鈴すずは、不審げに顔をあげた。

『おばさま、大変です！』

　自分に割り当てられた二階の部屋でパソコンを操作していた美鈴は、ドア越しに声をかける。

「入っても大丈夫よ、遙はるかさん。大変って何が？」

　ドアを開けて入って来た遙は、ここに来てからずっと浮かべていた笑顔ではなく、焦ったような怒ったような表情を浮かべていた。

「おばさま！　マジくんたちが、車で街に降りました！」

「なんですって！」

　血相を変えて立ち上がる。ついさっき、本もと気きは自分を止めたばかりなのだ。

　子ども達を危険から遠ざける為に、地上に降りるのを諦めた美鈴から見れば、手ひどい裏切りにあったような気さえする。遙は、真っ青になりながらも誤解を解こうとする。

「ラブが言うには、カムイがその直前にいなくなってるみたいなんです！　マジくん達、たぶん、カムイを連れ戻しに行ったんだと思います……その、勇希さんも一緒みたいで」

「あの子達……」

　自分がここに残って、ふたりの子どもが山を下りるなんて本末転倒だ。

　痛み始めた頭を抑えるようにして、美鈴は自分の中の冷静さを全力稼働する。

「勇希が車を運転しているのね。マジに鍵を預けっぱなしにしたのは失敗だったわ」

　本気に車の運転が出来る訳じゃないから、油断していた。ただ、本気がひとりで行ったというよりは安心だった。カムイを追って行ったのも間違いないだろう。冷静な勇希が無茶をするということは、よほどの突発事態に違いない。

「……とにかく、勇希たちに連絡を取りましょう。何が起こっているか確認しないと」

「でも、ここからは携帯がつながらないです。管理棟まで降りないと……」

　ふたりが頭を抱えていると、ウィィンと車くるま椅い子すが階段を登ってくる音がする。

「遙ちゃん、周り見てみたけど康夫くんと慎太郎くんもいないね。何してるんだか、男ども」

　明あか里りの後ろにはしょんぼりしたラブが付き添っている。

「ふたりじゃなく、四人で車で山を下りたのね。カムイを探しに……。山を下りるのは危険だからってさっき私を止めたばかりだって言うのに、まったく……」

「ホントにひどいですよね！　行くなら、私たちも連れて行って欲しかったのに！」

　ぷりぷりと怒った遙の顔は、笑顔でいた時よりなぜか親友の湊みなとを思い出させた。朗ほがらかで優しい人だったけれど、強く怒ると怖い親友だった。

「ごめんなさい……ラブが、すぐに確認に行けばよかったです……」

「ラブは悪くないよ。もしマジくんを追いかけてたって、命令されたら従うしかないんだもん」

「そうそう。悪いのはぜーんぶ男子。世の中はそういう風に出来てるんだよ」

　剣けん呑のんな軽口を叩いて、明里は場の空気を和なごませようとする。

「……心配ね。こうなってしまっては……無事を祈るしかないわ」

　残された女の子達は、心配そうに窓の外を見た。冬の昼間は短い。すでに陽は暮れかかっている。管理棟に行って電話なりネットを繫つなぐのも、明日にした方がいいだろう。更に言えば、夜道を徒歩で追いかけるなんて無む謀ぼうができるはずもない。

「あの……ラブなら追いかけられます。マスターを探しに行ってもいいですか？」

「「「駄目！」」」

　三人の声がかぶる。

「ラブちゃんが一番狙われてるんだよ！」

「でも……マスターたちが心配です。それに狙われてるの、カムイさんもですよ」

　心配そうなラブを諭さとすように、明里がラブの肩を抱く。

「あたしも大おお河が原わらくん達が心配だよ。でも、ラブちゃんもいなくなったら……遙ちゃんは誰が守るの？　大河原くんは、ラブちゃんがいるから安心してカムイを連れ戻しに行ったんだと思うな。そうですよね、美鈴さん」

　同意を求める明里に、美鈴は苦笑した。

「きっとそうね。私たちをここに残した方が安全だ、くらいのことは思っているでしょうね。下手に動くと、余計に混乱を招くかも。遙さんがラブを、ラブが遙さんを守るって、本気は信じてると思うわ……私たちもいるしね。今は本気たちを信じましょう」

　話しているうちに落ち着いてきた美鈴は、苦笑まじりに遙の方を見た。腕組みして立つその姿はまだ怒っていることを示していたけれど、覚悟を決めたような雰ふん囲い気きがあった。

「そうだね。ラブ、私たち、ここでマジくんを待ってないといけないよね」

「……はい」

　ラブは気落ちした様子で肩を落とした。美鈴は、場をおちつかせるように手を鳴らした。

「まずは帰ってくるのを待ちましょう。そんなに心配しなくても大丈夫よ、遙さん。勇希もついているのだし、無茶はさせないと思うわ」

「はい……待つしかないんですね……」

　頷うなずきながらも心配そうなラブたちに、美鈴は人差し指を立てて、ちちちと振る。

「大丈夫。このまま手をこまねいているつもりもないわ」

　天才ロボット工学者として名を馳はせる才女は、本領を取り戻したようだった。

「ふふ、明日になったら少し状況は変わるはずよ。私だって、何も準備せずにここを出ようとした訳じゃない」

「え？」

「まだ内緒よ。だから、明日、またどうするか考えましょう。それまでにマジたちも帰って来るかもしれないでしょうし、ね」

　最年長の言葉に、三人は頷くしかない。美鈴もまた、一筋縄ではいかない人物なのだ。何が起きるのか聞きたそうな明里を制して、遙が、気を取り直したように言った。

「じゃあ……とりあえずご飯食べましょう。お腹を空かせていても仕方ないですし、用意出来てるんです。マジくんたちの分も食べてやるんだから！」

　やっと三人から笑いがこぼれる。

「腹が減ってはナントカって言うもんね。でも四人分は無理かにゃ～。頑張るよ、遙ちゃん」

　明里も笑って明るく返答した。まったく逞たくましい子達だと美鈴は思う。

　だが、ラブはまだ悲しげにうつむいていた。

「ラブは、なにもしなくていいんでしょうか……」

「いいのよ。マジくんたちの分までしっかり食べてしっかり力をつけておくの。それで……」

　そこで、遙はわざとらしく声のトーンを落とす。

「帰ってきたら、泣くまでお説教するから……」

「は、遙さん怖いです」

「こりゃあ大河原くん……無事ではすまないね」

　迫力満点な笑みをうかべる遙に、ラブと明里は顔を見合わせた。

「あはっ、あははははっ、遙さん、素敵ね。そうそう、そのくらいでないとね。あー、私もバカ亭主にそのくらいしておけばよかったわ」

　顔を赤くする遙の頭を撫で、美鈴は満面の笑顔で歩き出す。

　――こんな素敵な子達を泣かせたら、お仕置きだからね、マジ。

　彼女もまた、子ども達を泣くまで叱しかり飛ばす覚悟を固めていたのだった。




「うっ……」

　突然、背筋のあたりをなんとも言えない寒気が襲った。

「どうしたの？　マジ」

「いや、なんでもない。ちょっと寒かっただけだから」

　なんとなく嫌な予感がしたけれど、今は不吉なことを言うべきじゃない。陽が落ちて周囲は暗くなりはじめてた。なんとか無事に山を降りて、車は国道をひた走る。

　ここまで来ると勇希姉も運転に慣れたのか運転もスムーズだった。

　しかし、ここまでカムイの痕跡を見つけることは出来ていない。ラブを連れてくるべきだったかもしれない。でも、山小屋が襲われたらと思うとそれは出来なかった。

「慎太郎、何か他にカムイが行きそうな場所の手がかりとかないのか」

「んなこと言われても……カムイはなんも教えてくれなかったし。それどころかずっとオレのこと避けてるみたいだったし……」

「こんな時にヘコまないでくれ。なんでもいいんだ。覚えてることなんでも言ってみてくれ」

　慎太郎はしばらく思案して、急に何かを思い出したらしく目を大きく見開いた。

「そうだ……！」

「お、なにか思い出したか？」

「あ、ああ……オレも我が目を疑ったんだが……」

「な、なんだ？」

「慎太郎、勿もつ体たいぶらずに早くっ」

　俺も康夫も固かた唾ずをのんで慎太郎の言葉の続きを待った。

「実はな、カムイの頭のコネクターは何種類かあってその日の気分で付け替えてるみたいなんだ！」

「…………」

「…………」

「オレもぜんぜん気づかなかったんだけど、昨日の朝見ちゃったんだよ！　鏡の前でどれにしようかなって迷ってるのを！　こう、まるで洋服選びでもしてるみたいにっ。あ、あと寝る時は下着だけで寝てるっぽい。でもベッドでは絶対に寝ないんだ。ベッドには枕をいれて人が寝てるみたいな形だけ作って、部屋の隅にうずくまってじーっとしてるんだよ」

　ダメだ。慎太郎の観察眼は何の役にも立たない内容にしか使われてない。

「康夫、近くまで行けば、アラシが追えると思うんだよ。とりあえず、カムイが俺たちをかくまってくれた隠れ家を当たってみよう」

　ラブの代わりといってはなんだけど、アラシを連れてきている。人型と違って構造が単純なアラシは、既にパーツ単位で分解してナノマシンを除去してある。アラシの持つ追跡能力は役に立つはずだった。

「マジ、アラシに電源入れて大丈夫なのかな？」

「そうだな。一度感染したナノマシンを除去したとはいえ再び乗っ取られる可能性はある。出来る限りシールドは試みたが、あとは実際に起動してみるしかないな。ロッジでは危険で出来なかったが……」

「なるほど！　さすが勇希さんですね！」

　勇希姉の説明ですべて納得、という表情になる康夫。現金だな、おい。

「ちょっ、おまえらなんで急に話を変えるんだよ！」

　慎太郎が怒鳴る。

「おまえがさっぱり当てにならないってことが判ったからだ」

「慎太郎、一応言っておくけどストーカー行為は犯罪だよ」

「ひでぇ!?　それでも友達かよ！」

　友達だからこそ聞かなかった振りしたんじゃないか、慎太郎。

「ていうか、おまえよくカムイにバレなかったな」

　見つかったら息の根止められてたかもしれないのに、命知らずなやつだ。

「あ、それそれ！　実はそれで気づいたことがあんだよ！」

「気づいたこと？」

「こないだ学校に現れた時に一匹捕まえといたんだ」

　そう言って、慎太郎が見せてくれたのはカムイのホタル型ナノマシンだった。

　しかもそれはほのかに発光していた。

「おまえこれ……まだ作動してるじゃないか」

「そうそう。んでさ、こいつをポケットに入れてるとなんかカムイに気づかれにくいんだ」

「気づかれにくい？　それって、慎太郎の思い過ごしとかじゃなくて？」

「ほんとだって！」

　真顔で反論される。言われてみれば、カムイのそばに近づいても見つからなかったんだから、噓とばかりも言い難い。常に敵に狙われることを想定しているカムイは、普段からナノマシンを周囲に放って警戒していた。ナノマシンはカムイのもう一つの感覚器官だ。

　つまり、このホタルはカムイの一部とも言えるわけだ。慎太郎の行動に気づかない訳がない。

「慎太郎、それって、気づかれなかったんじゃなくて、危なくないって確信できるから無視されていたんじゃないか？」

「な、なんですと！　オレ……ばれてたの!?」

　そう考えた方が納得がいく。勇希姉も同意するように頷うなずいてくれた。

「我が愛する弟の推理を支持する。カムイは、危険に対して非常に敏感だ。逆に言えば、危険がないと判断すれば、他のことに集中するだろう。必要な時だけ反応すればいいんだからな」

　要は、慎太郎のポケットに入っているホタル型ナノマシンは、カムイにとって常時監視しなければならない対象ではなく、むしろこのホタルのいる周囲は安全だ、という認識なんだろう。

　膨大な数のナノマシンを操るカムイが、ホタルの形にナノマシンを結合させているのは、選択的に情報や危険を収集する為……そう考えれば、辻つじ褄つまが合う。

「オレ……男扱いされてないってことかなあ……」

　相変わらず明後日の方向に悩む慎太郎を尻目に、俺はカムイのホタルロボットを見つめていた。もしかしたら……これが突破口になるんじゃないか？

「ちょっと待て。慎太郎、これ、お手柄かもしれない」

　ガタガタ走るボロ車の助手席。俺は工具箱とノートＰＣを取り出して、作業を始める。

　仲間達が、その手元を固かた唾ずを呑のんで見守っていた。




　食事が終わっても自室に戻ることなく、美鈴と遙、明里は暖炉の前に座っていた。本気たちと勇希のことが心配で、一人になるのは心細かったのだ。空はとっぷりと暮れて、夜気が壁越しに忍び寄ってくる。

「今夜は、雪になるかもね」

「……12月だから仕方ないけど、寒いのはイヤですね」

　ため息まじりの美鈴に、遙が同調する。

「雪か……あれ、そういえば、何か忘れてる気がするにゃあ……なんだろ」

　明里が、何かを思い出そうとするように首をかしげる。ＴＶは想像以上に電気を使うので起動させていない。ラジオも国営放送くらいしか入らないので、警察の動きを気にしている美鈴はともかく、明里たちは聞いていなかった。文明から隔かく絶ぜつされた暮らしで、何かを忘れているような……。車くるま椅い子すの美少女がうーん、と唸うなった瞬間、いきなりドアが開く。

「た、たたた、たいへんです！」

　食器を洗いに行ってくれていたラブが、慌てた様子で駆け込んでくる。

「どうしたのラブ？」

「たいへんなんです！」

「どうしたの！　大変だけじゃ判らないわ！　論理的に話して！」

　本気たちから何か連絡があったのかも。美鈴が苛いら立だったように言う。

「えと、だから、その……とにかくたいへんなんです！」

　遙が困った顔になる。ラブが焦っているのは判るけれど、内容はさっぱりだ。

「落ち着いて話してごらんなさい、ラブ」

「ラブ、ほら深呼吸して」

「は、はいっ……すー……はー……」

　人工の美少女は深呼吸して落ち着こうとする。どこから見ても人間の仕草で、美鈴は親友の残した０ラブシステムと、夫の作り出した実証実験機であるラブに嫉しつ妬とめいた感情を抱く。そんな自分の性さがに苦笑しつつ、息が整うのを待って、美鈴はもう一度尋ねた。

「ラブ、何が大変なの？」

「はい、灯りが……下の管理棟に灯りが見えました！」

　ガタッと音を立て、美鈴が立ち上がる。

「なんですって……まさか、侵入者が？」

　遙たちも顔を見合わせた。この山小屋から直接見える場所ではないのだ。

「ラブ、ひとりで見に行ったの？　一人で行動しちゃいけないって言ったでしょ」

　遙に叱しかられてラブは首をすくめるが、それでも気丈に言い返した。

「ごめんなさいです。ラブは……帰ってくるまでカムイさんの代わりに……見回りをしてました。そばまでは行ってないです！　まずは報告にって」

「カムイの代わりって？」

「カムイさんは、この合宿施設全体にゼロを使って結界といってもいい規模の侵入者感知システムを作って、毎日確認してくれていたのです。今日は、ラブがそのお仕事をしていたのです。ごめんなさい……カムイさんに秘密にするように言われて、黙っていました」

「……カムイちゃん、いい子だったんだねぇ」

　明里は、なぜか満足そうに微ほほ笑えむ。

「……と言うことは、カムイの警戒が解けた途端、敵に居場所を気付かれたのかしら？　でもだとしたら、すでにここを襲われていてもおかしくない……何が起きているの？」

　険しい表情をした美鈴が、不審そうに首を傾かしげた。

「ラブ、確認しに行ってきます！　遙さんたちは、逃げる準備をしてください！」

　そう言って、ラブはまた外に駆け出そうとするのを遙が慌てて止めた。

「待ってラブ、一人じゃ駄目、私も行く」

「そうそう。遙ちゃん、あたしキャシー装着するから手伝って！」

「でも、ラブは遙さんたちを守るために行くのです！　一緒に来てはいけないのです！　遙さんたちに何かあったら、マスターがとってもとっても悲しみます！」

　真剣なラブを、遙はぎゅっと抱きしめた。

「……バカね。ラブに何かあっても、マジくんは同じくらい悲しむでしょ」

　目を見開くラブに、明里も優しく手を乗せる。

「それに、ラブちゃんがそばにいない方がずっと危険っしょ？　私たちに対抗手段はないんだよ？」

「う……」

　暖炉のそばで温めていた防寒着を着ながら、美鈴も頷く。

「その通りね。みんな一緒に行動した方がいいわ。逃げるにしても一緒にいた方がいいでしょう。あなたたちは私が守るわ。二階に武器に使える物があるから、用意するまで待ってね」

　一斉に二階の階段を駆け上る三人を、ラブは呆ぼう然ぜんと見送るしか無かった。

「ふええ……皆さんかっこよくて……ラブ、胸がじんじんするです」

　ラブは、遙みたいな人間になりたいと思っていた。今は、心の奥に遙の母の記憶も感じる。

「人間って……素敵ですね」

　機械仕掛けの心に、何を記録し、何を構築したらラブは本当の人間になれるのだろう。

　それが判ったら、ラブは初めてカムイに伝えられる気がした。

　――０ラブシステムは、危なくなんかないです。だって、人間と同じなんですから。

　やっと言葉になりはじめた気持ちは、ラブの目指すものを示しつつあった。




　カムイはビルの谷間を飛び越えながら疾走していた。敵に狙われている以上、迂う闊かつに痕跡を残すわけにはいかない。移動中も常にナノマシンを周囲に張り巡らし、時には街の一区画すべてを覆うこともあった。エネルギーの消費は激しいし、常に大量の情報が流れ込んでくるので気が休まる時がないのが難点だが、それでも視覚や聴覚とは段違いの安全性が保証される。

　しかし、山のロッジで生活している間、しばしばカムイの警戒範囲に入りこんでしまう人物がいた。それが川かわ森もり慎太郎だった。ナノマシンは慎太郎を自分たちの仲間だと認識してしまうようで、かなり接近するまで存在に気づかないことも珍しくなかった。

　幸い川森慎太郎は自分に危害を加える意思がない。それどころかある種の好意すら抱いているふしがある。だからこそ、危険という見方もあるが……他にやることが多すぎて、カムイは放置した。そういえば、本当に危険な範囲に近づいたときに警告させるために、慎太郎には一、二体のホタルロボットを付けっぱなしだった。時々話しかけられてうっとうしかったから、回収しておけば良かった。それ以外のゼロで作った結界は、ラブが引き継げるはずだ。

　ふと、自分がロッジでの生活を思い起こしていることに気づいて、カムイは表情を改めた。雑念を払って周囲に集中する。今は余計なことを考えている場合ではない。

　一刻も早くプロトⅢを見つけなければいけない。そこにはきっと大切なあの人がいる。

　だけど……ふと考えてしまう。もし、すべてが終わったなら自分はふたたびあの場所に戻ってもいいのだろうか。そもそも自分はどうしたいのか。

　川森慎太郎。ラブ。そして、久く遠おん遙。

　今の私は彼らのことをどう思っているのだろうか。カムイは知らず知らずのうちに自らに問いかけていた。何のためにあの場所を飛び出してプロトⅢを捜しに来たのかを。

　どう考えても、その目的が以前のようにすべての０システムを破壊するということだけではないと、カムイは、認めざるを得なかったのだ。




　四人でこっそりと山を下っていくと管理棟施設らしい建物のシルエットが黒く見えてくる。

　それには確かに、夜の山道にはひときわ目立つ灯りがともっていた。施設全部の窓に灯りが見えるのではなく、それは一カ所を照らし出しているようだ。

「ラブが先に行きます！　遙さんたちはラブの後ろにいてください」

　遙たちを守らなければという使命感に燃えたラブが、前に立つ。

「ね……あの場所、温泉じゃないかな？」

　キャシーを装着した、明里が口を開く。

「そう言われれば、会長の言う通りかも」

　夏に来た時に、遙たちはこの施設で何度も温泉に入ったのだ。場所は覚えている。

「そう言われればそうね。私が確認したときは鍵かぎがかかっていて使えそうもなかったのに……。近くに住んでいる従業員が温泉に入りに来たという可能性もあるけれど、気を緩ゆるめずに行きましょう。ラブ、ゼロの探知範囲に入ったら様子をうかがってみて」

「はい、お任せください。もうすぐ探知範囲に入ります」

　それから数メートル進むと、ラブは立ち止まった。手から淡いゼロの光を放つと、それが明里に向かって伸びていく。ラブはカムイと違って、こういうゼロの使い方にまだ慣れていないのだ。真剣な表情で、遠くにある建物をじっと見つめる。

「うう……湯気と熱気で感知が難しいです……えっと……あっ、温泉の中に……人間の体温が確認されました……おそらく、一名……いえ、二名です」

「人間だけなの？　ロボットが活動している気配はどう？」

　プロトⅢを奪った相手であれば、ロボットを操る手段を持っているはずだ。人間だけで行動しているとは考えにくかった。美鈴は、武器代わりに持ってきたバッテリー式のレーザーカッターが起動することを確認する。鋼鉄も切り裂くこれなら、多少は武器になるだろう。

「ゼロに加えて、集音システムを拡大します。温泉のボイラー等、機械の駆動音はいくつかしますが、異常な動きは感じられません。あ、歌が聞こえます」

「う、歌って……？」

「あ、これ、ラブの音声認識にある声です。ええと、声主検索、小こ松まつ崎ざき公きみ恵え……」

　自分の声に驚いたように、ラブが目を見開く。

「「キミちゃん先生ーっ!?」」

　遙と明里の声が重なった。素すっ頓とん狂きような声は、暗い夜の森に空むなしく木霊こだましたのだった。




「あ～～～～、ぎもぢいいい～～～～」

　大浴場の外に備え付けられたマッサージチェアの上で、小学生にしか見えない少女ががぶるぶる震えていた。

「温泉に入って～～、マッサージして～～、最高ですねぇ～～。これで、素敵な男性と一緒だったら言うことなしなんですが～～」

　すっかり油断しきったその姿からは、三み十そ路じをひかえた大人の女性という雰ふん囲い気きは微み塵じんも感じられない。女教師、小松崎公恵である。

「うふふふ……さーて、この後はおまちかねのビールで……」

「なにをやってるんですか、小松崎先生」

「はうあっ!?　遙さんたち、なぜここに!?」

「それはこっちのセリフです」

「ち、ちがうんですよ！　これは別に教師の職権を濫らん用ようしてるわけじゃないのですよ！　まじくんのお母様に頼まれてお手伝いに来たけれど、予定より早く着いたので、管理人さんに鍵を早めに借りただけなのです。なので、今夜は一晩貸し切りで温泉を楽しみつつ朝まで飲んで昼過ぎくらいにのんびり起き出してみなさんのところに顔を出そうとかそんな自じ堕だ落らくなことはこれっぽっちも考えてませんでしたよ!?」

　いつものことだが、言い訳がすべて自白になっている。

「小松崎先生、良かったわ。明日になると思っていたのにもう来てくれていたのね」

　あれだけドキドキさせられたのに、笑顔で対処する美鈴は大人だ。遙と明里、そしてラブは、どうしていいか判らず呆ぼう然ぜんとしている。これまでの緊迫した日々が台無しだった。

「はうっ!?　まじくんのお母さんまでいらっしゃるとはっ！　はわわわわっ！」

　父兄にまでだらしない姿を見られてしまう予定はなかったらしく、公恵先生は今更慌て始める。イタズラを見つかった子どもそのものだ。遙は、あることに気づいた。

「おばさまが言っていた『明日には』って小松崎先生が来る事だったんですね」

「ええ、そうよ。ロボロボ部の顧問ですものね。私は山を下りるつもりでいたから、代わりに大人が必要だと思って。それに、街への移動手段も必要でしょう？　だから公恵先生に車で来てくださるようにお願いしたの」

「指定された車種がマニュアルなので驚きましたよぉ～。免許持ってますけど、教習所出てから初めて運転しました～」

　私、頑張ってますよ、と言わんばかりに公恵先生は全裸でも膨ふくらみが目立たぬ胸を張った。

　状況が判ると、次第に緊張がほぐれてきたのか、明里は人の悪い笑顔を浮かべた。

「それにしても公恵先生、ひとりで貸し切りとは豪勢ですにゃあ。もしかして、ご馳ち走そうもいっぱい持って来てるんじゃないですかぁ？」

　文明的な食事から離れていたのだ。ビールと共に持ち込まれているであろうおつまみや食料に興味が出るのは仕方ないだろう。公恵先生は胸を叩いた。

「何を言っているんですか、明日のためにキミちゃんは……」

「あれっ！　おかしいです！　生体反応ありです！」

　公恵先生の言葉は、ラブの声に遮さえぎられた。

「さっき、ラブが調査した時には、ふたり分の反応があったのです！　公恵先生だけしかいないんでしたら、他に侵入者がいます！」

　一気に緊張感を取り戻す遙たち。ところが、公恵先生は困った顔をしていた。

「あ、は、はい、ひとりで来る予定だったんですけど……実は、どうしても一緒に来ると言ってきかない人が……」

　タイミング良く、がらりと温泉のドアがあいた。

「先生、くつろいでないで、さっさと遙の所に向かいましょう！　今日のブログも更新したし、やることすみましたから！　どうせなら、遙と温泉に入りたいです！　……って!?」

　ドアから入って来たのは、見慣れた顔だった。満面の笑顔を浮かべ、手を広げて走り出す。

「遙！　会いたかったわ！　もう、親友の私に黙っていなくなるなんて冷たいじゃないっ」

「え……富とみ子こ、どうしてここが判ったの……？」

　宮みや武たけ富子は迷わず遙に抱きついた。新聞部の部長であり、新ロボロボ部の部長だった眼鏡めがねの少女は、遙と同じクラスの友人だ。一方的に遙を親友認定し、本気をライバル視していたりするが、ロボロボ部の良い協力者だった。

　驚く遙に、富子は自慢げに前髪を払った。

「ふっ、私の情報網もうを甘くみてもらっちゃ困るわ。ていうか、学校で公恵先生に会ったらなんかコソコソ怪しかったから問い詰めたらあっさり白状したわ。あ、富子って呼ばないでね」

「公恵先生……なるだけ、他に知られないようにお願いしていたのに……」

「うう……めんぼくないです。ご存じの通り、宮武さんはしつこくて……」

　しゅんとした公恵先生に、遙たちは同情を禁じ得ない。もちろん富子は意に介さない。

「ていうか、いったい何が起こってるのよ？　原因不明の火事は起こるし、大河原博士は行方ゆくえ不明だし、あんたたちはいきなり音信不通になるし」

　富子に話すべきか、遙は悩んだ。しかしここまで来てしまった以上、もはや巻き込んでしまったも同然だろう。ロボコンまで一週間ほど、街に返すよりも、ここにいさせた方が安全かもしれない。というか、街に下ろすと絶対に世界中に発表されてしまうだろう。

「おばさま、こうなったら富子にも事情を話します」

「ええ、仕方ないわね。でもくれぐれも他に漏もらさないようにね」

「大丈夫です。事件が解決するまで記事にしたりはしないように言っておきますから。ね、富子。親友を裏切ったりしないわよね？」

「も、もちろんよ！　だから微ほほ笑えみながら意味ありげに首筋に触れるのはやめてくれると嬉しいな！　そこ頸けい動どう脈みやくっていうのよ？　人体の急所よ？」

「そんじゃ、つもる話はお風呂の中でしよっか。これこそ裸の付き合いってね。宮武さん良かったねー、バッチリ遙ちゃんと一緒にお風呂はいれちゃうよん♪」

　先ほどまでの緊張をほぐすように、明里はにんまり笑って服を脱ぎだす。

　遙と美鈴、そしてラブもため息をつくと、明里を見習うことにした。




　緊張で気づかなかったけれど、夜の冬山を歩いて身体からだは芯から冷え切っていた。

　久々のたっぷりとしたお湯に、女性陣は下界に降りなかったことをちょっとだけ感謝していた。がさつな男子はともかく、勇希はきっと浸かりたかっただろうな、と同情する。

「そういうことだったのね……」

　珍しく富子が神妙な面おも持もちをして言った。

　温泉を楽しみながら、遙は今ロボロボ部が直面している危機や自分の両親の件をかいつまんで富子に説明した。そしてこの件が公おおやけにはできないことも合わせて説明しておいた。

「遙っ、感動したわ！　こんな辛つらい体験を打ち明けてくれるなんて、友情を感じずにはいられない！　これでもう私たち親友を超えて心の友と言っても過言ではないわ！」

「ふえええええん！　は、はるがざんにぃぞんながなじいごどがあっだなんでぇええええ！」

　ついでに聞いていた公恵先生に至っては大号泣だった。

　もしかすると二度目のお風呂に持ち込んでいるお酒のせいかもしれないが。

「判ったわ遙。この件は記事にしない。ジャーナリストとしては、こんな重大な秘密は公表しなければいけないところだけど……遙の気持ちもあるし、それに大河原くんのお父さんや、ラブちゃんの妹の命がかかってるのなら仕方ないわね」

「ありがとう、富子」

「いいのよ遙！　だって私たち〝心の友〟じゃない！　あ、でも富子って呼ばないで！」

　遙はくすりと笑う。

〝心の友〟を自称する友人のいつもの口くち癖ぐせを聞いて、なんだかホッとしていた。

　この一週間でいろいろなことが変わってしまったけれど、変わらないものもたくさんあるのだと判ったからだった。
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「それで、遙は飛び出して行った大河原本気に怒っているのね!?」

「ええ、そう！　マジくんだけじゃなく、川森くんと高たか倉くらくん、それに勇希さんにも怒ってる！　私を置いて行って心配かけるなんて」

「マジくん……だとぉ！」

「まあまあ、遙ちゃん。それはあいつらが帰って来てからじっくり。今はただ久しぶりの温泉を満まん喫きつしようじゃないの～、はあ、いい気持ち～♪」

「会長、のんき過ぎです！」

「遙ちゃんは心配のし過ぎだにゃ～。だいじょぶ、だいじょぶ、無事に帰ってくるって！」

　ラブが隣でこくこくとうなずいている。

「きっと、カムイお姉さんもマスターを助けてくれると思うのです！　だって、０ラブシステムは人の心と同じ働きをするのですから！」

　美鈴は、純真なラブに微笑みながら、胸の奥で呟いた――だから、恐いんだけどね、と。ラブの思うほど人間が、素晴らしいものだと信じられないくらいには、美鈴は大人だったから。

　温泉に持ち込めるノートＰＣで情報を集めながら、美鈴は自分の思考に沈んでいく。

　少し離れたところで、富子が意を決したというように遙を見つめた。

「遙、私、今まで恐くて聞けなかったことがあるんだけど……秘密を守る代わりに聞いていい？」

「いいわよ。私で答えられることなら」

「……ぶっちゃけ遙と大河原本気の関係ってどうなってるの？」

　直球ど真ん中な質問に、遙は少し驚いた。

「あたしも聞きたいなー。遙ちゃんのキモチ」

　目ざとく明里も話に加わってきた。思わず遙は美鈴の姿を確認する。さすがに母親の前で告げる勇気はない。遠くで美鈴はネットでのチェックに集中しているらしいことに安あん堵どする。

　言ってもいいだろうか。囲まれた視線にうつむきながら、遙はか細い声で答えた。

　ここには、女の子しかいない。そして、今、私はハルカちゃん３原則封印中だ。

「うん……好き。大好きなの」

　勇気を、出した。今は、約束に縛られているわけじゃない。これは、私の、私自身の気持ちだ。

　その瞬間、富子が吠えた。

「おのれえええええ大河原本気いいいい！」

「ちょ、ちょっとどこへ行くのよ!?」

　浴場を飛び出して行こうとする富子を遙が呼び止める。

「もちろん大河原本気のところよ！　やつの息の根を止める！」

「息の根を止めるって、どこにいるかも判らないのに!?　しかもあなた素っ裸よ！」

「大丈夫、私は気にしないから！」

「気にしなさいよ！　あと、いいから落ち着きなさい！」

「私の遙の清らかな柔やわ肌はだに汚らわしい男の手が触れあまつさえ卑ひ猥わいなことをしたかと思ったら落ち着いてなんていられますか！　ていうかうらやま……いや！　うらやま……いや！　うらやま……いや！　とにかく許せないわ！　三回も間違えたわ！」

「卑猥なことなんてまだしてないわよ！」

「まだ、ってことはこれからする予定があるのね！　やっぱりあの男を抹まつ殺さつしないと！」

「だから落ち着きなさいって言ってるでしょ！」

　パコーンと小気味よい音がして富子が大人しくなる。遙が手て桶おけの一撃で沈めたのだ。

「もう、ひとに恥ずかしい告白させといて、どうして私よりも取り乱してるのよ」

「いいれすねぇ～、青春れすねぇ、キミちゃんにもそういう時代がありまひた。ひっく」

　気絶した富子を肴さかなに、赤ら顔の公恵先生は手て酌じやくで冷酒をやりながら目を細める。

「思い出しますねぇ、高校生の頃、好きだった剣道部の先輩のこと。結局、告白する勇気が持てないまま先輩は卒業しひゃって……う、うう……ひっく、ぐす……ふえええええ！　思い出したら泣けてきちゃいましたぁ！」

　どうやら公恵先生は泣き上じよう戸ごらしかった。

「ラブもマスターが大好きです……でも、不思議です。今の遙さんの言葉になんだかラブ、ふわっとしました。遙さんの大好きが伝わってくるみたいな……これなんでしょう？」

　なぜか少し寂しそうな顔をした明里が、ラブに微笑む。

「それ〈ゼロ〉が反応したのかもね。ほら三人で飛んだあの時みたいに」

「そうかもしれません。ラブと遙さんの〝大好き〟は少し違うような……？」

　ラブがしきりに首をかしげていた。それを見て遙は少しホッとする。ラブはまだ「恋をしている」わけではないと判ったから。遙の大好きと違うのはそういうことだ。

「ラブもいつか判る日がくるかもしれないわね」

「ラブにも遙さんみたいな〝大好き〟を感じられますか？」

「うん、きっとできるよ」

　ラブもいつか恋を知るかもしれない。

　その時は自分が力になってあげたいと思う遙だった。明里が、イタズラっぽく尋ねる。

「どうするの？　大河原くん鈍いからそう簡単には気づいてくれないかもよ」

「その時は、私から言います。もう待ってるだけなのも、優等生のフリも終わりにしたいから」

「そっか……遙ちゃんの心は決まってるんだね」

「はい！」

　遙は迷わず答えた。ずっと昔から判っていたことなのに、こうして素直に口にすることができるまでずいぶん長い時間がかかった。それは多分、自分に自信が持てなかったからだと思う。

　でも、かけた時間にはそれだけの意味がある。今は心からそう思えた。

　そして、もう一つの心配を思い出した。ここまで話したら聞いてもいいだろうか。

「私も、実は聞きたいことがあって……いいですか、会長？」

「固い、固いよ、遙ちゃん！　そだな～、みんなの前で明里お姉ちゃんって呼べたら答えてもいいよん？」

「明里お姉ちゃん！」

　遙は即座に言い切った。本気への想いを告白したら、それ以上隠すことはないのだから。

「うおっ、まったくためらいもなし。本気なんだね？　んじゃ、質問に答えようじゃないの？」

　明里が苦笑して言う。すでに聞かれる内容を確信しているかのように。

「明里お姉ちゃんは、マジくんのこと、どう思っていますか？」

　遙はずっと心に引っかかっていた質問を口にした。知りたいような、知るのが嫌なような、複雑な想いは押し込める。

「えっ、好きにきまってるじゃん！」

「よし、殺そう！　なにモテモテなのよ、大河原本気の分際で生意気な！　死刑でオッケイよねっ！　誰も私を止めるはずがない！」

　叫ぶ富子はあっさり遙に無視され、ラブに宥なだめられている。

「それって……どういう好き？」

「んーと、神様、ありがとうみたいな？」

「判らないよ……それ、明里お姉ちゃん」

「うん。判らないよね。遙ちゃんはそれでいいよ。とにかく、お姉ちゃんは遙ちゃんの邪魔はしませんよ～。大河原くんだって、遙ちゃんのことばっかりだよ？　安心すれば」

　明里の宣言に、遙は少し寂しそうに首を傾かしげる。

「家族……なの。遙はマジくんにとって、なくした家族の代わりみたいな……象徴みたいなものなんじゃないかと思う……」

「でも、言われないなら、自分から告白するんでしょ？」

「する！　ちゃんとするから……するつもりだから……するもん……」

　だんだん小さくなる声に、明里は笑い声を上げた。心を隠すように。

　本気への好意がなんなのか、明里はここに来てやっと確信できていた。そう、恋愛感情。それをずっと自分に感じさせないようにしていたのは、遙の存在があったからだ。この可か愛わいい優秀な後輩で幼なじみは、ずっと一心に本気だけを追いかけていた。そして本気も。

　その想いに対抗出来るわけがないと最初から諦めていたのだろう。

　温泉から上がって一休みする遙達を見ながら、明里は思い出す。

　告白くらいはしてみよう。振られるのが判っていても、困らせるのも一興だろうと、勇気を出して言いかけて……その時邪魔をしたのもここにいる遙とラブだった。

「したかったな……一回くらい」

　小さな声で本音をつぶやく。

　でも、神様に恋したって叶うわけがないのだ。そう思って潔いさぎよく諦めようか。

「……うーん、もうちょっとくらい、遊んでもいいよね？」

　二人が想いをちゃんと告げ合うまでは……

　諦めたといって、簡単に消えるほど人の心は自由ではないのだから。

「えー、何か言った？　明里お姉ちゃん」

「んー、単なる独り言だから、気にしないで～」

　可愛い妹を泣かせない程度なら、きっと神様だって許してくれると思うのだ。その方が二人の刺激にもなるだろうし――だから、早く帰って来て無事な姿を見せて欲しい。

　そう願って明里は少しだけ切なく痛む胸を、そっと押さえたのだった。




　アラシを起動するために、落ち着ける場所ということで、久しぶりに俺たちは自宅に戻っていた。セキュリティはまだ生きていて、室内を荒らされた様子もないことにホッとする。

「ふおお……なんだか、懐かしいぜぇ」

「帰る前に、色々と材料を持って行きたいね。予備の人工筋肉とか……」

　久しぶりのガレージに、家主である俺よりも慎太郎と康夫の方が感動していた。

「目をつけられたとはいえ、ここの機械を完全に乗っ取ることはできなかったらしいな。以前、私が作ったセキュリティは機能しているようだ。母おも屋やの家電等は危ないが、このガレージに限れば大丈夫だろう」

　えふさんやアラシはここでないどこかで汚染されていたのだろう。この中にナノマシンは入って来られないということらしい。

「だからここを目指したのか。勇気姉、冴えているね」

「当然だ、我が愛する弟よ。次はお前の役目だぞ。アラシがカムイを見つけられるか、それが勝負だ。ナノマシンのデータはここにもあるが、新たな探査機を作っている時間はない」

　ゆっくりはしていられない。早くカムイを見つけて、ロッジに戻らないと残してきた遙たちが心配だ。家の中の機材は大丈夫だとしても、周囲のロボットが襲ってくる可能性もあるのだ。

「みんな、いいか？　アラシを起動させるぞ」

　俺はアラシの起動ボタンを押した。微かなモーターの駆動音を響かせてアラシが起き上がる。

　大丈夫だ。今のところ不自然な挙動はしていない。緊急拘こう束そく用のネットも機能している。

「アラシ、俺たちが判るか？」

　そう問いかけてみると、アラシは興味なさそうにそっぽを向いて大あくびをした。

「……はぁ、よかった。いつものアラシだ」

　ホッと胸をなで下ろす。繫つないだＰＣに表示されているデータも正常だった。

「あとは、カムイの居所を見つけられるかだな」

「ホタルが発する〈ゼロ〉の波長は解析済みだよ。アラシにも記憶させてる」

「あとは命じるだけでカムイのところへ向かうはずだ」

　慎太郎が持っていたホタルのデータを記録させたのだ。ナノマシンはカムイと繫がっている。きっと痕跡を追えるはずだった。慎太郎は、いつも意外なところで役に立つ男なのだ。

「じゃあ、はじめるぞ……アラシ、猫まっしぐらモード！」

　俺が命じた途端にアラシは起き上がりしっぽをアンテナのようにぴーんと立ててカムイの発する〈ゼロ〉を探しはじめる。

　反応は、思ったより早く現れた。すぐさまアラシはガレージを飛び出して走り出す。

「よし、思ったより近いみたいだ。みんな、行くぞ！」

　俺たちはアラシの後を追って走り出した。




　カムイは台座に腰掛け目を閉じる。頭部コネクターには無数のケーブルが接続されて放射状に広がっていた。やり方は過去の実験の資料に目を通して知っていた。準備は夕方までに整えた。今の今まで決断に踏み切れなかったのは、危険と報ほう酬しゆうのバランスに迷っていたからだ。

　かつてほどの大がかり設備はないが、今回は単にプロトⅢの所在を検索するだけのこと。危険は少ないはずだ。それでも、自分たちの生みの親とも言える久遠湊の命を奪ったのと同じことをしようとしているのだ。失敗すれば暴走してまた誰かの命を奪うかもしれない。

「まったく、『心』なんてやっかいなものを持って生まれたことが呪わしいわ」

　胸の奥にある感情を、カムイは忌いま々いましく思う。

　それは、人間が〈恐怖〉と呼ぶ感情だと、彼女は知っていた。

　自分が壊れるのは、それほどの〈恐怖〉ではない。結果として、無関係な……それどころか、大切な誰かを自分が傷つけてしまうかもしれないという〈恐怖〉と、カムイは戦っている。

　だが、カムイを危険な行為に向かわせるのもまたあの人を助けたいという感情。それはどちらも、カムイが人の心を模した０ラブシステムを持つ、特別なロボットである証あかしだった。

「待っていなさい、プロトⅢ。あなたを必ず見つけ出すわ」

　カムイは大きく深呼吸をして――ヘッドパーツを虹色に輝かせる。彼女は、覚悟を決めた。




　ガレージを飛び出し家を出て、アラシは真っ直ぐ学校の方へと向かっていた。

　最初はまさかと思ったが、後を追ううちに次第にアラシの向かう先が判った。アラシが向かっていたのは旧校舎だ。そこにある俺たちが今部室として使っているあの部屋はもともとカムイが密かに作った設備を流用していたのだ。灯台もと暗しとはこのことだ。

「もしかして、カムイはあの部屋にいるのか!?」

　走りながら慎太郎が叫ぶ。

「たぶんな！　ラッキーだった！」

「くそっ、こんなに近くにいたならもっと早く気づけば……！」

「今は言ってもしょうがないよっ」

「高倉くんの言う通りだ。とにかくカムイを止めなければ。急げっ」

　俺たちは旧校舎の階段を駆け上がった。そして、部室の前まで来た時にそれは起こった。

「なんだ……！」

　部室の中からまばゆいばかりの青白い光が漏れていた。

　その光には見覚えがある。カムイの〈ゼロ〉の光だ。

「かむいいいいいいいっ！」

　慎太郎は雄お叫たけびをあげて部屋に突入していく。

　俺たちも後に続いた。部屋の真ん中にカムイがいた。

　あちこちの機材からたくさんのケーブルが彼女のコネクターへと伸びている。

　それはまるで蜘く蛛もの巣のようだった。

「う……うぐ……」

　カムイは目を閉じたまま苦しそうにうめいていた。

「おい、カムイ！　しっかりしろよ！　くそっ、おいマジ！　これどうすりゃいいんだよ！」

「待て、落ち着け慎太郎」

　真っ青な顔で、勇希姉は周囲の機械が吐き出すデータを確認している。

「馬鹿な！　０ラブシステムはネットワークに繫がらないはずだぞ！　何故こんな無茶を！」

　ネットに繫がってるって……どういうことだ!?

「あああああああっ！」

　カムイの身体からだが大きく跳ね、その口から悲鳴のような叫びがこぼれる。

「カムイっ！　カムイっ！」

「姉さんっ、これって……」

「ああ、カムイの人工頭脳は崩壊寸前だ。０システムも暴走しているように感じられる。こんな数値は、ラブを調べ始めてから一度も見たことがない……危険だな」

　時折悲鳴をあげるカムイを抱きしめている慎太郎。俺は、姉さんを見つめた。

「勇希姉、カムイをネットから引き戻すにはどうすればいいと思う？」

「……難しいな。普通のコンピュータですら、ネットの接続中に強制的に断線すればデータに欠損が生じる。人の心と同等の０システムにどんな影響があるかは……」

　難しい顔をした勇希姉を見ると、とてもじゃないけど実行する気にはならない。

「カムイっ、カムイっ！」

　康夫もカムイを呼ぶ。その時、俺はあることに気づいた。

「慎太郎、ポケット光ってる……それ、カムイのホタルか？」

　呼びかけに反応するように、ホタルが光っている。それは、カムイに聞こえているということではないだろうか。俺と、そして勇希姉も頷うなずく。

　カムイに駆け寄ると、声の限りに呼びかけた。

　まるで、遠くに行ってしまいそうな、大切な人を呼び戻そうとするように。




　カムイは広大なネットワークの中を漂っていた。まさか、こんなにも〝キツい〟とは思わなかった。ネットワークの中にある情報は見ようと思えばいくらでも深いところまで目を向けることができる。だが、その分飛び込んでくる情報の量も桁けた違ちがいに多くなる。

　０システムが、ネットワークに繫がらない理由が判った。この膨ぼう大だいな情報を「感じる」のは危険だ。自分が拡散してしまいそうになる。同時に、ネットワークにとっても、カムイの存在はあり得ない規模の負荷なのだろう。あらゆる場所でデータが不安定化してるのが判る。

　本来は絶対やってはいけないことを、カムイは意図して行っていた。以前から、準備だけはしていたのだ。なぜなら……これは、遙の両親が事故を起こした日に行っていた実験だから。本気の父が、絶対に繫がらない仕様に変更したものを、カムイは自分で強引に繫いでいた。

　ネットの世界は、まるで自分自身が呑のみ込まれてしまうかのようだった。何度も自分がバラバラになってしまいそうになりながらも、プロトⅢの手がかりを探す。だが、見つからない。カムイは覚悟を決め、もっと深いところまで潜ることにした。一瞬で自我がかき消されそうな情報の本流にさらされながら、カムイは必死にプロトⅢを探し続けた。

　いや、本当に探したかったのはプロトⅢじゃない。私はずっと会いたかった。プロトゼロの事故を知り、自らの使命を見み出いだしながらも、本当はずっとあの人に褒ほめてほしかったのだ。

　全身が引きちぎられるような感覚。その奥の奥に、カムイは光を感じた。

　――見つけた。おそらく、あそこが……プロトⅢのいる場所、そして。

『マスター』

　思わず、そう呟つぶやく。一瞬の気の緩ゆるみが命取りだった。

　情報の奔ほん流りゆうがカムイの心を蹂じゆう躙りんする。世界に張り巡らされた、終末の図面が。しかし、その渦うずのような流れが、カムイを問題の中心に近づけていた。

　――なに、これ……ロボットが……

　すべてのロボットが人間に牙を剝むくビジョン。その中枢にいる錆さびたロボットと、泣いている小さな少女。彼女はどこか、ラブを思い出させる姿をしている。

　――プロトⅢ!?

　直感が、彼女を妹だと理解させた。濁だく流りゆうに押し流されながら、カムイはプロトⅢに手を伸ばした。カムイはネットワーク領域にいる。この姿は、単に情報を映像化して認識しているに過ぎないのは判っている。なのに、カムイは必死で彼女に手を伸ばす。破壊しようとしていた０ラブシステムを持つ同型機に。プロトⅢも、カムイに気づいた。

　――止めて。『Ａｃｈｅｒｏｎ』を止めて。

　よく見れば、少女は全身を鎖に繫がれているようだ。現実でも、自由を拘束されているのだろう。カムイの胸に、原因不明の怒りが沸き起こる。

「うおおおおおっ！」

　世界のロボットたちを繫ぐ巨大なネットワークが生み出す流れに逆らうように、カムイはプロトⅢに近づいた。だが、届かない。プロトⅢも自由になろうともがく。プロトⅢにギリギリまで近づいた瞬間、カムイの手に、何かの基板のようなものが浮かんだ。

　プロトⅢは、ホッとしたように微ほほ笑えむ。しかし、そこまでだった。

　――侵入者。プロトⅠ、回収する。

　ネットワークに響いた声は、錆び付いたロボットから発していた。身構えるまもなく、竜巻のような情報の塊がカムイを吹き飛ばす。カムイは膨大な情報の中で自分を見失った。手が届きそうだからこそ無理をし過ぎた。奔流に流され、意識が拡散していく。情報を手に入れても持ち帰れそうにない。自分は失敗したのだ。このままでは、消えて無くなる。ただその事実だけを認識していた。いつか、この日が来ると判っていたけれど、今だとは思わなかった。

　ラブの、本気の、慎太郎たちの顔が目に浮かぶ。カムイの身体から力を抜けた。

　ごめんなさい。誰にともなくカムイが呟いた、その時だった。

　――カムイ！

　誰かに呼ばれた。カムイ。マスターに付けてもらった名前。カムイは自分だ。

　小さな呼びかけを手がかりに、カムイは一気に浮上した。

　声の先に、なぜだか新しい光が生まれているような……そんな気がしていた。




「カムイ！　おいっ、返事しろってば！」

　慎太郎は必死に呼びかける。ずっと苦しそうにうめいていたカムイが突然なんの反応も示さなくなってから数秒。たった数秒が、やたらと長く感じられた。

「――――っ！」

　唐突に、カムイが目を開けた。そして空気を欲するみたいに声もなくあえぐ。

　まるで海の底から必死に水面へ泳いできたみたいだった。

「カムイっ！」

「う……あ……川森慎太郎……なぜ……」

「なぜじゃねぇよ！　助けに来たに決まってるだろ！」

「助けに……？」

　カムイはまだ虚うつろに言葉を繰りかえしながらも身体を起こす。

「私は……戻れなくなっていたのに……」

「と、とにかく無事でよかった。ほら、起きれるか？」

　カムイは肩を貸そうとした慎太郎を拒絶する。

「いらない。もう少しで居場所が判るところだったのに……」

「なに言ってんだ、あのままじゃカムイが危なかったんだぞっ」

「慎太郎の言う通りだ。戻れなくなってたってカムイも言ったくせに。無茶するなよ」

「そんなの関係ないわ……私は……」

　カムイは怒りを込めた瞳で慎太郎と俺を睨にらみ付ける。勇希姉が叫んだ。

「まずいぞ、奴らに気づかれたらしい」

　見れば、あちこちからロボットらしい影が学校に向かって動いている。

「脱出しよう。勇希姉と康夫は先に行って車の準備をしてくれ。俺は慎太郎とカムイを運ぶ」

「判った」

「気をつけてね、マジ」

　そう言い残して勇希姉と康夫は部室を出て行く。

「よし、俺たちも行こう」

「お、おお。カムイ、歩けるか？」

　慎太郎の問いかけに、カムイは答えなかった。ただ促されるまま歩き出した。

　外に出た時には、ロボットたちが旧校舎の間近まで迫りつつあった。

「ま、マジ、なんかヤバイ感じだぞっ」

「まずいな、急がないと逃げ道がふさがれる」

　どのロボットも動きが遅い。どうも一度に多数のロボットを操ろうとすると一体一体の制御が甘くなるらしい。だからといって油断できる状況ではなかった。校舎を出て裏門を抜けようとしたが、それを邪魔するロボットがいて門を通れない。こうしている間にも他のロボットがこちらに向かっているようだ。

「先に……行きなさい」

　すると、カムイが慎太郎を押しのけるようにして前に出た。

「私が時間を稼かせぐわ。あなたたちは逃げなさい」

「逃げろって、そんなことできるわけないだろ！　カムイふらふらじゃんか！」

　慎太郎が叫ぶ。その通りだ。カムイは一人で立つことさえろくに出来ない状態なのに、任せて逃げるなんてあり得ない。

「うっとうしいわね。足手まといなのよ。それに、私……あなたのこと、嫌いだから！　触らないで！」

「えっ、カ、カムイ……!?」

　カムイの言葉に怯ひるんだように、慎太郎が手を離す。黒髪の少女は、何故か彼の顔を見ない。

「まずい、集まってきた！」

「突破口を作るわ。行きなさい！」

　カムイが〈ゼロ〉で光の剣を作り、ロボットに斬りかかった。しかし、容易たやすく躱かわされ、床に倒れ込む。

「カムイ！」

　無意識に、俺は飛び出していた。軍用ロボットの手は、目の前に迫っている。

「馬鹿っ、危ない！」

　俺は、カムイを庇かばうようにして、ロボットに立ちふさがる。慎太郎は、カムイにしがみつく。

「あなたたちっ！　逃げて！」

　悲痛なカムイの声。そんなこと、できるはずがない。カムイを見捨てて逃げるなんて。

　俺は……みんなを守りたいのに。守りたいのに。

（お願い。人間たちを守って。マスターの子ども達が私のせいで死ぬなんてイヤ。遙をまた泣かせるのもイヤ。みんなを助けて）

　声が聞こえる。カムイの声。だけど、カムイは何も言葉を発してはいない。

（俺のことなんてどうなってもいい。カムイを守ってくれ）

（本気、今、行くぞ。この身を盾にしても……）

「えっ……これって……」

　まるで、映画の中のように、小説の中のように……みんなの声が聞こえた。心の、声が。

　俺の周りに、光がまとわりついてくる。それは……ゼロの光だった。

　――これって、遙が……学校からキャシーで飛び降りたときに……

　あの時、遙の心にゼロが反応したと、ラブは言っていた。ゼロは、本来は人の心に反応するナノマシンのはずだ、と母さんはいっていた。だとしたら……俺は。

「俺が、みんなを守る！」

　そう決意した瞬間、カムイの手にあった光の剣が、俺の手に出現した。

「なっ」

　カムイが呆ぼう然ぜんとし、慎太郎が声をあげた。

「うわあああああっ！」

　叫んで、俺は目の前のロボットたちに剣を振る。何の手応えもなかった。

　刹せつ那なの、永遠のような時が流れ……その場にいたすべてのロボットが動きを止めた。

　幻だったかのように、俺の手から剣が消える。ロボットは力を失ってガクンと膝を落とした。

「これって……」

　呆ぼう然ぜんとする俺を、厳しい声が打つ。

「……走って！」

　カムイに急せかされて、俺たちは校舎を駆け抜けた。

「マジ！　乗って早く！」

　康夫の声とドアが開く音が重なる。俺たちは次のロボットが来る前に、なんとか車に乗り込んだのだった。カムイは途端に気を失ってしまった。メンテナンスモードに移行したのだろう。

　俺は自分の手を見つめていた。確かに、一瞬だけ、この手に剣があったのだ。

「今は……無事で帰ることだけを考えろ」

　運転しながら、勇希姉はそう言ってくれた。俺は頷うなずく。

「へへっ、車に乗る前に、ガレージにあった機材、ちょっと積んどいたよ。帰ったら、また頑張ろうね」

　康夫も笑顔を見せる。慎太郎は、カムイに膝枕をしていた。

　仲間達の気遣いを感じながら、俺たちは、やっと帰き途とについたのだった。




　やっとロッジにたどり着いた時は、すでに夜明けになっていた。

「マスターッ!!　よかった、帰って来たです！　みなさんお怪け我がはありませんか？」

「あ、ただいま、ラブ。大丈夫だよ」

　こっそり忍び込もうとしたものの、広間にみんなが揃っていたために無駄となった。多分俺たちを心配して夜を明かしたのだろう。そうでなくても、ラブは気付いたろうけど。

　そして、なぜかロッジには人数が増えていた。

「まじく～～～～んっ、聞きましたよぉ、危ない真ま似ねしちゃめっじゃないですかぁぁぁっ！」

「キミちゃん？　なんでここに」

「なんでって、キミちゃん顧問です！　本来合宿には最初から参加です！　なのに場所はまじくんのお母さんに教わるまで知らなくて、理事長にバレたらどうするんですかぁっ！　責任取ってくれますかっ!?」

「ああ、それはあたしが責任取るって、だいじょぶ、小松崎先生を首にさせたりしないから」

　明里さんが俺から公恵先生を引き離してくれる。

「こっちもいろいろあったのよ。でもそれよりそっち！　カムイ大丈夫なの？」

　慎太郎に抱きかかえられたカムイを見て、明里部長は顔をしかめる。

「メンテナンスモードになってるだけみたいだ。マジと姉ちゃんも見てくれたけど、身体からだに異常はないらしい。０ラブシステムは……わかんねぇけどさ」

　慎太郎はカムイをソファに横たえた。まるで宝物のような手つきで。眠っているなら、大嫌いな俺が触れてるって気づかれないよなと、このことはカムイに言わないでくれと、車を降りる前に傷心しきった顔して慎太郎は俺たちに約束させていた。

「メンテナンスモード……無理したんですね、カムイさん」

　ラブが心配そうにカムイをのぞき込む。

「お帰り、マジ、勇希も。私の叱しつ責せきは遙さんの後にするわ。みんな無事で良かったわ」

　母さんに言われて俺と勇希姉は頭を下げる。説教はされるだろうと覚悟の上だったけど、勇希姉まで巻き込んでごめん。

「…………」

　そして遙が黙って俺を見ていた。

「ただいま、遙……」

「マジくんっ、封印中だけど……これ、３原則違反だからね！」

　すわった目で言われてしまいました。でも続けて、すぐに笑顔になってくれた。

「お腹すいたでしょう。今すぐ朝食の用意する」

　なんて言ってくれて、今更ながら遠征班は空きっ腹だったことを思い出す。

「どれくらい食べてないか忘れちゃったよ」

「うおおおっ、思い出したら腹が鳴り始めたぜぇ！」

　そんなわけでお説教は後回しで、みんなで遙とラブが急いで用意してくれた朝食を食べている。公恵先生が母さんに頼まれて買って来たという食材で豪華だった。

　でも、さすがに遠征班の俺たちだけでなく、待ってくれていたみんなも眠そうで、食べ終わったら全員ダウンしてしまいそうだ。

「ふふふっ、キミちゃん、ちゃあんと用意してきたですよ。眠って起きたらパーティしましょう。マジくんたちも無事だったし、無駄にならなくてよかった！」

「パーティってどういうこと？　キミちゃん先生」

　眠気をこらえて朝食を食べている俺に、公恵先生の言葉は唐とう突とつだった。

「キミちゃんって呼んだらめっですよ。まじくん何言ってるんですか。今日が何の日か忘れちゃってるんですか？　ぼんやりさんですねぇ」

　今日がいつだか？　なんだか昨日が遠い昔みたいで日にちもちゃんと認識出来ない。えーと。

「おおっ、今日ってば、12月24日じゃん！」

　明里さんが嬉しそうに叫ぶ。

「って、クリスマス・イブかっ！」

　俺の言葉に、公恵先生は大きくうなずいたのだ。




　起きると、ロッジの広間はすっかりパーティ会場となっていた。

「ケーキだって買って来ましたよ～～～っ！」

　テーブルの上にはクリスマスケーキがドンと置かれている。

「ふふっ、久しぶりにお肉いっぱい使っちゃった！　フライドチキン美お味いしくできたよ」

　遙は俺よりずっと早く起きて料理していたのだろう。

「起こしてくれれば、手伝ったのに」

「いいの。マジくんは疲れたでしょう。勇希さんからちょっと聞いたよ。大変だったんだね」

「ごめんな、３原則破って」

　やっと遙に謝ることができてホッとする。いいから寝ろと全部後回しになってたのだ。遙の説教もこれからされるんだろうけど。

「……怪け我がせず帰って来てくれたから、許してあげる。でも二度とあたしに無断で危ないことしたら駄目だからねっ！」

　遙が優しいことを言ってくれる。

「ああ……」

「こらそこっ！　クリスマスムードを二人だけで作らないっ！」

「私の目の黒いうちは許さないわよぉ、大河原本気！　遙から離れなさいっ！」

　ビシッビシッと明里部長と富子からクレームが上がる。

「……えーと、そう言えばカムイはどうした？」

「まだお部屋です。自分でメンテナンスモードから復帰した方がいいだろうと美鈴様が。ベッドに寝かせています。早く目を覚ましてくれるといいんですけど……」

　とずっとお手伝いしていたらしいラブが答えてくれる。そうだな、カムイもパーティに参加できるといいな。二階の寝室に慎太郎の姿はなかったけど、カムイの側にいるんだろうか。そう言えば、勇希姉と康夫の姿も見えない。どこに行ったんだろうと首を傾かしげたのだった。

　俺は、大事なことを忘れていた。今日はクリスマスイブ。恋人達の聖夜に相応ふさわしいことをしたいと、誰もが思う日だってことを。




「ん……ここは……ロッジ？　どうやって……？」

　クリスマスパーティの最中にカムイはやっとメンテナンスモードから復帰した。

　下からは賑にぎやかな声が聞こえてくる。それに階段を上がってくる足音。カチャとドアを開けて、ケーキの載った皿を持つラブが入って来た。

「プロトⅡ……」

「わあ、カムイさん目を覚ましたんですね。よかったぁ。クリスマスパーティをしているんです。これ、カムイさんの分のケーキですけど、下に持って帰りますね。一緒にお祝いしましょうよ！」

　暢のん気きなラブの言葉にカムイが苛いら立だつ。この状況でよくもクリスマスなどと浮かれていられるものだ。わざわざ出て行った自分を連れ戻すのも考えられない愚ぐ行こうだ。カムイが外にいた方が危険は分散するというのに。

「えと、賑にぎやかなの嫌ですか？　でもみんなもカムイさんが参加してくれると喜ぶと……」

　黙ったままのカムイに、嫌がっていると思ったのかラブがおずおずと説得にかかる。

「……行くわ」




　カムイ用にと持って上がったケーキの皿を抱えたまま、ラブは嬉しそうに駆け下りて来た。

「カムイさんが目覚めました！」

「あら、良かったわね。ラブ、言ったでしょ、心配しなくても大丈夫だって」

「はい、美鈴様。パーティに参加してくれるって、今降りて来ます！」

　俺が話しかけてもうつむいたままだった慎太郎が顔を上げる。カムイが階段から姿を見せた所だった。みんなが笑顔で迎える中、カムイは少し迷った顔をした。

「楽しんでいるところ悪いけれど、みんなに聞いて欲しいことがあるの」

　カムイの顔は、真剣で……どこか悲しそうだった。それは、今まで見た中で、一番人間らしい表情だった。聞かなくても、重要な話だと判る。俺たちは、一も二も無く頷いたのだった。




「『Ａｃｈｅｒｏｎ』を止めて、か……」

　カムイが届けてくれたメッセージは、俺たちの想像もしないものだった。

「囚われているプロトⅢが必死で残したメッセージ。重要な意味を持つはずよ」

　ナノマシンを起動させ、カムイは空中にプロトⅢに託された基板を映し出す。

「たぶん『Ａｃｈｅｒｏｎ』の設計図だね……」

「勇希姉、母さん、これ、判る？」

「……まあ、構造は理解できるが。どういう性能を持っているかまでは判らないな」

「そうね。だけど、確かにこれは手かがりかも。警察や、うちの研究所で解析すれば、何か判るかもしれないわ。それに、プロトⅢがいる場所だって判るかも」

　そういうと、母さんは俺たちに向き直る。

「急いでネット環境のある場所に行きましょう。このデータを世界中に届けて調査して貰もらうのよ。この『Ａｃｈｅｒｏｎ』が、事件の鍵かぎを握っているのは間違いないんだから！」

　俺たちは、パーティを中断して走り出す。しかし、そこには更に深い闇が待ってたのだ。














第四章　ロボットの反乱？









　決意、という言葉がある。何かやると心に決めるという意味だ。

　クリスマスに、俺たちはまさしく決意したのだと思う。もう、待たないということに。

　イブに結局降らなかった雪は、年末に至って俺たちの住む山小屋の周りを白く染めていた。

　白銀の世界で、俺たちは必死にそれぞれの作業に取り組んでいた。

「マジ、あとは頼んだわよ。会場で会いましょう」

　クリスマスから二日後、母さんと勇ゆ希き姉ねえは下山することを決めた。

　一度は断っていた、ロボコンの審査員を引き受けたのだ。勇希姉に至っては、現場レポーターとして働くという。ＴＶ局は狂喜乱舞したそうだ。親子競演自体が珍しい上に、優勝候補とは言えないにしても、本戦出場者が大おお河が原わら家の息子なのだ。話題作りに最適だろう。

　代わりに、母さんと姉さんはＴＶ局が完全にガードするセキュリティハウスを用意してもらったそうだ。警備の人もつけてくれるそうなので、今のところ無事が確認出来ている自宅や、警察に出向くくらいなら安全なはずだ。

「敵の思惑は判らないけれど、『Ａｃｈｅｒｏｎ』を普及させるまでは派手なことを控えたいはずよ。それに……最悪、私たちが襲われたら、それ自体が証拠になる。その為にＴＶ局に協力して密着取材と警備をつけたのだから、むしろ……」

「母さん、そういうのはやめてくれよ。勇希姉、母さんを頼むね」

「ああ、判っている。もしもの時は、私が盾になる」

　いや、それ、全然判ってないから。俺は頭を抱えてしまう。

「勇希さんっ、そんなのダメです！　だったら、僕も護衛について行きます！」

「何を言う。高倉はロボロボ部の頭脳だろう。ここでキャシーを最高の状態にして貰わなければ困る」

　康やす夫おは、それでも何か言おうとしたが、明あか里りさんがそれを止めた。

「私たちは、本戦で結果を残し、なるべく世界中が注目するタイミングで『Ａｃｈｅｒｏｎ』について発表する役目。勇希さんたちは、そのサポートをする役目だよ。康夫くん」

　明里部長のしっかりした言葉に、康夫も仕方なく引き下がった。

「おばさま、勇希さん、絶対に……危ない事だけはしないでくださいね」

「遙はるかさん、心配しないで。きっとバカ亭主の居場所もプロトゼロを操っているヤツの目的も暴いてみせるから。そしたら……ラブとカムイに、湊みなとさんのこと、じっくり話して貰いましょうね。私も、いっぱい、遙さんに教えたい事があるんだから」

　母さんはそう言うと、娘を抱くように遙を抱きしめた。今まで、そんなこと一度もしたことがなかった母さんの行動に、遙は目を見開く。

「お、おばさま……ありがとうございますっ！　ぜったい……約束ですよ……」

　大きく見開いた目から、ぽろぽろと涙が零こぼれる。それは、温かな涙だ。

　母さんは、顔だけ俺の方に向けた。

「マジ、私たちがいないからといって、遙さんに不ふ埒らちな真ま似ねをしたら許さないわよ。そこのところ、判ってるんでしょうね！　浮かれて妙なことしちゃダメよ！」

　おいおい……母さん、小さな頃から殆ほとんど二人でいたんだから。今更何言っているんだよ。

「ここは、自宅と違って監視カメラもないから心配よ。ラブ、変な事してたら知らせて頂ちよう戴だいね！」

　は……？　今、なんか恐ろしいこと、言わなかった？　勇希姉も、しれっと頷うなずく。

「確かに。自宅の要所には非常用カメラが用意されていた。心配するな、本もと気き。常時作動していた訳じゃない。プライバシーを重視して、悲鳴に反応する仕掛けだ。まあ、毎朝、遙さんが窓から本気を起こしに来ているのは把は握あくしていたが」

「えっ、えええええっ！」

　俺と遙が声を揃そろえて驚く。そんなの……今は初めて知ったよ！

「だけど幸いだったわ。自宅に戻ってあのカメラのデータを解析すれば、自宅がナノマシンにどの程度汚染されているか判るわ。安全に行動できる場所になるかもしれないわね」

　そんな良かったっぽく言われても、俺と遙の落ち込みはフォローされない。

「うう……まあ、高校生同士の同居に、もの凄すごく反対していたもんなぁ」

「色んな所にカメラがあるのは知ってたけど……そんなことになってたなんて」

　呆ぼう然ぜんとする俺たちの隣で、富とみ子こも愕がく然ぜんとしていてる。

「そんな……遙と大河原が幼馴染みだって言っても、まさか、毎朝起こしに行くような関係だったなんて……噓よっ、信じられないっ！　私、信じないわ！」

　取り乱す富子の隣で、ロボロボ部の面々は落ち着いたものだ。

「うん、知ってた。というか、こいつら、夫婦じゃないの？」

「いやだなあ慎しん太た郎ろう。マジにそんな甲か斐い性しようあるわけないだろ？」

「そーだねー。大河原君、据すえ膳ぜんを食わずに零こぼしちゃうタイプだよにゃ」

　ため息まじりに明里さん。なんというか、ここはいい場面だったのではないだろうか。

「も、もうっ、みんなからかわないでよっ！」

「そうなのです！　朝、起こしに行くのはラブも頑張っているのです！　遙さんといつも競争していたのです！　お家に帰ったら……今度は、ラブは遙さんに負けませんです！」

　にこにこしながら、ラブは俺の腕を摑つかむ。その目が笑っていた。

「……とりあえず、ロボコンが終わったら、家に帰れるようにしておくわ。私の帰る場所も、バカ亭主の帰る場所も……もうあそこしかないんだから」

　母さんは、遙を離さずに微ほほ笑えむ。

「もちろん、遙さんの帰る場所も、あそこだからね。ま、一応は隣のマンションだけど」

　イタズラっぽい笑顔。母さんは、何かが吹っ切れたように見えた。

　名な残ごり惜しそうに遙の身体からだを離すと、今度こそ、母さんは車に向かった。

「小松崎先生、この子たちを宜よろしくお願いします」

「お任せくださいっ！　代わりに、一部上場の高給取り、東しの雲のめ重工のエリート研究者との合コンをセッティングしてくださる件、宜しくお願いしますねっ！　イケメンだけ……い、いえっ、贅ぜい沢たくは言いません！　ちょっと優しくて太ってなくてはげてなくて……イケメンならっ！」

　先生、正直過ぎると合コンで失敗すると思うよ。母さん、そんな話で先生をつったのか。これは……先生、相当頑張ってくれそうだ。母さんは笑って頷く。

「それじゃ……次は会場でね。みんな、頑張って」

　えふさんを後部座席に積み込んだ勇希姉も母さんに続く。ふと、俺を見る。

「いいか、我が愛する弟よ。ロボットは、機械だ。道具だ。それを忘れてはいけない。たとえ、ラブのように人の心があっても、責任を取るのはいつだって、道具を使う人間だ。考えられるだけ考えて、やるべきことを、すべてやれ。少なくとも、そうしたら後悔はしない」

　茫ぼう洋ようとした表情で、勇希姉は頰ほおを染めた。

「これが……私が両親から学んだ技術の根本だ。お前にも、伝えたぞ」

　そういうと、勇希姉と母さんは、風のように走り去っていったのだ。




　クリスマスイブ、俺たちがネットを繫つないで『Ａｃｈｅｒｏｎ』のデータを送信することは出来なかった。ネットに繫いでデータを送ろうとしても、瞬時に回線が遮しや断だんされるのだ。

　カムイとラブが全力で防御しなければ、間違いなく俺たちの居場所はばれていたに違いない。

　母さんのノートＰＣを遠い場所で物理的に壊した後、俺たちの残された通信手段は電話だけだった。すべてのネットワークは、既にプロトゼロと彼を操る何者かに支配されている。

　まざまざとその事実に気づいて、俺たちは慄りつ然ぜんとした。

　ネットを通じてデータを送ることを諦めて、母さんたちは自分の手でプロトⅢから得たデータを調べるため、先に山を下りることにしたのだ。

　そして……調べた事実を発表する場所として選んだのが……ロボコンだった。

　世界中に中継されるこのイベントで、『Ａｃｈｅｒｏｎ』の危険性を伝える。これなら、どれだけネットをプロトゼロたちが支配していても対抗できないはずだ。その場には、ロボット工学の権威もたくさん足を運んでいる。すぐに検証も出来るはずだ。起死回生の手を打つには、これしかない。俺たちにとって、ロボコンは更に重要なイベントとなったのだった。




　母さんたちを見送ると、俺たちは早速作業に戻る。なにせ時間がないのだ。

「さあ、あと五日、頑張ろうぜ！」

　慎太郎がやけに大きな声を出した。空元気かもしれないけどな。

　この別れに先立って、既に一人、この山小屋から仲間の姿が消えていた。

　書き置き一枚だけが、残されていた。

「ロボコン会場で会いましょう。危ない事は控えます。心配無用」

　たったそれだけの内容だけど、今までにない進歩だと思う。

　いなくなったのは、カムイだった。

　イブにとんでもないプレゼントを届けた直後、彼女は消えた。だけど、きっと近くにいるのだと思う。戦うと決めた以上、カムイは間違いなく俺たちの味方だ。そして、俺たちの誰よりも戦いに慣れている。前回とは違う、最善の方法を考えての行動だって信じられた。

「よし、俺たちも頑張るぞ……。目指すは、優勝ただひとつ！」

　俺の号令に、全員が右手をあげた。

「ボロボロ部、ふぁいとーっ！　キミちゃんの結婚のためにがんばりましょーっ！」

　いいですけど公きみ恵え先生、そろそろ名前くらいは覚えてくださいね。ロボロボ部が発足した時のメンバーは、ここに揃っている。宮みや武たけも、新ロボロボ部の部長だしな。

　でもこの仲間達がいれば、たいていのことは乗り越えられてしまう。そんな確信が、俺の胸には溢あふれていたのだった。




　キャシーのレベルアップと調整は、順調に進んでいた。軽量化のおかげで出力はそのままに稼働時間も相当延びている。でもロボコン自由課題の表演時間はおよそ十五分。稼か働どう時間はアピールできない。優勝するためには、もう少し工く夫ふうが必要だと思う。

「車くるま椅い子すで出来なくて、足だったら出来ることって……何がありますか」

「んー、えっちなこと以外だよねぇ」

　困った顔で考え込む明里さん。部長にして会長、そしてお姉さんでもあるこの人は、何でこうお嬢様然とした見た目に反して下ネタが好きなのだろーか。

「ジャンプは、車椅子だと出来ませんよね」

　これは康夫の発言だ。それはそうだけど、ロボコン予選で明里さんが見せちゃったしなあ。

「キックってのはどうだ？　何あったときの護身術にもなるだろ　オレ天才！」

　慎太郎の提案。まあ、考え方としては悪くないかもしれないけど……

「結局、普通のことを普通に出来る、っていうのが素敵なことだって、十五分で判って貰うのは難しいってことなんだにゃ～。予選でネタは使っちゃったし……」

「明里会長、私、予選の時と同じでもいいと思いますよ。もう少し難易度の高い挑戦をしてみるのはどうですか？　跳び箱とか……」

「ダメよ遙、そんなのじゃインパクトに欠けるわ！　見ている人間が色んな場所で書きたくなるような驚きが必要なのよ。今回は、表彰台必須なんでしょ？」

　宮武が尤もつともなことを言う。そうなんだ。今回は、世界中にプロトゼロたちがやろうとしている『Ａｃｈｅｒｏｎ』を使った何かを阻止さなければいけないんだから。なるべく目立ちたい。

「でも時間もないし……正直、そんな大改造は出来ないよ。何か追加するか、多少、バランスを変えるとか……バックパックは二種類作るから、まだ工夫の余地はあるけどさ」

　考えながら話す。今回一番時間がかかったのは『Ａｃｈｅｒｏｎ』を搭とう載さいしたバックパックと搭載していないバックパックを作ったことだ。出場の条件に『Ａｃｈｅｒｏｎ』を使う事は決められている。少なくとも、確認の時点では『Ａｃｈｅｒｏｎ』版が必要だった。予選に使ったものを流用して『Ａｃｈｅｒｏｎ』を搭載すると、性能は格段に上昇していた。

　キャシーの様な外部電源もロボット用のエネルギー炉も使えない小型化が必要なものでない限り、取り替えただけでこれだけ能力が増強されるならみんな喜んで使うに違いない。

　もう一つのバックパックは、『Ａｃｈｅｒｏｎ』の代わりに今までの操作回路と人工頭脳を搭載している。重量が軽い点とバッテリーの持続時間はこちらの方が優位だ。

「もともと、ハンデ戦になっちゃうんだよなぁ……」

　更に言うなら、『Ａｃｈｅｒｏｎ』を使ってないことが判っても失格だし。プロトゼロのコントロールを受ける可能性を減らすためには必要なんだけど……

「まー、いざとなったらアタシのイロジカケでっ！」

「会長、やめてください！」

「そーだそーだ！　おっぱいの悪用は法律で禁止されてるんですよ」

　茶化すようにおっぱいを揺らす明里さんを、遙と宮武が押さえ込むのを片目に、俺はため息をつく。深刻な顔で話を聞いていたラブが、すっと右手を挙げた。

「ラブに、考えがあるのです。もしかしたら……うまくいくかもしれません」

　機械仕掛けの美少女の提案は、予測もしないものだった。

「それ……本当に出来るの？」

「はいです。遙さんにも、マスターにも出来たのです。明里さんにだけ出来ない理由はないと思うのです……ラブ、出来ると思うのです」

　キラキラした瞳で見つめられて、俺たちは顔を見合わせた。

　彼女の意見は採用され、俺たちは数日の間、特訓に明け暮れることになるのだった。
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　山小屋を出たカムイは、幾つかある隠れ家を転転としていた。

　理由は複数だが、最大の目的はプロトⅢたちの所在を探すことだ。以前と違い、タイムリミットがある代わりに、上う手まく見つけることができれば、ラブたちと連携出来る可能性もある。

　少なくとも、集めた情報を渡すだけで意味はあるはずだ。

「たとえ私が失敗しても、０ラブシステムが一体消えるだけのこと」

　彼女はそうひとりごちた。今までとは違う感覚がある。

　ひとりが、それほど辛くない。もしかすると、ひとりでなくなったからかもしれない。

　広範囲に広げたゼロの探知網を働かせながら、無理のない範囲でネットワークを探索する。

　もともとカムイが各所に隠れ家を作っていたのは自分のメンテナンスだけが理由ではなかった。ネットに繫つなぐことが出来ない自分の代わりにデータを一旦蓄たくわえ、０システムにダウンロードすることで、常に情報を最新のものにしていたのだ。０システムがどれほど有能だと言っても、ネットの情報をすべて取り込むことは出来ないのは物理的にどうしようもない。

　隠れ家から、ダミーコンピュータを介在してネットワークと交信し、逆探知を感知したら隠れ家ごと破は棄きして逃げだす。カムイはこれを繰り返していた。

「どこにいるの、プロトⅢ……もう一度、私に答えて」

　大おお晦日みそかまでに、プロトⅢの……マスターである本気の父の場所が判ればいい。

　同時に、こちら側からアクセスを続けている限り、敵はカムイに気を取られる。その分、本気たちが安全になる可能性が高いのだ。そしてそれが必要な期間も、あと数日。

　黒髪の美しい機械人形は、目を閉じてゼロにアクセスする。本気たちの住んでいた家で、何事かの準備をしている美み鈴すずと勇希が見える。

　厳寒の山中で凍えながらも、雪を溶かすような熱意でロボットを作っている本気たちが見える。お守りみたいに、ホタルロボットを握りしめている慎太郎がいる。

　街角では、クリスマスの飾りを外して正月飾りに付け替える人々が感じられる。高いところで作業をするのは、今は大半がロボットだ。人間の指示に従って、ロボットたちは忙しく働いている。愛いとおしそうに、そのロボットを磨いている技術者の姿がある。

　――心なんて無くても、人間とロボットは仲良くしてるわ。

　そのことがカムイには嬉しく感じられた。誰かを倒すためではなく、誰かを守るために考え、行動することがこれほど幸せに思えるなんて知らなかった。自分が微かに笑顔を浮かべていることも知らず、カムイは０システムの力を解放していく。ひとりだった時と比べものにならない力が生じていることに、彼女は気づいていなかった。




　遙とラブは、ふたりで山小屋の家事全般を引き受けていた。

　ラブは必要に応じてキャシーの改修を手伝っていたが、今は、あまり近くにいない方がいいんじゃないか、というのが本気たちの見解だった。

「こうしていると、マスターのおうちに来た時みたいですね！」

「あの時に比べたら、ラブは本当に役に立つようになったよね。洗せん濯たくしようとして洗濯機を壊したのには、どうしたらいいかと思っちゃった」

「うう、遙さん意地悪です。ラブは、基本的な動作もインプットされていなかったんだから、仕方ないのです」

　ぷん、とふくれてみせるラブに、遙は微ほほ笑えむ。

「私だって、ロボットと暮らすのは初めてみたいなものだったんだから、普通のロボットがどんな風にしてるのか知らなかったもん」

　ロボット嫌いの少女のために、家事全般を引き受けていてくれたのは大好きな王子様だった。大切な人を取られたみたいで、ラブのことが苦手だったこともある。

　カムイとラブが取ってきてくれた肉を暖炉で柔らかく煮込みながら、何だかあの幸せだと思っていた日々がとても遠い昔の事みたいだ、と遙は思う。

「……あの頃は、楽しかったな。でも、この大変なことが終わったら……あの時よりも、もっと楽しいおうちに帰れるのかな」

　本気の父を除けば、プロトⅢの盗難とえふさんの暴走から始まった大事件のおかげで、美鈴や勇希と久し振りに長い時間一緒にいることが出来た。

　一緒にご飯を食べ、いろいろな事を話し、抱きしめて貰もらった。本気も大変な中でもどこか嬉しそうだったし、遙にとっても奇跡のような出来事だった。遙は、初めて美鈴たちに家族として扱って貰ったような気すらしていたのだ。バラバラだった家族が、帰ってくるような。

　両親の記憶が、遙はそれほど多くない。それでもなかなか帰ってこない両親を待っていた寂しさは残っている。大河原家に引き取られても、状況は同じだった。本気がいてくれたことを除いては。本当に小さな時は、学生時代の勇希さんが世話を焼いてくれたこともあるけれど。

　すべては、ラブが来てからだ。遙には、今、目の前にあるという危機的状態は実感を持って感じられない。ロボットが暴走したり壊れたりしたら、みんなが困るだろう、というくらいだ。

　でも、ラブが壊れるのはイヤだった。遙の家族なんだから。そして大切なラブにとって、姉であるカムイも、やっぱり壊れて欲しくない。現金なものだな、と思う。自分から家族を奪ったロボットを憎み、自分も、本気に愛されるロボットでありたいと願っていたというのに。

「あーあ、もっと早く、おばさまたちときちんと話していたらよかったな」

　ため息が出てしまう。本気は、私と同じでかたくななところがある。ふたりで意地になってしまっていたのかも。もっと早く、心の中を打ち明けていても同じ状況になっただろうか。

「でもまだ、遅くないよね」

　鍋なべの煮え具合を確認しながら、遙は呟つぶやいた。

「遙さん、どうしましたか？　晩ご飯には、十分間に合うと思いますよ」

　妹のような、母の記憶を持つロボットに遙は笑顔を向けた。

「あはは、ご飯の事じゃないよ。ちょっといろいろ考えちゃっただけ」

「そうなんですか！　ラブも、このロッジに来てから……いろんなことを考えるようになりました。遙さんと同じですね」

　目をくりくりさせるラブは、思い出したように遙の顔を覗のぞき込んだ。

「そういえば、ラブは遙さんに聞きたいことがあるのです。最近……３原則って言わなくなりましたね？　何かあったのですか？　ラブ、知りたいです」

　直球の質問に、遙は面食らってしまった。

「えっ、ええっと……」

　ハルカちゃん３原則は、本気と遙が幼い日に交わした約束だ。本気が遙の世話をする代わりに、遙は本気のいうことを聞く。ラブは、この約束を知る数少ない存在だった。

「うーん、マジくんと話して、今は、３原則は封印中なの」

「それは……これから、マスターたちが危ないことをしなければならないからですか？　０ラブシステムが……危険だからですか？」

「ラブ、それは違うわ」

　遙が３原則を封印したのは、今回の騒ぎの前だ。

「マジくんと、少しだけ離れていた時に決めたんだ。上う手まく言えないけれど、このままじゃ、二人とも前に進めないような気がして」

「前……ですか？　それは、前方という意味ではなく、抽象的な意味ですよね」

　首をかしげながら、ラブは質問を続ける。

「うん、そうだよ。でも、どっちが前か……私も、まだ判らないんだけど」

　ツインテールの美少女は、そう言って笑った。

「ハルカちゃん３原則を破っていいってことじゃないよ。マジくんも、それは判ってると思う。だけど……たぶん、自分で決めなきゃいけないんだよ。マジくんも、私も」

「自分で……決める」

　藤色の髪をした美しいロボットは、不思議な表情を浮かべる。

「それは……ロボットには一番難しいことなのです。人間は、凄すごいのです」

　温かな暖炉の炎が、ふたりを照らしている。

「ラブには、出来そうだけどな。人の心を持っているロボットだもん」

「そうでしょうか……」

　考え込むラブに、今度は遙が尋ねた。思い切ったような顔だった。

「ねえ、ラブ。ラブの中にあるお母さんの記憶って……どんなものなの？」

「は、はいです。えっと……あまり形になるものは、残っていないのです。ごめんなさい。事故の時の記憶が、たぶん、ゼロを通じてラブの中に流れ込んできたのだと思います」

　すまなそうな顔で、ラブは俯うつむいた。

「そっか……。気にしないでね」

「ただ、遙さんを守りたい、マスターやマスターのご両親を心配していたのは間違いないのです。ラブの心は、遙さんのお母さんをモデルに作られたのは確かですが、ラブが調べた限りでは、記憶自体は、たぶん、マスターのお父さまが封印しているのだと思います」

　遙はハッとした。カムイは、湊の記憶を持っていると言っていた。ラブは、心の形、性格みたいなものは残しつつも、記憶を封印されていたのかもしれない。カムイが研究所を脱走したことを考えれば、大河原博士がそういう判断をしてもおかしくない。

「それ……マジくんに伝えた方がいいかな」

「判りません。ラブの判断なので、事実かどうかも判らないのです」

　二人は、難しい顔をする。キャシーの高性能化だけで大変な今、伝える必要はない気がした。

「……これで、全部終わったにしよっか。たとえ何があっても……ラブは、私の家族なんだし」

　母の記憶があったとしても、初めて出会ってから家族になってきた時間は変わらない。

　ラブが、遙の大事な人のひとりであることは、もう変わらないのだから。

「はいです。ラブは、遙さんみたいな素敵な人になりたいのです」

「もうっ、何言ってるのよ。またマジくんを狙ってるとか言わないでよ」

「え？　狙う……って、なんですか？　ラブは、もうマスターのものですよ？」

　当然のように言うラブに、遙は怒った顔をして見せる。

「特別な関係みたいな言い方しないでよ。マジくんを起こすのは、私の仕事だからね」

「いいえ、マスターに関してだけは、ラブは遙さんにだって負けないのです。そうだ。ラブも……３原則を作ります！　ラブとマスターの３原則を作って、遙さんみたいになるのです」

「ち、ちょっと、私だって封印中だって言ってるでしょ！　そういうのマジくん、真ま面じ目めに守っちゃうからダメだよ」

　慌てて止める遙。ラブは、とてもいいことを思いついた、というように目を輝かせている。

「ああ、ラブはまだまだなのです。もっと早く思いつくべきでした。ラブは、ラブの３原則を作ります。そして、遙さんみたいな素敵な人間になるのです」

「ラブは、ロボットなんだからロボット３原則があるでしょ！　真ま似ねしなくていいってばっ！」

　じゃれあうふたりの背後から、面白くなさそうな声がする。

「あのー、私ごのみの美女がふたりで楽しそうにおしゃべりしてるのはいいんだけどさ。お鍋、焦げそうだよ？」

　あきれ顔の富子に言われて、ふたりは大慌てで鍋を火から下ろす。

「やれやれ、あんな朴ぼく念ねん仁じんのどこがいいんだか。ねえ、キミちゃん」

「まじくんはいい男になると思いますよ！　実家もお金持ちですし！　あー、生まれるのが十年遅かったらよかったですねぇ」

　やることがないのをいいことに平日昼間からほろ酔い加減の公恵先生が機嫌良く答える。盛大なため息と共に、富子は机に突っ伏したのだった。




　作業室では、俺と康夫は、真剣な顔で両手を突き出してた。

「はあああああああ！」

「こおおおお！」

　謎のかけ声は、端から見たら相当おかしな感じである。しかも、全身に電極を付けている。俺たちの身体からだの中を流れる電流やエネルギーを測定する機械だ。

　隣では、既に諦め顔の慎太郎がホタルロボットを相手にぶつぶつ呟つぶやいていた。

「もー、無理。絶対無理。だいたい、それで動くんだったら俺がとっくにこのホタルをご主人様の姿に変化させてるっての。いつだって俺のハートはご主人様でいっぱい……」

　うるさいぞ慎太郎、集中が乱れるだろ。明里さんは、キャシーを装着して瞑めい想そうしている。今のところ、俺たちの実験に成果は現れていなかった。

「……全然、反応しないね」

「うーん……」

　俺たちは、ラブが作り出したゼロを、自分たちの力で操作する練習をしていたのだ。

「アイデアはいいと思ったんだけどなー」

　康夫が、あきらめ顔で座り込む。

「久く遠おんさんもマジも使ったんだから、不可能じゃないとは思うんだけどね」

「確かに、そうなんだけどな……」

　あの時、ラブが提案した強化プランは単純だった。

「ラブの作るゼロを、キャシーに組み込む事が出来たら、色々なことが出来ると思うのです！　ゼロは、ラブが考えたことを実現してくれます！　ラブの近くにいる限り、エネルギーもラブが送り込めるからバッテリーも使わないです！」

　この時は、ラブの言うとおりだと思ったのだ。ゼロのポテンシャルは計り知れない。明里部長がキャシーの操作に使う脳波コントローラーと同調させれば、キャシーは労せずしてパワーアップするに違いない、と。ところが、全然うまくいかないのだ。

　ラブに頼んで、俺たちの言うことを聞くように設定したゼロを生成してもらったけど、結局、言葉に出して命じたとしても形を取らせることが出来ない。「剣になれ」といっても、ナノマシン自体に知性があるわけではないから「剣」のイメージを伝える必要があるのだ。

「はあ……ラブちゃんからのエネルギーは届いてるんだけどねー。難しいにゃあ」

　ため息をつくのは明里さんだ。筋組織や関節にゼロを注入したキャシーは、少し重くなっただけで性能は上がっていない。俺たちも様々な手段を試しているが、ゼロは反応しなかった。

「うーん……剣を持った時って、どんな感じだったかなぁ……」

　何度となく唸うなりながら、俺はゼロの塊かたまりを触る。淡い光を放つぼんやりしたナノマシンの集合体は、残念ながら、俺に何も応えてくれない。

「やっぱり、ラブちゃんに操作して貰もらったら？」

「それじゃ意味ないと思うんだよな。明里さんに制御できないんだから」

「そうそう。車くるま椅い子すより不便なものになっちゃうよ」

　ナノマシンは、ラブに指示して動かして貰えばキャシーの強化素材として使えることは判っている。ただ、明里さんの指示は受け付けないのだ。以前出来たのだから、と剣の形にしてからラブに渡して貰ったりもしてみたんだけど、明里さん、康夫たちはおろか、俺も成功していない。ラブが作った剣も、カムイが作った剣も使ったことがあるのに、違いがわからなかった。

「とにかく……何度もやってみるしかない。康夫、もう一度やるぞ。慎太郎も！」

「えー……」

　文句を言いながら慎太郎たちが立ち上がる。あの時と違う事があるとすれば、必死さだ。遙も命の危険がある瞬間にゼロを使った。問題は、精神力みたいなものだと推測される。その状態を再現出来れば、ゼロと共鳴する突破口になるはずだ。

　俺たち再び、データを集めるため気合いを入れ続ける。明里さんは、そんな俺たちを横目に、再び瞑めい想そうを続けるのだった。しかし、ゼロは今のところ、ぴくりとも反応しなかったのだ。




　そして、残ざん酷こくなまでに時間は過ぎて……遂にロボコン当日の朝が来た。

　姿の見えない敵の行動を恐れて、俺たちはギリギリまで山小屋に籠こもっていたのだ。

　予選の時にも送って貰ったが、ロボットの外された大型車を公恵先生は危なげなく運転している。人には、意外な特技があるものだ。

「マジくん、おばさまから連絡あった？」

　俺の隣に窮きゆう屈くつそうに座っている遙が、心配そうに尋ねる。俺も、気になって携帯が使える地帯に入ってすぐ、メールをチェックしたが連絡はなかった。再度電源を入れて再チェックするが、勇希姉からも母さんからも来ていない。

　首を振って電源を落とした俺に、遙が心配そうな顔で言う。

「……おばさま達、大丈夫かな？　ちゃんと会場で会えるといいけど」

　ネットワークに繫つなぐ危険を恐れて、俺たちはお互いの連絡を絶っていたのだ。正体の判らない相手に狙われている状況で、一週間近い音信不通は、やっぱり不安だった。

「こっちのことを心配して連絡しないだけかもしれないよ。すぐに会えるんだから」

　気を取り直して遙を慰める。遙も頷うなずいてくれた。公恵先生が明るく声を上げた。

「この調子なら会場まですぐですねー」

　きっと気遣ってくれたんだろう、小中学生にしか見えなくてもキミちゃんは大人だから。

「はいです！　ラブの計算だと、あと一時間二二分前後で到着の予定です」

　良かった。余裕で間に合いそうだ。夜明け前から出てきたかいがあった。

「結構早く着きそうだね」

「じゃあ、ご飯食べる余裕あるよね。あたしお腹すいちゃったー」

　俺たちの会話に反応して、ウトウトしていたロボロボ部の仲間たちが起き出した。

　連日、突貫でキャシーの改造をしてきただけに、みんな疲れ果てているのだ。

「ちょうどこの先にサービスエリアがあるみたいだよ」

　康夫が窓の外を指す。道路脇の案内版が立っていた。

「みんな朝ご飯どころじゃなかったし、お弁当でも作っておけば良かったかな」

　さっきまでの不安な表情を消して、遙が明るい笑顔を浮かべる。

「ラブも遙さんのお弁当が食べたかったです……というか、よく考えてみたらもう何日もドーナツを食べてません！　こ、これは大ピンチです！　ラブの中のドーナツ分がとっても不足しています！」

「なんてこと！　遙の手作りお弁当を食べるチャンスだったのに！　ちょっとどういうことなのよ大河原本気！」

「なぜ俺に言う!?」

　車内に少し和気あいあいとした雰ふん囲い気きが戻ってきて、俺はホッとしていた。

　安全、とまでは言わないけどさすがにロボット産業に関わる人間が大勢いる前で俺たちに手出しはできないだろう。敵の狙いが『Ａｃｈｅｒｏｎ』を乗っ取ることならなおさらだ。

　今はまだ日本といくつかの国でテストが行われている段階の『Ａｃｈｅｒｏｎ』はロボコンという国際的イベントの会場で正式サービスが開始される。つまり全世界のロボットにネットワークを通じて『Ａｃｈｅｒｏｎ』がダウンロードされることになる。それまでは敵も本格的に動き出さないはずだ、というのが俺たちの予想だった。

　その会場で俺たちは『Ａｃｈｅｒｏｎ』の危険性を告発しなければならないんだ。

　そうやって車内が穏やかな雰囲気になっている中、一人だけ様子のおかしいやつがいた。

「慎太郎、さっきからずっと黙ってるけど、どうかしたのか？」

「す、すまん……イイ感じのところ悪いんだけど……」

「ちょっと、あんた顔が真っ青だよ！」

「う……実は……猛烈に腹が痛い……」

　慎太郎はお腹を抱えながらうめいた。

　大急ぎでサービスエリアに向かい、慎太郎は到着するなり車を降りてトイレに走る。

　内股でお腹を押さえて、なので走るというよりは奇妙なダンスを踊っているみたいだったが。

「慎太郎、カムイが獲って来た最後の肉の残りを一人でやけ食いしてたもんねぇ」

　詳しくは聞く暇もなかったが、こちらも失恋したらしい康夫が言う。どうやら勇希姉に告白して玉ぎよく砕さいしたらしいんだが……勇希姉鈍いからなぁ。食欲なさそうでこちらも心配だった。

「あ、出てきた」

　明里部長の声に振り返ると、外のトイレから慎太郎がよたよたと出てくる。顔色が良くなっていないな、と思ったらまた腹を抱えて中に戻って行った。

「……ダメっぽいな」

「うん」

　康夫はなんとも言えない顔をしてうなずいた。




　俺たちがサービスエリアを後にしたのは、一時間近く経ってのことだった。

　つまり、その間ずっと慎太郎はトイレに籠こもっていたわけだ。

「ばっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっかじゃないのっ！」

　車の中では、宮武がずっと慎太郎を怒っている。

「あんたの下げ痢りのせいでもしや世界の危機!?　って状況を阻止できなくなったら、どう責任取るつもりよっ！　この非常時に人類に対して申し訳ないとは思わないわけっ！」

「うう……めんぼくねぇ……」

　宮武の大げさな言い分に、青白い顔した慎太郎が謝る。

「まあまあ宮武、落ち着けって。出番までには時間があるから大丈夫」

　二人を宥なだめつつ、俺たちは会場を目指した。

　次第に緊張が高まってくるのが判る。見えない敵のこと、行方ゆくえ不明の父さんのこと。

　ラブが来てからの日々、ロボロボ部に誘ってくれた仲間たちと積み上げてきたもの。

「――マスター、大丈夫ですよね」

　一番素直に不安を口にしたのは、ラブだった。俺は、答えられない。頑張っては来たけれど、頑張ればうまくいく保証なんてないんだ。みんな、一様に押し黙る。世界の命運なんてきっと大げさだと思うけれど、カムイがいうには、プロトゼロとプロトⅢのネットワークは、もう世界に広がっている。失敗できない、そんな気持ちが俺たちにのしかかっていた。

「みなさん、会場が見えてきましたよ！」

　駐車場に滑り込むと、待ちかねていた、というように勇希姉が駆け寄ってくる。

「本気！　心配したぞ！」

　ＴＶカメラが付いたロボットが一台と、関係者らしい女性も一緒だった。

「勇希姉、ごめん。遅くなっちゃって」

　俺が急いで車を降りようとすると、押しのけるようにして康夫が飛び出した。

「勇希さん、ご無事で何よりです！」

「ああ、高たか倉くらくんか。大丈夫、こちらは問題ない」

　そういって、姉さんは小さな記憶チップを取り出す。

「先に渡しておく。残念ながら完全には解析できなかった。プロトⅢが残したデータは、単なる『Ａｃｈｅｒｏｎ』の設計図ではないようだ。信じられないほど高性能だが、何かバックドアがあるのかもしれない。ゼロが関わっているとも思える。時間と、知恵が必要だ」

　俺は頷く。世界中に公開すれば、きっとこの設計図の本当の意味がわかるに違いない。

「そちらはどうだ？　キャシーの改良は成功したのか？」

「……少なくとも予選の時よりはいいと思う」

　結局、軽量化は成功したものの、ナノマシン〈ゼロ〉を使いこなすには至っていない。時々は「もしかして効果が出てるかも」という程度のお守りみたいなものだ。

「だいじょーぶです！　あたし、頑張りますから！」

　万能車椅子に乗った明里さんが胸を叩く。大きなおっぱいがぶるんと揺れた。

　ラブと相談して、フレームの補強材としてゼロを大量にキャシーにくっつけて貰ったので、明里さんの気合いが乗れば、もしかすると凄すごい性能を出したりするかも。

「そうか、心強いな。既に、ほとんどの高校は準備を終えている。急ごう」

　勇希姉は俺たちを案内するように先に立って歩き出す。

「勇希さんは、ラブたちと一緒にいられるのですか？」

「一応、ロボコンの実況レポートをすることになっているからな。競技が始まるまではそれほどやることはないはずだ」

　カメラロボットと一緒に歩いている女性も頷いた。

「勇希さんと弟さんの画像は、きっとお茶の間でも評判になりますから、時間のある時は一緒にいて頂いていいですよ。優勝してくださったら、もっと話題になりますし」

「それは、たくさん話しておいた方がいいですね。勇希さん。きっと、マジくんは優勝しますよ。私、そんな気がするんです」

　笑顔の遙を、勇希姉は驚いたように見る。

「ふふ、遙さんも言うようになったね」

「そうですか？　どちらかというと、厳しくプレッシャーをかけてるんですけど」

　みんなの緊張をほぐすように遙は周りを見回した。宮武が頷く。

「ここまで来たら、絶対勝たないとね！」

「お、おうっ……で、でもごめん、ちょっと、オレ、トイレ……」

　尻を押さえながら、慎太郎は駐車場の奥にある公衆トイレに駆け込んでいく。

「あれは……慎太郎くん、今日はずっとトイレにいそうですね」

　呆あきれたようなキミちゃん先生。俺たちは声を揃えて笑った。

　遙と慎太郎が、緊張をすべて洗い流してくれたみたいだ。

「よし、頑張ろう！　絶対……優勝するんだ！」

　そして冬晴れの空に、俺たちの気合いがこだましたのだった。




　ロボコン会場は、異様な熱気に包まれていた。今日は高校生の部ということで、控え室は大人数の同年代で埋まっている。出場校ごとの作業場所は確保されているけれど、周囲のロボットを見ることも出来た。俺たちの出場する自由製作部門は、思った以上にバラエティ豊かだ。

「わあ、マスター、面白いロボットがたくさんいます！」

「そうだな。どれも工夫されてるなあ」

　アニメのキャラそっくりに作られたロボットや、魔法みたいな手品をするロボット。自分の身体からだの数十倍の重りを持ち上げてバランスを取れるロボット。見回すだけでわくわくする。

「マジ……やっぱ、みんな凄すごいな」

「ああ、人型ロボットもいっぱいいるな」

　さすがにラブほどの完成度はないが、人型の試作機もたくさん作られている。同じ高校生でも作れるのだと思うと、俺たちも負けてはいられない。それに、多様なロボットたちに囲まれても、キャシーは異色のロボットだ。単なる自立歩行ロボでは無く、ロボットの人工頭脳を利用して常時人間の足となるロボットは、用途の特殊性もあってまだ珍しい存在だった。

「マジくん、あそこ」

　遙が、俺の肩をつつく。俺たちが集められている会場の上にある審査員席から、心配そうに母さんがこちらを見ていた。軽く手を振ると、安心したように椅い子すに深く座るのが判った。

「いよいよだね、マジくん」

「ああ。明里さん、頑張ってくださいね」

「大丈夫、まーかーせーてー！」

　ぐっ、と力こぶを作るような動作をして、明里さんは請け負った。

「そーだ、あたしが頑張ったら、大河原くんがご褒ほう美びにちゅーしてくれるっていうのはどうかにゃ？　そしたら、恋の情熱でゼロも動くかもしれないし！」

「会長っ、変な事言わないでください！」

　遙が割って入る。気にしなくていいって、どうせからかってるんだから。

「も～、いーじゃん、けちけちしなくてもぉ」

　ぷん、とふくれた明里さんの足に、俺たちはキャシーを装着し始める。

　開幕は、もう目前に迫っていた。




「いやー、遅くなった、遅くなった」

　川かわ森もり慎太郎は、トイレから出て周りを見回した。

「うー、みんなひでぇなあ。いくら長居してたからっておいていかなくてもいいだろ」

　ぶつぶつ文句を言いながら、行き交う人を避けるようにして本気たちを探す。慎太郎は別に焦ってはいない。どうせすぐに見つかると高をくくっているのだ。目立っているはずだ。予選の時も、美人ふたりに美少女ロボット一体の構成は衆目を集めていた。

　今回だって、変わらないに違いない。慎太郎の力では、本戦まできたらたいしたことは出来ない。遙と共に応援団に回るくらいしか出来ないのだ。むしろ、本戦後に自分の仕事はあると思っている。

　カムイが命がけで手に入れた『Ａｃｈｅｒｏｎ』の情報を、何が何でも世界に伝えたかった。優勝出来れば表彰台で公表するつもりだが、うまくいかなかったら、慎太郎は何か騒ぎを起こしてでも公表する機会を作るつもりだ。特に作戦があるわけではないあたりが慎太郎らしいが、気持ちは既に固まっている。

「うーん。裸で走り回ってもデータを見せる機会がないしなぁ。でっかいプラカードか何かを作ってきておくべきだったかな」

　今からでも遅くない。裸踊りを世界放送する可能性のために、どこかで模造紙でも買ってくるべきだろうか。そんなことを考えていた、その時だった。

「あちゃちゃちゃっゃっ！」

　ポケットが、やけどしそうに熱い。慌てて手を突っ込む。必死で熱源を取り出すと、そこには米粒サイズのカムイがいた。

「カムイ!?」

　カムイは慎太郎の手のひらで叫んだ

「慎太郎！　ラブはどこ!?」

「えっ、い、今、俺、トイレから出たばかりで……あっ、ご、ごめん。俺、手を洗って……」

「うるさいっ！　時間がない。この分身も一瞬で焼き尽くされるわ。いいこと、逃げなさい！　ロボコンは罠わな……よっ！」

　言葉の途中で、カムイはまた酷ひどく熱くなり……そのまま消えた。残されたナノマシンも、白い灰になってあっという間に消えた。手のひらの小さなやけどだけがカムイがいた証あかしだ。

「……罠、罠って……カムイ？」

　自分が呟つぶやくのを、慎太郎は人ごとのように聞いた。そして。

「やべえっ！」

　慎太郎は、生涯最高の速度で走り出したのだった。




　眼下では、高校生たちの準備が進んでいた。

　二階席にある審査員席で、美鈴は他の科学者たちと打ち合わせをしていた。

「毎回、この大会は楽しみだねぇ。予想外のアイデアは刺激になるよ」

「そうですなぁ。技術的にはたいした事はなくとも、少しのひらめきが思いもかけない発明を生む。それが若さの醍だい醐ご味みですよ」

　のんきな老科学者たちに、美鈴は苛いら立だつことなく笑顔を向けて尋ねた。

「さすが先生ですわ、先生。ところで、今回の新規格である『Ａｃｈｅｒｏｎ』は、どなたが提案されたのですか？　仕様はずいぶん前に見ましたけれど、提唱者が判らなくて。出来たらご挨あい拶さつしたいです」

「は、何をいっとるんだね。キミの旦だん那なさんが提案者じゃないか。ロボット工学で最も権威のある世界学会で発表して、しかも特許その他をすべて放ほう棄きして普及を促したんじゃ」

「えっ……」

　美鈴は虚を衝つかれた。『Ａｃｈｅｒｏｎ』を作ったのは、夫なのだろうか。

　にわかには信じがたい話だ。

「ですが、そんな話は報道にも……」

「まさか、知らなかったのかね。別居しているとは聞いていたが、それほどとはな。今は雲隠れしていると聞いたが、今度あったら、美鈴博士に謝るように言っておくよ」

「ありがとうございます。それよりどうして発案者が発表されていないんですか？」

「ん？　ああ、博士は今回の発明については、学会の共有財産として発表して欲しいといったのだよ。その方が普及するから、とな。しかも自分の作った会社で大量生産を始めていてな。今回提供されている『Ａｃｈｅｒｏｎ』はすべて無料で提供されているんじゃ。我々も研究用に大量に貰ったよ。凄すさまじい性能じゃった。まさに天才の仕事じゃあ」

「あんたの旦那は、たいしたものだよ。研究バカだが、許してやってくれ」

　学会の長老たちは、ご満悦だ。しかし、美鈴は寒気を覚えていた。

「どういうこと……あの人は、行方ゆくえ不明なのよ。じゃあ、誰があの人の名前を使って『Ａｃｈｅｒｏｎ』を配っているの……？」

　突然幽霊にあってしまった様な恐怖を感じる。しかも、ラブを本気の元に送った時には、それは始まっていたのだ。今年の初め、新学期の季節に学会に行ってから、夫の足跡は途絶えたのだから。美鈴の調査で、『Ａｃｈｅｒｏｎ』はゼロに反応することが判っている。

　でも、ロボットを乗っ取るだけなら、ロボットの性能を高める基板を配る理由はないはずだ。

　一体、何が起ころうとしているんだろう。唯一の希望は、プロトⅢがくれたデータだった。あのデータは、『Ａｃｈｅｒｏｎ』に「仕様にかかれていない回路」がある事を示してくれた。

　これを提示すれば、自分だけで無く世界中が調べてくれる。

　美鈴は、ポケットに入れた記録チップを握りしめた。ここで、長老たちに渡すべきだろうか。

　――それは……出来ないわ。誰が敵で誰が味方かすら、判らないんだもの。

　この場所に、夫を監かん禁きんしている相手がいるかもしれないのだ。握りつぶせない形を作り出すまでは、軽率に動くわけにはいかなかった。

　――そうだ、この事実を本気や勇希に伝えないと。

　美鈴は、携帯電話を取りだして階下にいる二人と連絡を取ろうとした。

「あら……おかしいわね。電波が不通？」

　何故か、携帯電話が動かない。美鈴はイヤな予感を感じた。




　勇希姉が、ふと何かに気づいたように首を巡らせた。

「なんだ？　おかしいな。無線操作型のロボットが不稼働になりつつあるようだが」

　そう言われてみれば、周囲に慌ただしい空気が流れ始めていた。携帯電話を持って取り乱している人もいる。俺たちと同じものを見たはずなの、勇希姉は凄すごいな。

　まだ大騒ぎというほどじゃないけど、何かが起きているのは間違いない。

「マジくん、どうしたんだろうね」

　遙が、ぎゅっと俺の腕を摑つかむ。俺はその手を握り返した。

「大丈夫だ。たぶん、携帯や無線が集まりすぎて電波障害が起きてるんだと……」

　そう言いかけた瞬間だった。

「マジ―――っ！」

　人波をかき分けるようにして、長身の男が手を振っている。

　トイレに行っていた慎太郎だ。そういえば、もの凄く時間が経っている。

「もう、慎太郎！　どこまでトイレ行ってたんだよ。力仕事手伝うって約束だろ！」

「それどころじゃねぇ！」

　叱しかり飛ばそうとした康夫を無視して、慎太郎が叫ぶ。その真剣な顔に、俺は気け圧おされる。

「マジ、ラブはどこだ？」

「明里さんとキャシーに積んだゼロの最終調整をしてくれてるけど」

「よし、ラブを連れて、ここから急いでここから逃げるぞ」

　慎太郎は、見たこともない真剣な顔をしていた。我に返った遙が反論した。

「な、何言ってるのよ！　これから本戦が……」

「カムイから連絡があったんだ！　ロボコンは、罠だって！」

　空気が凍り付くのを感じた。

「え、なんだって？」

　聞き返そうとした瞬間。

「きゃああっ！」

　勇希姉の隣で、カメラロボットと打ち合わせをしていた女の人が吹き飛ばされた。

「なんだ!?　大丈夫かっ！　うわっ」

　何事かと振り返った勇希姉の頭上を、カメラロボットの腕が風切り音を立てて通過する。

　しゃがむのがもう少し遅いか、勇希姉の背が高かったら殴なぐり倒されていたのは間違いない。

「勇希姉！」

　俺は、全身でカメラロボットに突っ込む。不意打ちしたおかげか、ロボットはバランスを崩してくれた。勇希姉を庇かばいながら、周囲を見回す。やっぱりそうだった。

　周りにいるロボットたちが、こちらを窺うかがっているのが判る。

　周りにいる人間が、大人も高校生も、呆ぼう然ぜんとロボットたちを見つめていた。

　当然だ。ロボットには、ロボット３原則が課せられている。メインメモリーに焼き付けられた、人を傷つけてはならないという制約がある。ロボットと人間の関係の前提だった。

　目の前で、その約束が破られるのを見て……彼らは何を感じているのだろうか。

　構っている暇はなかった。ロボットたちの狙いは、確実に俺たちだ。

　特に、０ラブシステムを搭とう載さいしプロトゼロたちに対抗できる力を持つ、俺たちの家族が危ない。

　俺たちは頷うなずきあうと、ラブたちがいる場所に走り出したのだ。




　ラブと明里、そして公恵の三人は、ステージ裏の空きスペースで歩行訓練をしていた。

　狭い場所でも、捕まるものが沢山あった方が楽なのだ。

「ゼロを感じてください。ゼロは、明里さんの心を感じたがっていますよ」

「ふにゃあ……最初よりは、なーんとなく判るんだけどね」

　頼りない顔で、明里は手足を動かす。

「てりゃっ！」

　最後に気合いをいれて、光線を放つようなポーズを作ってみる。

「上半身のフレームにもゼロは入ってますけど、足の方が多いですよ？」

「……足から何か出すってイメージ、沸かないんだよぉ」

　ぐすん、と泣く真ま似ねをする。公恵先生が微ほほ笑えんだ。

「そろそろ、一度休憩しましょう。明里さん、ゼロが使えなくても、ずいぶん楽に動かせているような気がしますよ。明里さんが頑張ったおかげなんじゃないですか？」

「そうです！　脳波コントローラーの操作が、とてもスムーズになったのです！」

　励はげましてくれるラブに、明里は抱きついて感謝を示す。

「えへへっ、ありがと。大河原くんの方が上手になっちゃったけどね」

　くすくす笑う。一緒に練習している間、ゼロを一番使えそうだったのは本気だった。

「マスターは、ラブのマスターですから！　きっと、ラブの作ったナノマシンにとってもマスターなのです！　明里さんも、ラブのお友達ですから、ゼロにとってもお友達ですよ！」

「ふふっ、ありがと。じゃあ、一旦脱いで充電しましょ。本番でバッテリー切れしたら悲しいもんね」

　そういって明里がキャシーを脱いだ、その時だった。

「ギギ、ギギギギ」

　不吉な音を立てて、ステージの周囲にいた掃除ロボットが三人の周りを取り囲む。

「え？　な、何？」

　車くるま椅い子すにも戻れず、明里はラブに摑つかまって何とか立っている。

「ロボットさんたち、今、お掃除して貰うものはありませんよ？」

　歩くのを邪魔されて、公恵先生は困った顔をしてロボットの一台に触れた。

「きゃあっ！」

　放電が走り、公恵先生は気を失って倒れた。

「キミちゃん!?」

「明里さん、危ないのです！」

　ラブは、足の不自由な少女とキャシーを抱いて車椅子まで跳躍する。

　倒れた先生を無視して、ロボットたちがこちらに来るのを見てホッとする。

「……ナノマシンの力を感じます。まさか……」

　ラブのヘッドパーツがキラキラと幾き何か学がく模様の光を放った。そこから、ラブの０ラブシステムからエネルギーを供給されたゼロが自己増ぞう殖しよくしてあふれ出してくる。

「止まってください！」

　ラブがゼロを放つ。ゼロの力でナノマシンの動力を遮しや断だんされ掃除ロボットたちは機能停止した。長い髪にまとわるようにオーロラめいた光が収まった時、やっと本気たちが駆けつけた。

「ラブー！　明里さーんっ！」

　何かが始まってしまった事が、聞かなくても判ってしまう。

　どうやら、ロボコンが普通に開催される可能性はなくなってしまったようだった。




　会場は、異様な喧けん噪そうに包まれていた。

　まず、通信系統、ネットワークがほとんど遮しや断だんされている。その影響なのか、ロボットたちが不可解な行動を取っている。まるで、何かを探しているかのようだ。

「なんということだっ！　一体、何が起こっているんじゃ！」

　審査員たちも、真っ青な顔で事態の推移を見守っている。少数だが、怪け我が人にんの報告もある。ロボットが人を傷つけたなんてことになったら、今まで人類とロボットが積み上げてきたものが灰かい燼じんに帰してしまう。ロボット工学の権威である彼らにとっても、死活問題と言えた。

「マジ、勇希、遙さん……ラブ」

　審査員たちと共にいながら、美鈴の心は家族の元に飛んでいた。

　だけど、ここで動くわけにはいかなかった。動いたら間違いなく美鈴は共犯にされるだろう。

　美鈴には、このトラブルは『Ａｃｈｅｒｏｎ』が原因だとしか思えなかったのである。




　勇希姉の先導で、俺たちは会場を出るために走っていた。

「こっちだ。非常用の出口がある！」

　先に会場についてから、敵の侵入路や非常時の脱出路、プロトⅢのデータをどう公開するか、勇希姉は緻ち密みつに計画を立てていたそうだ。その一つが、役に立っていた。

「無駄になった方が、よかったのだがな」

　ため息混じりに、勇希姉は走る。周囲に気をつけながらなので、それほどの速度ではないけれど、人があまりにも多いので進むのが難しい。

　ロボコン参加者たちも慌てて会場を出ようとする人も多いが、係員に詰め寄って双方無駄な時間を費ついやしている人がいたり、騒ぎを無視して準備を続けていたりとまだ混乱しているのだ。

　しかもその中、方々からロボットが近づいてくるのだ。追いつかれたら、何をされるか判らない。会場の中にあるロボットは、大半がゼロにコントロールされていると思うべきだろう。

　人混みをかき分けて進もうとする俺たちの後ろで……明里さんが止まった。

「……うーん、よくないな。これ、よくない」

「何してるんですか、明里さん、急いでください！　ロボットが来ちゃいますよ！」

「判ってる。だから……あたし、ここに残るよ」

　いきなり、明里さんはそう言った。遙が気け色しきばむ。

「何言ってるんですか！　ここに残ったら危ないですよ！」

「……あたしを連れて行くと、みんなも危険でしょ。あたし、こんな人混みを素早く抜けるなんて出来ないよ。今更、キャシーを付けるわけにもいかないし」

　さばさばした表情で、明里さんはそう言った。にぱっ、と笑顔を作る。

「まあ、これだけたくさん人がいるところでそうそう無茶もしないでしょ。なんたって、あたし美人だしね。それに……やっぱ、ここでやるつもりだったことは、やった方がいいと思う」

　そういうと、明里さんは手を差し出した。

「プロトⅢちゃんがくれたデータ、頂ちよう戴だい？　あたし、この……ロボットの反乱のどさくさで、これを世界に送信できないか挑戦してみるよ」

「え……？」

　決意に満ちた笑顔。明里さんも言い出したらきかない人なのだ。

「二手に分かれましょう。みんなは、ラブちゃんを逃がす。あたしは、データを公開する」

「でも……」

　そんな危ないこと、させられるわけがない。こんな話をしている間にも、ロボットたちが俺たちに近づいてくる。大半がこの会場で使っているロボットのようだ。

「あー、なら、私も残るわ。遙、大河原本気、あとは私に任せなさい」

　宮武富子が、とん、と明里さんの隣に移動した。

「私、ジャーナリスト志望だから。ここでスクープを一つものにしておけば、将来有利だと思うんだよね。あと、世界的に言ってジャーナリストって中立だから。たぶん、私は狙われないと思うんだよね。それが運命ってヤツ？」

「富子……」

「あーん、富子って言わないで。さあ、早く行って。このデータを世界に届けるのは私たちが頑張るけど、ラブちゃんが捕まったら、それも結局、世界が危ないんじゃない？」

「そそ。だから、行って？　公恵先生も、美鈴さんもここにいるんだから。あたしたちは大丈夫！　男の子たちはラブちゃんを守る！　遙ちゃんはお目め付つけ役やくね！」

「だけど……そんな……」

　喧けん噪そうが遠く感じられる。ここまで、一緒にやってきた仲間をおいていけるわけが……

「部長命令に従わないと……退部にしちゃうぞ？」

　明里さんは、そう言うとくすりと笑う。宮武も頷うなずいた。

「遙とラブちゃんに傷一つでも付けたら、退部じゃなくて殺すけどね！」

　ロボットたちが近づいてくる。俺は、ふたりに頭を下げた。

「よろしくお願いします！」

「任された！」

　返事を聞いた時には、俺たちは走り出していた。ラブも遙も、真っ赤な目をして、だけど何も言わなかった。泣く暇があったら、俺たちはこの場所から逃げなければならないのだから。




　非常口に近づくと、警備ロボットが巡回しているのが判る。

　間違いなく、乗っ取られているだろう。高圧電流を放つ警棒は脅威だ。

「ラブ、ゼロを使って倒せるか？」

「……もちろんです。ラブは、ゼロでロボットを壊さずに止める方法を考えたのです」

　走りながら、ラブは光の塊かたまりを生み出す。

「えーいっ！　あたるです！」

　ラブの放った光の球は、意思を持っているかのような軌道を描いてロボットの背後に回り、そこで弾けた。警備ロボットの背中に位置する、非常停止ボタンを押したのだ。

　数体のロボットが、あっさりと動きを止めた。

「ほう……考えたな。これも、クリスマスの後に考えたのか？」

「はいです。勇希さん。カムイお姉さんみたいに壊さなくても、ロボットは止められます。マスターがやっているのを何度もみたのです」

　なるほど。アラシやカメラロボットを止めた時のやり方から学習したってことか。

　俺たちは、勢いを殺さず非常口を目指す。

「勇希姉、ここを出たらどうするの？　結局、街の外だってロボットが一杯だよ」

「ふっ、考えてある。なんとかここを出さえすれば、方法はあるのだ」

　勇希姉が微かすかに笑顔を見せた。

　勇希姉の言葉を信じて非常扉に取り付く。背後で、悲鳴が上がった。

「うわあああっ！」

　しんがりを務めていた慎太郎だった。さっき止めたはずの警備ロボットに捕まっている。

「えええっ、どうしてなのです!?　確実に電源を切ったのに……」

「甘い」

　少しだけ、懐かしい声がした。次の瞬間、警備ロボットは白煙を立てて床に崩れる。

　一緒に尻しり餅もちをついた慎太郎は、そんなことは全く気にならない様子で顔を輝かせた。

「……カムイ！　来てくれたのか！」

「他に方法がなかったの。この地域一帯は、電波が妨害されている上に、プロトゼロの作っている力場でこちらのナノマシンも思うように動かなかった。今、プロトⅡを失うわけにはいかないのよ」

　カムイは、真剣な顔をした。

「プロトゼロとプロトⅢの居場所が判ったの」

「えっ、じ、じゃあ父さんも……」

「恐らくね。確証は無いけれど、二体のプロトシリーズがいるのは確実ね。この会場にナノマシンを大量に送り込んでいるおかげで、やっと尻尾しつぽを摑つかんだわ」

「……まるで、僕たちが囮おとりになったみたいだね」

　苦笑するように康夫が言う。ところが、カムイは頷いた。

「そうよ。囮にさせて貰もらった。この会場にナノマシンを撒まいているのは早い段階で判っていたけれど、出所が摑めなかったから。仕方なかったのよ」

　何でも無いことのように言う。珍しいことにラブが不満を述べた。

「カムイお姉さんっ、だったら、ラブたちにも先に教えてくれれば……」

「教えたら、態度に出るでしょう。特に、あなたが」

　にべもなくいうカムイに、ラブはぐっと言葉に詰まる。

「とにかく、ここを脱出しましょう。このまま敵の本拠に乗り込むわ」

「えええっ、このままって……このまま!?」

　慎太郎の叫びは、俺たちの叫びでもある。カムイは当然だ、と言うように頷いた。

「……この会場に大量のナノマシンを送り込んでいる今が、唯一の好機よ。あなたたちが手伝わないというなら、ひとりでも行くわ」

　黒髪の美少女ロボットは、大きな瞳に決意をみなぎらせている。

　俺たちは顔を見合わせて……頷いた。決着は、早く着いた方がいい。

「よし、判った。後の話は、脱出してから聞こう。そろそろ次の警備ロボットが来てしまう」

　そういうと、勇希姉は非常ドアを開ける。ドアの前には、すでに車が待機していた。

　運転席のドアが開き、見慣れた顔がのぞく。

「えふさん!?」

　あのえふさんが元通りの姿でそこにいた。

「安心しろ。ナノマシン対策は施ほどこしてある。以前と同じ記憶と経験値を持ちつつ新装備を追加した、言うなればえふさん改だ」

「皆様、ご無ぶ沙さ汰たしております。マスター、非常事態予測マニュアルＥ―４と推測しました」

「正解だ。まずここから脱出してくれ。ナノマシン妨害波最大」

「了解しました。目的地はどうしますか？」

　俺たちは、揃そろってカムイの顔を見た。

「私がナビゲートします。えふさん、有線でデータを送るから、その通りに。時間がないので、なるべく急いでください。」

「了解致しました。出発いたします。多少乱暴な運転になると思われますので皆様お気をつけくださいませ」

　そう言うと、えふさん改は車を急発進させた。それはもう、とんでもないスピードだった。




「……ここは？」

　俺たちが車を降りたのは、妙に綺き麗れいな研究所だった。

　普通のオフィスビルのように、セキュリティも付けていない人たちが行き来している。

「東雲重工が昔から使っている研究所よ。今は、特に重要な研究をしている場所ではないわね。窓際ってところかしら」

　まだ今日の事件も伝わっていないのか、実際、のんびりした空気が漂っていた。

「こんなところに、プロトゼロがいるの？　ってことは、マジくんのお父さんを攫さらったのは、おばさまの……勇希さんが勤めてる会社だったってこと？」

「……違うわ。この建物は、我々に因いん縁ねん深い場所なの」

　カムイは、車を降りると燃えるような目で研究所を見た。

「ここが、十二年前、三体の０ラブシステムが事故を起こした場所よ」

　全員が息を呑のむ。カムイはそのまま続けた。

「まさか……ここだとは思わなかった。建物は火災で焼失して、この建物はその後建てられたものよ。プロトゼロは……あの事故の時から、一歩も動いていなかったのね」

　俺は混乱していた。だとしたら……どこにいるんだ？

「何と言うことだ。まさかここに……そうか。古い研究所だけに、地下に大きな閉鎖施設があって、そのままになっていると聞いた事がある。都市伝説のようなものだと思っていたが……」

　勇希姉には、心当たりがあるらしい。ラブが、勢い込んで尋ねる。

「じゃあ、地下にマスターのお父様が？」

「……判らない。この施設に来るのは初めてなんだ。それに、地下施設はとっくに使われなくなっているはずで、入口だってコンクリートで埋められているかもしれない」

「今も出入りはあるんだ。恐らく、隠されていても出入り口はある」

　自信満々に、カムイは言う。ラブも頷いた。

「ここから……０システムのエネルギーを感じます。ナノマシンに力を送っているのが判るのです。ただ、強すぎて……正確な場所は判らないみたいです」

「……マジ、カムイ、俺にいい考えがあるんだけど。ちょっと、ずりーけどな」

　慎太郎が、俺たちの袖そでを引っ張った。緊張した場に似合わないイタズラっぽい顔から出た提案。俺たちは、その賭けに乗ることにしたのだった。




「いよいよ、だね」

　遙が服の袖をきゅっと握ってくる。その手は少し震えているように見えた。

「ああ……」

　俺と遙は、アラシを抱いて車の陰に隠れていた。

　慎太郎とカムイ、そして勇希姉が、先に施設に向かうことになったのだ。

　成功しても、失敗しても次は俺たちの番だ。固かた唾ずを呑んで見守る。

　突然、遙がラブの方を向いた。

「ラブ、ちょっと、建物の後ろを確認してきてくれる？　そっちにも非常口があったら、逃げちゃうかもしれないでしょ？　もしあったら、川森くんの作戦が成功した瞬間にふさいじゃってね」

「ラブ、了解です！」

　遙の機転で、ラブは足取りも軽く施設の裏に回る。

「遙、凄すごいな。俺、全然気づかなかった」

「……えへ、まあ、本当は……口実なんだけどね」

　遙ははにかむように笑った。

「マジくん、大好き」

「えっ、あ、ああ……ありがと。判っているよ」

　俺は、遙の頭を撫なでようとした。その手を、遙が摑む。

「判ってないよ」

　ちょっと怒ったみたいに、遙は俺を睨にらむ。その表情がやけに綺き麗れいで、俺は緊迫した状況を忘れるほどドキドキしてしまう。

「そ、そんな。遙は、俺の大事な家族だ。ずっと妹みたいに……」

「ほらっ、全然判ってない！」

　遙は、摑んだ手を痛いほど握りしめる。

「い、いたたっ、なんだよ、こんな時に！」

「こんな時だから、でしょ！　これから、マジくんも私も、どうなるか判らないんだから！」

　そう言うと、遙は俺にぎゅっと抱きついた。

「マジくんエネルギー、充じゆう塡てん。久し振りだな」

「はは……」

　久し振りで、ちょっと恥ずかしい。

「ハルカちゃん３原則は、封印中だけど、忘れちゃダメだよ。マジくんは、無事に帰ってこないとダメ。だって、私の面倒をみるのは、マジくんの役目なんだから」

　俺の腕の中で、大切な少女が微ほほ笑えむ。

「……判ってるよ。約束だもんな」

「もー、何回判ってないって言わせるの？」

　遙は、呆あきれたような顔をした。そして……いきなり、俺に顔を近づける。学校でも一、二を争うと言われる美び貌ぼうが、とんでもない至近距離にある。

「は、遙……？」

「遙はね、ずーっと、マジくんのロボットになりたいって思ってた。一生、マジくんの言うことを聞いて過ごしたかった。だから、３原則を作ったんだよ」

　優しい顔で、遙はそう言った。俺は、何と答えていいか判らず、顔を真っ赤にするしかない。

「でもね……今は、ちょっと違うの」

　遙は俺を見つめ、それから目を閉じると……キスをした。

　甘い香りと、くらくらする衝撃。遙が、超絶美少女だってことを、思い出してしまう。

　いつもそばにいて、考えないようにしてきたのに。
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「は、遙……」

「もー、結局、遙の方からするまで、してくれなかったね」

　照れた表情で、だけど遙は……輝くように破顔した。

「遙はね、マジくんの家族だよ。でも、妹じゃないの。今の遙はね、マジくんのお嫁さんになりたいの。一生面倒見るって、そういうことだよね。遙、ずーっとそう思ってたよ。一番最初に、約束した日から」

　笑顔のまま、遙はぽろぽろと涙を零こぼす。それは悲しい涙じゃ無いのは判る。

「遙、ごめんな。俺が……俺から、言うべきだったのに」

「ふふっ、ううん、いいの。マジくんが、優しいから……ハルカちゃん３原則の第三条があるから……遙はなんでもマジくんの言うことを聞くって決めてたから、言えなかったんでしょ？　判ってる、判ってるから……封印したんだもん」

「遙……俺も、遙のこと、大好きだ。一番好きな、女の子だよ」

　俺は、遙の身体からだを強く抱きしめた。

「……嬉しい」

　遙も、再び俺を抱き返す。その刹せつ那な。

　ジリリリリリリリリリリリリ！

　非常ベルの音が鳴り響く。火災発生のサイレンが鳴った。

「マスターっ！　始まりましたよ！　あっ、遙さん、ずるいです！　ラブも、ＭＰマジポイントを回復したかったです！」

　不満顔をするラブの手を取って、俺たち三人は走り出す。

　慎太郎の作戦はうまくいったらしい。建物から、一気に人があふれ出してくる。

　最後の大勝負が、始まろうとしていた。














第五章　０の奇跡









　大おお河が原わら本もと気きの渾あだ名なは、「マジ」という。

　彼は、機械いじりが好きな子どもだった。両親ともにロボット工学者で、姉もその道に進むつもりで勉学に励はげむ環境。材料には事欠かない。毎日、没ぼつ頭とうしていた。

　他の子どもたちが積み木で遊ぶ頃にドライバーの使い方を覚え、ゲームを覚える時期にはモーターの構造を理解した。基本的には好きなことにしか向けられないけれど、何かで「本気」になった時、大河原本気は、信じられないほどの真剣さと集中力を発揮する。何事にも「本気」で挑戦して欲しい、そう願った両親の期待通りに、彼は育っていた。

　そんな彼の性格と行動は友達から奇異に見られることも多かった。いつでも「本気」で頑張る少年だから「マジ」と呼ばれるようになったのだ。

　湊みなとたちの事故を境にして、本気は一切のロボットとの関わりを断ち、遙はるかとの家族ごっこに集中した。泣いている少女を可か愛わいがることは、本気にとって自分を癒いやすのと同じだった。

　本気は、遙を支えることに「マジ」になったのだ。彼は、何も変わっていなかった。

　そして今、本気は本当の意味で「マジ」になっていた。父を、家族を、遙の両親が残した０ラブシステムを、すべて取り戻して……みんなで幸せになるために。




　東しの雲のめ重工の中でも重要度の低いこの施設は、ロボット工学に興味を持つ見学者を受け入れている。そのため、セキュリティが少し甘かった。

　大おお晦日みそかで、しかもロボットに興味がある人間なら見逃せないロボコンも行われている。研究所の所長クラスは会場に出向いていたし、出勤人数も少なく、警備と管理の人たちがいるだけだ。その人たちが、大慌ての様子でビルから飛び出してくる。

　突然鳴り響いた非常ベル。そして、

「火事ですよー！　それも、爆弾が仕掛けられたみたいですわーっ！」

　どう見ても高校生にしか見えない少年が、そう突然叫んのだから。

「ちょっと、川かわ森もり慎しん太た郎ろう、あなた、何してるのよっ！」

「いや、とっととビルのセキュリティを無効化しようと思って」

「何言ってるの！　警察や消防を呼ばれたら台無しじゃない！」

　真っ赤な顔で怒ったのはカムイだった。

「いや、たぶんだいじょーぶ。気づいてないの？　ご主人様」

　慎太郎は携帯電話を取りだした。

「ほら、ここ圏けん外がい。ってーか、ロボコン会場出てから、ずーっと圏外。俺、確認したもん。逃げた人たちが消防に電話しても繫つながらない。ついでに言えば、煙も出てないしね。そう簡単に信じてくれないんじゃないかな」

　だからといって爆弾なんていう必要はないのだが、慎太郎は得意満面だ。

「……会場だけでなく、広域に渡って電波妨害がされていたらしいな。我々がデータを公開しようとしていることに気づいていたのか」

「単に、ラブたちを攫さらおうとしていたとしても、警察を呼ばれては面倒だと思うでしょうね」

　勇ゆ希きと康やす夫おが、顔を見合わせる。

「気づかなかったわ。少し、焦っていたかもしれない」

　黒髪の美少女は、素直に認めた。出て行く人たちと逆行するように、ラブが入ってくる。

「カムイさん！　マスターのお父さんはどこにいるですか!?」

「判らないわ。貴方あなたも探しなさい」

　二体のプロトシリーズは、頷うなずきあって目をつむる。

　ふたりのもつナノマシンが共鳴するような輝きを発した。

「なんか……光が強いよな」

「以前、カムイも言っていただろう。プロトⅢが奪われてからプロトゼロのナノマシンが強化されたようだ、って。カムイとラブが協力すれば、やっぱり強化できるようだな。しかし……」

　なかなか成果はでないようだ。

「地下……なのは確実なんだけど……ナノマシンを送る隙すき間まはないわね」

「カムイさん、ラブ、ちょっと変なところを見つけました」

「変……なるほど、非常ベルを押しているのに、反応していない防火扉があるわね……しかも、ナノマシンが通る隙間もないわ」

「はいです。ラブ、裏口で非常扉を封ふう鎖さしましたが、その時もこの扉に繫つながる外への通路は想定できません。この使われていない防火扉の後ろに、何かある可能性が高いです」

「……だが、開かないようだぞ。ゼロのコントロールも受け付けない」

　ラブが、ため息をついて目を開ける。

「みなさん、怪しい場所は見つかったのですが、進入方法がありません」

　カムイと二人で、状況を説明する。

　何か思いついたように、勇ゆ希き姉ねえは、入口近くにある事務室に入って、すぐに出てきた。

「やはり、今日はこの施設には責任者はいないようだ。私の権限でコントロールルームの鍵かぎを借りて来た。コントロールルームに行けば、ビルの構造が判るはずだ。防火扉も開けられるだろう。ただ、最上階のようだから、プロトⅢたちのいる地下とは逆だな……」

「どちらにしても進入は私とラブで十分。人間は足手まといよ。どんな罠わながあるかも判らないんだから。コントロールルームがあるなら、そこからサポートしてちょうだい。ラブ、それでいいわね」

「は、はいです！」

　ラブは頷きながらも背後を気にしている。

「そうだな。それがいいだろう」

「僕は、勇希先輩と一緒に行きます！」

　康夫が立候補し、勇希姉が頷いた。そこに、遅れていた本気と遙が駆け込んでくる。

「ごめんなさいっ！　手間取っちゃった！」

「もうっ、マスター、何をされていたんですか？　いきなり『用事を思い出した』なんて、ラブ、びっくりしましたです」

「ごめんごめん。ちょっと、思いついたことがあってさ」

　手に持った大きな荷物を示す。そして慎太郎たちに叫んだ。

「慎太郎、みんな、手が空いてる人は手伝ってくれないか」

　本気と遙は、何故かキャシーを抱えていた。更に幾つかの機械部品。

「あなたたち……何を考えているの？」

　全員の疑問を、カムイが代弁する。

「……俺は、ラブとカムイと一緒に父さんに会いに行く。そのための、準備だ！」

　本気は、そう断言した。決意に溢あふれた顔で。




　非常ベルの音がうるさい。本来なら、警報は関係機関への通報装置も兼ねているはずだ。

「通常、１１０番から警察の到着まで通常どのくらいですかね」

「早ければ一五分というところではないかな」

　康夫の質問に答えながら、勇希はコントロールルームのモニターを動かしていく。

「遅いですよね……」

「もとより大おお晦日みそかで警備も大変だろうしな。無線が不ふ稼か働どう状態でも、ロボコン会場には警備の警察も大勢いた。連絡を取り合って対応しているとしたら、警察署は手薄かもしれない」

　ぱちぱちキーボードを叩き、勇希は複雑な操作を繰り返す。

「予測通りだな。通常、使われていない防火扉の関連するネットワークが何者かに乗っ取られている。これが地下と地上を繫つないでいるのか。やれやれ、東雲重工はセキュリティシステムの販売でもトップクラスだというのに、信用がた落ちだな」

　面白くもない、というように勇希が呟つぶやく。

「よし、館内放送のシステムが動いた。扉も開けられる。呼びかけてくれ」

「了解です。本気、こちらは準備完了だよ」

　マイクに向かって康夫が叫ぶ。非常ベルを鳴らしてから、三〇分近くが経過していた。




「これで……よし」

　俺は、ちょっと窮きゆう屈くつなズボンを穿はくような感じでキャシーを身につけていた。

「おいマジ、ホントにこれでいくのか？」

　装着を手伝ってくれた慎太郎が、心配そうに聞く。

「たぶんな。慎太郎だって予選の時はずいぶんテストパイロットやってたろ」

「あの時は歩くだけで精一杯だったろ。今のキャシーは……」

　俺は、キャシーを起動させてみる。通電すると人工筋肉が微かすかに温まるのが判った。

「よっ」

　軽くジャンプするだけで、天井に簡単に手が届く。

「うん。大丈夫だ。筋力の補正も相当使えるな」

「マジくん、行けそう？」

　真剣な顔をするのは遙だ。彼女も、俺の計画を手伝ってくれている。

「マスター……本当にやるですか？」

「足手まといだって言ってるでしょう」

　二体のロボットは、あまり気乗りしない、という雰ふん囲い気きだ。

「たぶん、説得しても無駄だよ。マジくんがやるって言いだしたらきかないんだから」

　ツインテールの美少女は、二人を説得する顔になる。

「ですが……」

「ラブたちだけで行かせるのと、マジくんが一緒に行くのだったら、マジくんがいた方が絶対安心だと思う。だって、ラブに『最優先指示』を出したら、ラブを無理させずに連れて帰れるでしょう？　カムイだって、無茶はできないだろうし」

「好きな男を、危険にさらしてもいいの？　遙さん」

　カムイは、核心を突く。遙は、仕方ないというように頷うなずいた。

「うん。だって、ここで行かなかったら、マジくんはずーっと後悔するもの」

　遙は、にっこり笑って本気の腕を取る。

「……マジくん、頑張ってね。絶対、無事で帰ってきて。できたら、おじさまと一緒に。でも……無理しちゃダメだよ。マジくんのせいで、遙が泣いたら困るでしょ？」

「それは……困るな。困らないようにするよ」

　俺は、真剣な顔で頷く。遙が止めるんじゃなくて「頑張れ」って言ってくれることが、どれだけ励はげみになるか判らない。ごそごそしていた慎太郎も顔をあげた。

「これも持って行くか？　バールのようなものってヤツ」

　どこから探してきたのか鉄パイプのようなものを武器代わりに渡してくれる。

「さんきゅな」

「代わりと言ってはなんだが、ご主人様をよろしゅーたのんます。べりーたのんます」

　長身のオタク少年は、そう言って何度も頭を下げる。俺は苦笑した。

　二体のロボットは、どうしていいか判らないのか黙っていた。

「ま、ラブとカムイの方が俺より強いのは判ってるけどさ」

　俺は、二人に向かって笑顔を作る。

「うちの親父おやじを最初に殴なぐるのは、俺の仕事だと思うんだ。一緒に行かせてくれ」

「マスターのご命令なら、ラブは……当然、逆らえないのですが……」

　言いよどむラブ。カムイは、不機嫌そうなのを隠しもしない。

「違う。これは命令じゃない。」

　深呼吸して、大事なことを伝える。

「これは、お願いだよ。頼む、ラブ、カムイ。俺に、親父と……家族と、親父たちが作った大切なものを取り戻させてくれ」

　頭を下げる。俺がついて行かない方が安全なのは、たぶん、事実だから。

「協力してくれよ。ラブも……ラブの姉さんであるカムイも、俺の、家族なんだから」

「マスター！」

「……バカね」

　それだけいうと、カムイは歩き出す。俺とラブも、急いでその後を追う。

「遙、絶対帰って来るから！　勇希姉と合流しててくれ！」

　地下に繫つながる防火扉は、すぐそばだった。




　一方、ロボコン会場でも喧けん噪そうは続いていた。

「避難してください！　慌てず、落ち着いて！」

　警備員なのか警察官なのか、誘導する声がむなしく響いている。

　その場にいる沢たく山さんのロボット関係者の反応は様々だった。

「噓だろ……ロボットが、いうことをきかないなんて」

「ロボット３原則は、どうなっちまったんだ！」

　ロボットは人間を一人ずつ拘束して、顔を確認している。誰かを探しているようだ。

　この場に残った少女たちにとっては、それは恐怖そのものだった。

「ふええ……永なが野のさん、宮みや武たけさん、これって……私たちのこと、探してますよねぇ」

「あはっ、そーでしょうね。ラブちゃんたちのついでかもしれないですけど」

　そう言うと明あか里りは苦笑した。目立つという意味では、自分より目立つ存在はいないのだ。

　明里は、車くるま椅い子すを会場の隅において、松まつ葉ば杖づえで歩いている。

「あー、キャシーだけでも穿はいてればよかったな。あ、でも、キャシーが乗っ取られた可能性もあるんだもんね。難しいなー」

「会長、落ち着いてますねー。で、どーします？　何とかして、『Ａｃｈｅｒｏｎ』の脅威を世界に伝えないと！　ああっ、宮武富とみ子こ、今年のピューリッツア賞取れちゃうかも！」

「うーん、とりあえず、二人ともちょーっと離れてくれるとありがたいにゃ」

　松葉杖の美少女は、自分を支えようとしてるんだか寄りかかっているんだか判らない二人に苦言を呈した。近づくロボットに捕まえられないように移動するだけでも大変なのだ。

　幸か不幸か、会場には万単位の人がいる。ロボットもたくさんいるだろうが、自分たちを見つけるのには時間がかかるだろう。もとより、探しているのはラブと本気、それに……

「あ……」

　明里は息を呑のむ。そして、二人の顔を見る。

「大事な事、忘れてた……あたしたち、まずは大河原くんたちの無事を伝えなきゃ！」

「えっ、誰に？　どうやって？　さっきから携帯電話は全然繫がりませんよ？」

　公きみ恵えの言い分ももっともだ。だけど、明里は首を振って、頭上を指さした。

「あっ……そっか。もうひとり、仲間がいたよね！」

　ばん、と手を打って富子は頷いた。

「一応、車椅子まで戻りましょう。あれ、色々役に立つから！」

　隠れるのを諦めて、今度こそ二人に支えられるようにして明里は進み始める。

　きっと、本気たちは自分の役割を果たしてくれる。

　自分たちも、彼らに恥ずかしくないように頑張らなくてはならない。

　明里も、公恵も、富子も、ここに残らなかった仲間たちを心配している。

　自分たちも危ない選択をしている事は、全然頭に無かったのだった。




　最上階に続くエレベーターを降りて、遙は辺りを見回した。

「コントロールルームってどっち？」

「このビルの中には、もうオレたちくらいしかいないはずだから、声のする方に行けば……」

　提案が終わる前に、慎太郎の意見は中断された。

「そんな原始的な方法を使わなくとも大丈夫だ。このビル内のコンピュータは取り戻した。遙さん、正面の通路を突き当たりまで行って右へ。そこから三つ目のドアだよ」

　廊ろう下かにしつらえられたスピーカーを通じて、勇希が指示をくれる。

「ありがとうございます、勇希さん」

　指示された扉に駆け込むと、笑顔が待っていた。

「あっ、久く遠おんさん、慎太郎！　無事でよかった」

「康夫ー！　本気たちは？」

「まだ防火扉の前にいる。開けた瞬間、軍用ロボットが襲ってこない保証はないからな」

　勇希が、全館を映し出すモニターを前に説明した。

「このコントロールルームは、非常用の設備だ。一階でなく最上階にあるのは、この建物で危険な研究が行われていた証あかしとも言える。一階の警備員室と別に、この部屋からすべてのカメラや館内設備を使用することが出来る。マジ、ラブ、カムイ、準備はいいか？」

　勇希姉の声に従うかのように、本気たちが防火扉の前に立っている画像が表示される。

「大丈夫。キャシーの動作も問題なさそう。必要な時以外は電源を切ってても大丈夫」

「よし、ならば断続的に二〇分程度は通常の数倍の力が出せるわけだな。安全を確保する意味ではよい情報だ。こちらは、非常ベルでも残っていた職員全員に避難を指示した。もはや、館内には我々しかいない」

「判った。じゃあ姉さん、予定通り始めてくれ」

「……了解だ。では、本気の合図で開始する」

　本気は、防火扉を睨にらみながら答える。勇希は、コンピュータを操作しつつ、内心の躊ちゆう躇ちよを押し殺す。本当に、このまま行かせていいのだろうか。警察を待たなくていいのだろうか。

　ロボットの暴走と、この非常ベルの原因を、届け出のない地下施設が理由だと通報すれば、警察が事件を解決してくれはしないだろうか。

　ただ、ロボコン会場の混乱がどうなっているかも判らない今、その余裕があるかも判らない。母や明里たちも心配だ。そして何より、本気は止めてもきかないだろう。

　なぜなら、彼は勇希の愛する弟だ。こんな時に止まるような男ではないのだから。




　俺は、キャシーの電源を入れて、挙動を確認する。

「ラブ、準備はいいか？」

「はいです。でも……マスターが一緒なのは嬉しいですけど……」

「プロトⅡ……いいえ、ラブの言うとおりよ。どれほど言葉を重ねても、ロボットで補強しても、貴方が危険になると私たちのパフォーマンスが落ちる。他の人といた方がいいわ」

　最後の抵抗を、俺は一笑した。

「そうかもしれないけど、足手まといにならないように頑張るよ。それに、実際のところ……ラブとカムイだけで親父と会ったら……何が起こるか心配でさ」

「……私は、私情は挟まない」

　カムイが言っているのは、「ゼロを止める障害になったら排除する」ということだ。

　つまり、カムイもまた、父さんの状況について疑問を感じているんだろう。

「ラブは、必ずお助けしますです！」

　真しん摯しな表情で俺を見つめるラブ。気持ちはありがたい。だけど。

「いや、うちの親父はさ、息子の俺でも何を考えてるか判らない人だったんだ。仕事バカで、日常的なことは全部ダメで。別居騒ぎからは本当に帰って来なくなるしさ。だから……」

　本気は肩をすくめる。

「まず俺が一発殴なぐらないと、本当の事言わないと思うんだ。というか、説明してくれるかどうかすら怪しい。その話をするのは、俺の仕事だと思う。だから、諦めて一緒に行こう、ラブ、カムイ。頼むよ」

　親父が、ここの地下にいる。何故か、俺はそれを確信していた。

　理由は非常に単純で、ここが、０ラブシステムが起こした事故の舞台だったってことだ。

　親父は、その事故の後で遙を引き取り、仕事に没ぼつ頭とうした。０システム完成間近になると、母すらも遠ざけた。理由は、未だに判らない。そんな親父が執着しそうな場所として、これほど整った舞台はない。あの事故から、俺たち家族と、遙の家族の運命が変わってしまったのだ。

「マスター……わかりました。ラブ、マスターの指示に従います。でも……約束してください。危ないことはしないでください」

　親父が俺に託した０システム搭載型実証実験機〈プロトⅡ〉ラブは、ロボットらしく指示に従うと言いつつも、俺に注文を付けてくる。どれだけ自分が変なことを、凄すごいことをしているのか自覚もないのだ。この素晴らしいドジっ娘ロボットは。

「……私は目的優先でいく。ついて来られなければ、置いていくからね」

　カムイも、俺の顔を見ずに肯定してくれた。

「勇希姉、始めてくれ！」

「了解。全隔壁閉へい鎖さ！」

　ビルの要所に付けられた防火扉や非常シャッターが降りていく。

　これで、この中から何かが出てきても他の人たちに迷惑をかけることはない。

「前方防火扉、解放！　マジ、ラブ、カムイ。正面をまっすぐ行ったところから地下施設に続く作業用エレベーターがある。こちらから調べた限りでは無人だが、注意して進んでくれ」

「了解。ありがと、勇希姉」

「頑張ってね、マジくん。遙……待ってるから。ラブ、カムイ、マジくんをよろしくね！」

「ご主人様ーっ、ご主人様――っ！」

「慎太郎、うるさいよ。マジ、久遠さん、鷲わし尾おさん、その先の通路も、このコントロールルームから操作できるみたいだから、電気点つけるよ。今、地下施設のコンピュータも解析してるから、なるべく、サポートするからね！」

　仲間たちからの心強い声援が届く。中でも、遙の声援はとびきりだ。

　今までなら、絶対に止められたと思う。ハルカちゃん３原則を盾に泣かれたと思う。

　――キスのおかげかな。遙は、俺を信じるって方を選んでくれたんだ。

　俺は自分の唇に触った。あの感触と共に、俺は遙と新しい約束をしてしまった気がする。

　だけど、それは……とても、幸せなことのように感じられるのだった。




　明里の車椅子が、非常階段を上がっていた。

　ロボットたちが物音に反応して一瞬そちらを見る。車椅子は無人のように見えた。

　同じロボットだと認識したのか、ロボットたちは非常階段から離れていく。

　それを見計らって、ひょこり、と影が顔をだした。

「今です、行きますよ！」

　松まつ葉ば杖づえをついた明里を両側から支えて、富子と公恵が非常階段を上っていく。

「囮おとり作戦、成功ですね！」

「監視は、これで最後だといいんだけどにゃ～」

「たぶん大丈夫。それに、この状況で逃げだそうとするならともかく、逃げ場のない二階に上がろうとする人はあんまりいないって」

　何の根拠もなく富子が請け負った。実際、幸運に期待するしかない。

「でも、これだけロボットが暴れてると私たちが持ってるデータを世界に公表して……ってもうあんまり必要ないよね。誰の目にも明らかにロボットの反乱が起きてるよね」

　怪我人まで出した騒ぎは、まだ続いていた。

「ロボットって、これからどうなるんですかねぇ。キミちゃん、ちょっと心配です」

　公恵先生に言われて、明里ははっとなる。確かに、公恵の言うとおりだった。

「ロボット全部が、悪者になっちゃうかもしれないですね」

　実際、カムイはラブを壊すために、人間を巻き込んでも仕方ないと言っていた。彼女は実際には優しい子で、そんなことをしたとは思えない。だけど、いつだって可能性はあったのだ。

　今も、おそらくは怪我をさせないようにロボットは行動しているんだと思う。目的を達成する邪魔にならない限りは。だから捕まりそうになって抵抗した人だけが怪我をしている。

「はあ……はあっ……」

　次第に明里の息が上がり始めていた。松葉杖で階段を上がるのは大変なのだ。

「大丈夫、明里さん」

「は、はいっ……なんとか……。美み鈴すずさんに会うまでは頑張ります」

　三人は、もう一人の仲間に合流するために走っていたのだ。大切なことを伝えるために。

　そして、自分たちの役割を果たすために。

「あっ、待って！」

　ういいいん、と音を立てて、先に上らせた車椅子が降りてくる。

「二階で停止するようにセットしておいたのに……？」

　明里が真っ青になる。

「つまり……上に誰かいるってことですよね」

　それが人間ならいい。だけど、もしロボットだったら……。そしてロボットたちが探しているのが、ラブたちだけではなく、明里たちも入っていたら……

「人質とかになると……まじくんたち、きっと困りますよねぇ」

　言い終わる前に、公恵は背後を確かめる。残念ながら、先ほど警戒していたロボットたちが、再びこちらに向かっている。

「前門の虎、後門の狼ってヤツ……ね。遙、ごめん。短い人生だったわ」

「簡単に諦めないで……上に行きましょう！　主催者のいる本部に、美鈴さんはいるはず。少しでも、少しでも近くにっ！」

　下から見上げた限り、本部の周りはロボットを食い止められているようだった。

　あそこまで行けば、大事なことは伝えられる。

「公恵先生、宮武さん、あたしはいいですから急いで本部に向かってください。二人だけなら、逃げられるかもしれないでしょ？　あたしは……降りて来た車椅子に乗って逃げ回ります」

「バカなこと言っちゃだめです！　そーゆーのは先生の仕事ですよ！」

「やだなー、忘れたんですか？　あたしの逃げ足」

　明里は、よく学校で事件を起こしては車椅子で爆走して逃げ切っていたのだ。

「ねー、二人とも、そんなこと言ってる間に……来たよ。車椅子」

　車椅子と、それを押す足音。三人は、緊張して壁にくっついた。

「ど、どうしよう。ロボットかな、人間かな……」

「ロボットだったら、すれ違うタイミングで走って二階を目指しますよ。宮武さん、永野さんに肩をかして」

「先生、あたしはいいですからっ！」

「いいですから！　少しくらい先生にもいい格好させなさい！」

　そう言うと、公恵先生は車椅子が来る方向に、盾になるように立つ。

　そして降りてくる車椅子を摑つかんで叫んだ。

「二人とも、行きなさい！」

「先生っ!?」

　心配する明里の声を無視して、富子が彼女の身体からだを引っ張る。

「急いで！」

　走り出そうとした二人と、必死で車椅子を止めている公恵を見て、階段を下りてきた人影は何故か……ホッとしたような声をあげた。

「……永野さん!?　それに小こ松まつ崎ざき先生も……無事だったのね」

「美鈴さんっ！」

　探していた人に会えて、明里たちはその場にへたり込む。美鈴もまた、彼女たちを探していたのだ。しかし、まだ事態は収しゆう拾しゆうされたわけではなかったのである。




　俺たちは、意外なほど広い地下通路に入り込んでいた。何の変へん哲てつも無いビルの地下に、こんな地下鉄が通りそうな通路があるなんて、誰も思わないだろう。

「ラブ、ナノマシンを操っているエネルギーは、こっちから来てるんだな」

「はいです。密度が高すぎて判りにくいですが、奥に行けば行くほど、強いエネルギーを感じます。マスター、気をつけてください」

「このあたりも、ナノマシンで充満しているようなものね。一体、どれだけの時間をかけて溜め込んだのかしら……」

　そう言われてぞっとする。ってことは、俺はナノマシン入りの空気を吸っているのだろうか。

「まさか、俺の腹の中でいきなりナノマシンが暴れ出したりしないよな」

「可能性はあるわね」

　慌てて鼻と口を押さえてみる。考えてみれば、それでどうにかなるはずもないんだけどね。

「大丈夫なのです。マスターの周りはラブとカムイお姉さんが守っています。ゼロさんの使っているナノマシンは入ってこられないです。えへん」

　胸を張るドジっ娘ロボット。おお、いつの間にこんなに頼りになるようになったんだろう。

「エネルギー波はこの先から出ているわ。急ぎましょう」

　つややかな黒髪をなびかせて、カムイが先頭に立つ。俺たちはその後に続いた。

「周りのナノマシンって、襲ってこないの？」

「はいです！　そういう命令を受けていないのだと思います」

　なるほど、ナノマシン自体に意思があるわけじゃ無いからな。俺たちが来るのが、相当予想外だったんだと思うべきだろう。

「好機ね。二人とも、一気に奥までいくわよ」

　カムイが速度を上げた。あっという間に小さくなる背中。オリンピックの百メートル走でも確実にぶっちぎりそうな速度だ。ラブは、心配そうに俺を見る。

「マスター、大丈夫ですか？」

「試してみる」

　キャシーの電源を入れ、脳波コントローラーを装着する。

　――カムイに追いつくイメージ。

　いきなり、身体が軽くなった。風を切ってカムイを追い上げる。

「マスター、凄すごいですね！」

　驚いた顔で、ラブが併走してくれた。

「よし、このまま行こう！」

　振り向きもせず進むカムイを追って、俺たちは突き進む。

　背後で蠢うごめく、ナノマシンたちの行動に気づく余裕が、俺たちには無かったのだ。




　コントロールルームでは、遙、勇希、康夫、慎太郎の四人が心配そうにモニターを見つめていた。勇希は、必死でキーボードを叩き続けている。

「くっ、やはり地下道には、監視カメラもほとんど付いていないようだ」

「マジくんたちの様子、判らないんですね……」

　心配そうな遙。康夫と慎太郎も固かた唾ずを呑のんで、本気たちを飲み込んだ防火扉を見つめる。

「ロボットカメラを送り込むことは可能だが、乗っ取られたら敵の思うつぼだ。わざわざ敵の戦力を増やす必要は無いだろう」

「……敵、ですよね」

　胸の前で、遙は気遣わしげに拳を握る。

「おそらく、だがな。プロトⅢと父さんを捕らえているものがいるはずだ。それが何なのか、私にもまだ判らないが」

「おばさまは、０ラブシステムを軍事利用しようとしている組織が、たくさんあるって言ってました……。カムイも、ずっと狙われてたって」

「その通りだ。敵が多すぎて特定できない。私と母さんも、山を下りてから怠たい惰だに日々を過ごしたわけじゃ無い。警察にも協力を仰あおいで調査を続けていた。だが、徒労だった。父さんは、まるで準備を重ねていたように突然すべての痕跡を消していた」

「おじさまは、私たちが高校に入学してからは殆ほとんどおうちに戻られませんでした」

「その時点で、相当の約束違反なのだがな。母さんの怒りは理解出来る」

　勇希は、ため息をつく。

「でも……代わりに、ラブを送ってくださいました。おじさまは、やっぱりマジくんと私のことを心配してくれていたと思います」

「……まあ、否定はしない。父さんが、この地下にいることを祈ろう」

　茫ぼう洋ようとした顔のまま、若き天才ロボット工学者は話を打ち切った。

「ふむ……何かサポートできることは……」

「勇希さんっ、あれ！」

　康夫が声を上げた。指さしているのは、モニターの端だった。

「ま、まじい！　扉が閉まり始めてるじゃん！」

　モニターの中で、防火扉がゆっくりと動き始めていた。

「バカな！　私はそんな操作はしていない！」

「勇希さんっ！　マジくんたちが帰って来られなくなっちゃいます！」

　真っ青になって、遙が勇希にすがりつく。

「判っている！　敵に回線を掌しよう握あくされたのか……よし、防火扉周辺の電源系統を遮しや断だんする！　相手がコンピュータを乗っ取っても、これなら……」

　神速の動きで、勇希は複雑なプログラムを回路に送り込む。途端に、一階部分の電気が完全に消えた。だが防火扉の動きは――止まらなかった。

「勇希さんっ、動いてます！」

「バカな……これは……」

　暗くなった一階で、防火扉の周りにはぼんやりした輝きが集まっている。それは……ナノマシンだった。大量のナノマシンが集まって、重い防火扉を閉めようとしているのだ。

「こんな質量を動かすようなエネルギーがあるというのか……」

　呻うめくように勇希がコンソールを叩いた。

「……カムイ！」

　勇希の表情から何を悟ったのか、慎太郎がコントロールルームを飛び出していく。

「慎太郎っ、どうする気！」

「わかんねえけどっ！　わかんねぇけどっ、このままでいいわけねえだろっ！」

　康夫の問いかけに答えているのかいないのか、長身のオタク少年は全力で走り出す。

「勇希さん、私も行きます！」

　遙が続く。階段を駆け下りていく音。

「僕たちはどうしますか？」

「降りたところで……出来ることはない。それよりも、別の方法を考える。ビルの周囲で使えるものは何か無いか……。代だい替たい手段。脱出ルートがあれば……いや、警察が到着してくれれば。何か連絡手段をもう一度」

　一心不乱に、勇希は機械と格闘している。康夫は、ここにいるか、遙たちについていくか迷った末、ここにいることに決めた。何も出来ないのだとしても、一人でいるのは寂しいと思うから。康夫は、ここで勇希の背中を守ることにした。

　だって、みんな好きな人を守りに行ったのだ。僕も、好きな人を守りたい。

「頑張れ、みんな」

　康夫は、モニターを見つめて小さな声で声援を送るのだった。




「いいですか！　これはナノマシンによるロボットの暴走です。そして、『Ａｃｈｅｒｏｎ』が何らかの影響を与えている可能性があります！　至急、世界に警告するべきです！」

　ロボコン本部に集まっていた人々が、頭を抱えている。

　ドン、と机を叩く音ともに、怒号が飛んだ。

「美鈴博士、それは考えすぎじゃ！　理屈にあわん！」

「ですが、この新基板には不審な点が多すぎます！」

　ロボコンの審査員として集まっていたロボット工学の重じゆう鎮ちんたちは、美鈴がノートＰＣに示した研究成果を見て議論を戦わせていた。

「それから、この０ラブシステムの解析結果も、残念ながら信用できない！　とっくに失敗作として廃はい棄きされたはずじゃろ！　キミの旦那さんが失敗理由で論文書いてたじゃないかね！　あれも素晴らしい論文じゃった！　そこから今回の『Ａｃｈｅｒｏｎ』が生まれ……」

「ですから！　現存する０システムが関わっている可能性は高いんです！」

「証拠は？」

「……ないです。でも、今の会場が証拠でしょう！」

　美鈴は歯がみしていた。これが学会での議論なら、美鈴も望むところだ。しかし、今は緊急事態なのだ。まず、ゼロの影響下にあるロボットをすべて止める必要がある。電源を切れば止まるのだ。軍事用ロボットでさえなければ、何人かで取り囲めば大抵は止められる。

　明里たちは、心配そうに議論の様子を見守っていた。

「とにかく、可能性がある間は、ロボットの電源を切るように世界に通達しましょう！」

「美鈴博士、そんな簡単に言わないでくれ。貴方あなたはいつも白黒つけようとするが、考えてみたまえ。ロボットが危険なものだと、世間に思われたらどうする。世界中がロボットの恩恵を受けているこの社会で、すべてのロボットを失ったらどうなると思う！」

「そんな……ですが……」

　深刻な顔で告げる重じゆう鎮ちんたちに、美鈴は動どう揺ようする。

「もちろん、証拠があれば話は違う。我々も誰かに危険が及ぶなら迷いはないよ。だが、この会場内だけのことであれば、何者かがすべてのロボットに細工をしたと考えた方が自然だ」

「『Ａｃｈｅｒｏｎ』はどうするんですか！」

「あの新システムが導入されていないロボットが大量に暴走しておる……因いん果が関係は判らん。もちろん、普及前の確認作業は慎重にやり直すことになるがの。ただ、それはすべてのロボットが対象になるじゃろうな……わしらの権威は地に落ちるが、安全には代えられない」

　すべてのロボットには、ロボット３原則が組み込まれているから安全。

　その神話は、今日をもって終わりを告げたのだ。

「待ってください！　みなさん、ロボットの暴走が収束しつつあります！　すべてのロボットが通常の状態に戻っています！　各種通信設備も回復！」

　わああ、と歓声があがる。明里たちは顔を見合わせた。

「ありゃ……大河原くんたち、解決してくれたのかにゃ？」

「やったあ、さすがはまじくんですね！」

　公恵はほっとしたように笑顔を作る。が、富子が首を捻ひねった。

「なんか……ちょっと、唐とう突とつ過ぎる気がする。ジャーナリストとしての勘だけど……」

　ひっかかるものがある。この会場にナノマシンが仕掛けられたのは、間違いなく『Ａｃｈｅｒｏｎ』のお披ひ露ろ目めと、ラブたちの確保が目的のはずだ。

「これって、この会場での目的を果たしたっていうことじゃ……」

　富子が思考に沈んでいる最中、現場の確保に行っていたスタッフが本部に駆け込んで来た。

「確認しました。『Ａｃｈｅｒｏｎ』を搭とう載さいしたロボット以外、すべてが暴走しています！　今回のトラブルで暴走したのは、従来のシステムを搭載したロボットばかりです！」

「おお、聞いたかね美鈴博士。むしろキミの旦那が作ったシステムこそが、この問題の救世主となるかも知れんぞ」

　ほっとした顔をする重鎮たちを他よ所そに、美鈴は戦慄した。

「そんな……そんなの、出来すぎです。というよりも……それが目的……まさかっ！」

「出来レース、臭いよね……。組み立てられた宣伝みたいな……」

　そう呟いたのは、富子だった。状況が整いすぎているのだ。

　ロボコンは、世界が注目する最先端ロボットの祭典だ。そこで原因不明の事故が起こり、最新型のシステムを持っていなかったロボットが問題にされるとしたら。むしろあっという間に『Ａｃｈｅｒｏｎ』が普及する要因になり得る。あの得体の知れないシステムの。

「待ってください！　これは……これは陰謀です。偶然と言うには、あまりにも……」

　美鈴の抵抗は、ＴＶ局や重鎮たちのコメントにかき消されていく。

　ロボコン会場には、大量の警察と取材陣が殺到しつつある。このままでは、新システムは大々的に宣伝されてしまうだろう。しかし、どうにもならない。

「なんてこと……」

　自分が失敗してしまったことを悟り、美鈴は真っ青になる。それだけではなかった。

「美鈴さん……あの、もしかして、敵はこの会場に、ラブちゃんたちがいないのが判ったから、ナノマシンを引き上げたんじゃないですか？」

　そう言ったのは、明里だった。ナノマシンの目的のひとつが宣伝だったのだとしても、ラブたちを狙っていたのはロボットの動きから間違いないのだ。

「でも、まだ会場には人が一杯いますし、ロボットは全員を確認したりはしていないはずですよ？　第一、まだこの本部が無事だったわけですし」

「公恵先生……それ、もっと悪い話になりますよ」

　ラブたちが、敵の手に落ちてしまった可能性。慌てて携帯電話を取り出す。

　通信は回復したと言われたけれど……本気たちの携帯は、明里たちの呼びかけに全く反応してはくれなかったのである。




「やっぱりそんなに簡単にはいかないかっ！」

　俺たちは、セキュリティロボットの一群に追われながら走っていた。

「旧型ですが、軍用ロボットです！　マスター、気をつけてください！」

　言われなくても、元はロボットオタクだったのだ。大半のロボットは見れば判る。俺たちを襲ってきているのは、十年以上前の型だが、頑丈さで知られたロボットだ。

「中身は全然別物よ。とにかく、逃げ回って進むのよ！」

　そう言いながらも、カムイは手から光の短剣を取りだしてはロボットたちを停止させていく。

　機能停止したロボットたちは、倒れると同時に爆発した。

　そのたびに地下道の空気が振動し、息苦しい熱波が俺たちを襲う。

「カムイお姉さん、ロボットを壊さなくても停止できます！」

「彼らは、機能停止すると爆発するわ。そういうロボットなのよ」

　冷たい声で、カムイは告げる。ラブは、納得できないというように両手にゼロを集めた。

「そんなこと……ないですっ！　ラブは、ロボットも壊したくありません！」

　ラブは、ゼロで光の輪を作る。

「ラブ、考えたのです！　えーいっ！」

　光の輪が、次々とロボットたちの足を縛り付けていく。倒れたロボットたちは、這はいずるようにして俺たちに追いすがるが、俺たちは速度をあげて距離を取った。

「これなら、軍用ロボットさんたちも、ラブたちを追いかける指示を守れると思うのです」

「考えたな、ラブ」

「えへへっ、ラブ、褒ほめられて嬉しいです」

　本当に、うちに来た頃の頼りないロボットは面おも影かげもない。

「壊さなかった分、敵が態勢を整え直すのが早くなるのよ。賛成できないわ」

　そう言いながらも、カムイもトドメを刺すつもりはないようだ。

「あぶないっ！」

　刹せつ那な、拘こう束そくされていたロボットたちからナノマシンで作られたと思おぼしき光の縄が俺たちの周りに網あみのように展開される。カムイは光の剣で切断するが、ラブは一瞬遅れた。

「おおおっ！」

　俺はラブを捕まえて、縄の範囲を出るべく加速する。ふわり、俺の周りに光が生まれた。

　――マジくんっ！　頑張って！

　頭の中に、遙の応援が響いた気がした。

　――マスターっ、ラブのことはいいから、逃げてください！

　ラブの声が聞こえる気がした。

　――バカなのっ！　少し待てば私が助けたのに。人間の身体でその加速は無理よ！

　カムイの悲鳴が見える気がした。

　炸さく裂れつ音おんがして、俺の目の前が一瞬だけ真っ白になり、気がついた時には消えていた。

　俺たちを捕まえようとしていた青白いナノマシンの網も消えている。

「今のは……」

　腕の中に、びっくりした顔のラブがいた。

「マスター、凄すごいです。今の……ゼロです。キャシーの中にいるゼロが、マスターの気持ちに反応したのです。あれだけ練習しても、使えなかったのに……」

「……今のが、ゼロ……。全然使う気なんてなかったのに……」

　今まで使えた二回と今回で同じなのは……命がけの局面ってだけだ。

「運が良かったわね。その力、当てにしちゃダメよ」

　深刻な顔で、カムイが言った。俺も頷うなずくしかない。死にかけないと使えない能力なんて不便すぎる。今回は助かったけど……次も発動してくれる保証は、どこにもないのだから。

　――でも、ゼロが発動した瞬間、いろんな声が聞こえた気がしたのは……

　不思議なほど、温かなものが胸の中に残っている。

　その正体は判らないままに、俺たちはこの機を逃さず走り出す。

　最深部は、もう目の前のはずだった。




　慎太郎は、ほとんど考えなしに階段を駆け下りると防火扉に辿たどり着いた。

　各所のシャッターが降りている中で、巨大な防火扉だけが開いている。

　だが、今にも扉はゆっくりと閉まろうとしていた。内側から、ナノマシンが扉を押す燐りん光こうが見える。ここが閉まってしまえば、カムイたちは戻って来られなくなる。

「う、うわああああっ！」

　ナノマシンを扉から離そうと、慎太郎は制服の上に着込んでいたコートを脱いで振り回す。

　コートが当たった部分は一瞬光が弱くなるが、扉はゆっくりと閉まり続けていた。

「川森くんっ！」

　続いて、遙も追いついてきた。慎太郎の奮闘を見て、同じようにコートを振り回し始める。

　霧のようなナノマシンは、二人の身体を触れた部分だけが光を弱める。必死に抵抗する。

「くそっ！　とまんねぇ！」

　泣き言を言いながら、慎太郎は手を止めない。それどころか、身体ごと防火扉にぶつけて動きを止めようとする。微かに、動きが鈍った気がした。

「……私もっ！」

「委員長っ、ダメだって！　挟まれるぞ！　こいつら、俺たちの事無視してるッ！　このまま閉まったら、ぺちゃんこだぞ」

「川森くんだって同じ事してるでしょっ！」

　二枚の扉にひとりずつ張り付いて、二人は少しでも止めようと力を込める。

「委員長になにかあったらマジに殺されるから、やめてくれっての！」

「川森くんよりは私のほうが力持ちな気がするっ！」

「うっせぇよっ！　いいからやーめーてー」

「いーやーよー」

　もともと、あまりそりの合わない二人だが、言い合いながらもお互いに手を引きはしない。

　次第に、扉の空間が狭まってくる。二人の背中が、くっつきそうになる。

「委員長！　じゃまだから退いて！」

「川森くんこそ！　私に触ったらセクハラで訴えるからね！」

「委員長はオレのタイプじゃねーっ！」

　絶叫は、どちらかと言えば強がりに過ぎない。このまま扉に挟まれてしまう恐怖と、本気とカムイ、そしてラブの帰り道を失ってしまう恐怖におびえながら、二人は限界まで耐える。

　しかし、蟷とう螂ろうの斧おの。じりじりと扉は閉まっていく。

「どうしよう……どうしよう……」

「くっそっ……ここまで来て……」

　二人が呟いた。その時、両者のポケットから輝きが生まれる。

　それは、ゼロの光だった。慎太郎のポケットにあったカムイのホタルロボット。そして遙がラブから受け取ったゼロの塊。二つのナノマシンが、扉が閉まり切るのを止める。

「えっ……きゃっ！」

　奇跡に驚く遙と慎太郎。立ち尽くした二人を、駆けつけた影が突き飛ばした。

「間に合いました。あまり危ないことは、して欲しくありません」

　冷静な、それでいて優しい声。聞き慣れた、仲間の声だった。

「えふさんっ！」

　二人を助けに駆けつけたのは、駐車場で待っているはずのえふさんだった。

「良かった。お怪け我がはありませんか？」

　にっこりと笑う巨乳のメイドロボ。二人は、顔を見合わせて心底ほっとしたのだった。
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　コントロールルームでは、勇希と康夫が、手を握り合って喜んでいた。

「間に合ったぞ！」

「よかったですね。勇希先輩！」

「ナノマシンが複雑な命令に対応出来なくて助かったようだな。あの程度の重量、強化したえふさんなら耐えきれるだろう。なんといっても、私の自信作だからな」

　勇希が胸を張る。康夫も破は顔がんした。

「素晴らしいです。勇希先輩！　えふさんを投入する決断に感動しました」

「駐車場のスピーカーに気づいたのはキミだ。ありがとう。みんなを救ってくれて」

　二人は見つめ合う。康夫が顔を赤くして、何か言いたげにした瞬間。勇希の携帯が鳴った。

「もしもし、母さん！　無事なんですね！」

　通信が回復したようだ。途端に、パトカーのサイレンも聞こえ始める。早口に状況を伝える勇希の話を聞きつつ、康夫は胸騒ぎが膨らんでいくのを感じた。

　敵は、ナノマシンでの妨害を止めた。これが、本気たちが地下道の奥で問題を解決出来たからならいい。そうでなかったら……敵は、既に目的を達成したのかもしれない。

　今のところ、康夫たちにそれを知る機会はなかったのだった。




　ロボコン会場で、美鈴たちは途方に暮れていた。

「やっぱり……そんなことになってるんですね」

「現状は、退路を確保して三人が戻るのを待つしかないみたいね」

「それは……心配ですね」

　明里と公恵が、気遣わしげに視線を絡ませる。

「カムイが見つけたナノマシンの発信源は、ここからそれなりに離れているわ。今から行っても、助けにはならないでしょうね」

「そう、ですか……」

　車くるま椅い子すの肘掛けをぐっと摑つかんで、明里は悔しそうに唇を嚙かんだ。責任感の強い彼女にとって、仲間たちのピンチに駆けつけられないほど辛いことはない。

「……きっと、大丈夫ですよ。あの子達なら。キミちゃんよりずっとしっかりしてます」

　励はげますように、公恵が明里の肩を抱く。美鈴も頷いた。

「いつも、あの子達から教えられるばかりだった。今回も、きっと……」

「ねーっ、ちょっとーっ、手伝ってよーっ！」

　そんな三人に、不満げな声をあげたのは富子だった。

「どうしたの、宮武さん」

　明里の質問に、富子は意外そうな顔をした。

「え？　ピューリッツァー賞、取りに行かないの？」

　富子の元には、復活したネット回線が繫つながったＰＣと、この場の画像、そして『Ａｃｈｅｒｏｎ』の設計図がある。そして、富子は笑顔を作った。

「ネットワークで繫がってるのは、ロボットの専売特許じゃないでしょ？　ここにいる頭の固いお年寄りが判ってくれなくったって、気づいて手伝ってくれる人、絶対いるって！」

「さすがね、ジャーナリストは空気も読まない代わりに挫くじけもしないんだ。尊敬しちゃった」

　くすくす笑う明里。もちろん、彼女たちに異論はなかったのだ。




　地下道の最深部には、半開きの扉が待っていた。警戒しながらも、俺たち三人は迷わず隙すき間まに飛び込む。外がどうなっているのか全く判らないのだ。時間が惜しかった。

　その奥には、大きなスペースが確保されていた。巨大なケーブルと、カムイが作っていた実験施設を何倍も大きくしたような設備。何カ所かに別れて巨大な水槽のようなものがあり、そこからナノマシンが湯気のように湧き出している。

「ここは……」

　本気は、地下とは思えない研究施設に目を丸くする。

「マスター……なんだかここ、怖いです……」

「ラブ、気をつけて。あなたのマスターをガードなさい」

　カムイを先頭に、ゆっくりとコンピュータの林の中を進んでいく。

「そんなに警戒することはない。プロトⅠ、プロトⅡ」

　落ち着いた声だった。それは、あまりにも聞き慣れた声。

　生まれたその日から聞いていた、父さんの声だ。

「親父おやじ！　いたのか！」

「……ああ、本気。お前まで来るとは予想外だった。だが、礼をいうべきかな。お前のおかげで、この場所にすべての０ラブシステムが揃そろった。これで……」

　深い深いため息が響く。

「これで、ロボットが人類に悪夢をもたらす可能性を消せる」

　言葉と同時に、父さんは姿を現した。いつも通りの白衣と、憮ぶ然ぜんとした表情。

　勇希姉は、母さんの美び貌ぼうと父さんの無表情を受け継いだと言われているくらいだ。俺は、どちらにも似ていないって言われてたけどな。

　そして……俺は、父さんの言葉の意味を、正しく理解しているつもりだ。

「まさか……カムイを狙っていたのも、プロトⅢを奪ったのも……親父の仕し業わざだったのか？」

「……」

　沈黙は、雄弁な答えだった。

「どういうことだよっ！　ラブを俺のところに送ってきたのは、あんただろう！」

　目の前が真っ暗になる。父さんを助けるため、ラブの同型機を助けるためにここに来たっていうのに……まさか、父さんが犯人だなんて。そんなバカなこと、ある訳が……

　動どう揺ようする俺の前で、カムイは静かに言った。

「マスター、私は、マスターに手を汚させないために０システムを壊し尽くし、自分も壊すつもりでした。今、この場で私が壊れるのがお望みでしたら……ご指示のままに」

　そういうと、カムイは光の剣を生み出し、自分の首筋に当てる。

「カムイお姉さん！」

　姉の暴挙を止めようと、ラブはカムイの手にしがみつく。しかし、カムイはびくともしなかった。父さんは、その様子を悲しそうな目で見つめる。

「やめてくれプロトⅠ。いや、カムイ。話をしよう。そして、納得したなら……私に、力を貸して欲しい。本来なら、乱暴なやり方はしたくないんだ」

　父さんは、そう言うと俺たちに背中を向けて歩き出す。その気になれば、父さんの身体を吹き飛ばすことだって出来るのは判っているはずだ。

「……マスター」

　俺とラブの迷いを他よ所そに、カムイは父さんの後ろを歩き始める。

「ここまで来たら……最後まで見届けるしかない」

「はいです。マスター」

　しばらく歩くと、巨大な研究施設の最深部が見えてきた。

「これは……」

　そこにあったのは、一体の朽くちかけたロボットの残ざん骸がいだった。

　爆発に巻き込まれたかのように傷ついたロボットは、ぴくりとも動かない。なのに、その残骸からいくつものコードが伸び、この空くう洞どうにあるコンピュータ群に繫がっている。

「……彼が、０ラブシステム最後の一体、プロトゼロ。そして……この場所の主だ」

　微かすかな予測はあった。それでも、衝撃は抑えきれない。

「どうして、こんなに壊れたままで……」

「壊れてはいない。彼が作り出したのだ。この研究施設と……ゼロを」

「えっ……」

　父さんが何を言っているのか、俺にはさっぱり判らない。

「本気、遙さんのご両親が亡くなった事故を知っているな」

「……ああ」

「あの事故のあと、三体の０システムは回収されたが、プロトゼロは見つからなかった。それが……突然見つかったのが、三年ほど前だ。私の元に、ゼロのサンプルと共にこの場所に来るように連絡が届いた。半信半疑だったが、ゼロは確かに久遠博士の研究が元になっていた」

　息を呑のむ俺に、父さんは、唇をかみしめた。

「あの事故以来、私と母さんは……０システムを完成させて、事故で亡くなった親友に報いる事に必死だった。だが、０システムは再現出来ず、通常のボディを用意しても性能は生かせない。その問題を解決できるのが、このナノマシンを使ったシステムの提案だった」

　水槽から漏もれ出すように溢あふれるナノマシンを、父さんは手のひらですくい取る。重さがないかのように、ナノマシンは微かな風に拡散して消えていく。

「ゼロに会って、私は呆然とした。だが、意思を持つロボットであるゼロは、私に告げたのだ。０システムを完成させ、その上で……すべてのロボットから、あるものを奪うべきだ、と」

　父さんは、ため息をついた。

「私は悩んだ。何年も議論を重ねた。その迷いの中で作り出したのが、私の最高傑けつ作さくプロトⅠだった。ナノマシン生成システムを体内に持ち、自己成長、自己改造によって無限に能力を高められる学習型ロボット。だが、彼女はその能力故に……研究所を脱走してしまった」

「……脱走だなんて。マスターが、そして私の心の奥にいる湊博士が、０システムの危険を排除せよ、と命じたからです」

　黒髪の少女は、悲しそうな顔で言う。

「キミがそう感じたことは想像出来る。すまないことをした。そして残念なことに……それは間違いとは言えない」

　父さんの顔に、深いしわが刻まれる。

「私がゼロから受けた依頼も、同じだ。私の親友であった久遠博士の心を、ゼロは持っているという。そして彼は、０システムの危険性を繰り返すのだ。そして、世界中のロボットが、０システムのようになる可能性を止めるのに協力して欲しい、そう言われた」

　ラブが、俺の手をぎゅっと摑つかんだ。

「なんか、言ってる事とやってる事がバラバラなんだけど」

「……迷っていたんだよ。本気。私も、迷っていたんだ」

　そう言うと、父さんはプロトゼロの近くにある、真新しいケースを開く。

「あっ、それは……プロトⅢちゃんなのです！」

　同型機であるラブには、すぐに判るものらしい。

「そうだ。彼女をプロトゼロが攫さらって来なければ、もう少し上う手まくやるつもりだった。事故を起こした０ラブシステムの三体には、湊さんの心が移植されていることも判っていた。私は、遙さんからもう一度、母親を奪うことは出来なかったんだよ。カムイはそれが判った途端、研究所を飛び出していたし、プロトⅢは母さんの手元にあった。私は、せめてラブを……遙さんの家族を帰してあげたかったんだ」

「なら、なんでこんな邪魔するような事ばっかりするんだよ！　連絡もせずにさ！」

「……君たちとは縁を切るつもりだったんだ。母さんがこんなに粘るとも思っていなかった。私はいい夫でも、いい父でもなかったから。せめて、迷惑をかけたくなかった」

「え……？」

「君たちを、巻き込むつもりはなかった」

　そう言うと、父さんは深々と頭を下げる。

「な……なにを……」

「これは、私の贖しよく罪ざいだ。ロボットのために親友を死なせ、家族をないがしろにし、果ては人類を危険にさらした私のなすべきこと」

　もともと瘦そう身しんの父さんは、鬼気迫る表情をしていた。

　呼応するように、周囲に充満したナノマシンが強い光を発し始める。

「プロトゼロが焦っている。何かが起こったようだ」

　突然、俺たちの周りのコンピュータに付いているモニターが明滅する。

　そこには、明里さんたちが映っていた。

「見てください！　だけど悪いのはロボットじゃない。それを操った人がいるのです！　方法は判りません。ただ、資料はあります。私たちは、これは全世界に公開します！　真実を見つけてください！」

　必死の訴え。富子が、明里さんが、丁てい寧ねいに説明を繰り返す。母さんが内容を保証した。

「……さすが、美鈴だ。分析は正しい。ただ、ひとつ見落としがあるようだ。当然だな。私が教えなかったんだから。それを隠すために、０システムから手を引くように言ったんだから」

　父さんは、何故か大切そうに画面に映る母さんを撫なでた。

「データが公開されても、もう遅い。０システム二台の並列で、世界でナノマシンの能力は乗算でアップしている。計算では、三台ですべてのネットワークを越える。カムイ、協力してくれ。そしてラブ、君は……遙さんの元に帰りなさい。ゼロは使えなくなるかもしれないが、今の記憶はそのまま残る。今までと何も変わらないよ」

「親父、何をするつもりだ！」

　胸騒ぎというよりは、恐怖に近いものを感じる。

「プロトゼロがナノマシン技術を提供する見返りに、すべてのロボットからあるものを奪うことを願った。久遠博士の意思だと。そのあるものとは……『可能性』だ。人間と同等のものになる可能性を取り上げる。これは犯罪だと思っている。だが、ロボットと人間がこれからも共存するために必要なものなのだ」

「……判りました。協力、します。マスター」

　カムイは、父さんに歩み寄る。

「ありがとう。君もまた、０ラブシステムの危険性に気づいていたはずだ。久遠博士の記憶を持つ君は……プロトゼロと同じ結論に至っていたはずだから」

「……はい」

　黒髪の美少女は、悲しげに頷うなずいた。

「ロボット３原則を超えて、人を傷つけることが出来る０システムは、とても危険なものです。私は、製造されてから何度もシミュレートを重ねました。私は、人を殺す事が可能です。そしてそれは……あってはならない事。私たちは、作られるべきではなかった」

「……すまない。君たちを傷つけたくはなかった。カムイ、君もゼロの力を封印した後に、今の記憶を残して普通のロボットとして生活出来るはずだよ」

「……」

　カムイは答えなかった。だが次の瞬間、ラブが叫んでいた。

「そんなのおかしいです！　カムイお姉さんは、自分の力でゼロの使い方を考えて、自分の力で努力して……それが０システムを壊すって目的だったとしても、指示を受けずに選んだのです！　理由もわからずにゼロを封印したら……カムイお姉さんは、カムイお姉さんじゃなくなってしまいます！　プロトゼロさんは、どうしてそんなことをしなければならないのですか！」

　ラブの問いかけに、プロトゼロも、父さんも答えない。

　カムイは、じっとラブを見た。

「……だけど、ゼロは結局、何かを傷つける役にしか立たなかったわ。もし、０システムの、人の心を模した人工頭脳が作られた最大の結果がゼロなら、やはり……私たちは、いるべきじゃない。そうでしょう、ラブ」

「そんな……カムイお姉さんっ！」

　悲しみに満ちた表情で、ラブはカムイを見つめる。その傍かたわらで、親父が手を広げた。

「罪は僕たちにある。すまない。カムイ」

　カムイが頷いた。それと同時に、カムイとプロトゼロ、そしてプロトⅢの間に巨大な光の渦うずが生まれる。充満していたナノマシンが暴れ始める。

「……すまない。久遠博士。これで、いいのだろう？」

　父さんは、すべてが終わったというようにがっくりと肩を落としたのだった。




「きゃあああっ！」

　防火扉がふさがるのを防いでいた遙たちは、いきなり地下から湧き出した光の渦に巻き込まれ、吹き飛ばされた。怪け我がをしなかったのが不思議なくらいだ。

　頑丈だった防火扉は変形して吹き飛び、本気たちが閉じ込められる心配はなくなっていた。

「な、なにが起きたの？　えふさん、大丈夫？」

「はい。ダメージは軽けい微び。ただし、私の回路に異変が発生しているようです。能力が、全体に向上しています。これは……『Ａｃｈｅｒｏｎ』です。私の基本システムが『Ａｃｈｅｒｏｎ』に変更されました。ネットワークから、新しいデータがダウンロードされています」

　えふさんは、驚くでもなく事実を淡々と告げた。

「それ……どういうこと？」

「判りません。すべてのロボットを繫つないでいたネットワークに、ナノマシンが直接干渉したようです。ネットワークに、新たな管理権限が設定されています。恐らく、大半のロボットには感知できませんが、ナノマシンと０ラブシステムのデータを持つ私の解析によると……ネットワーク上に存在するすべての０システムのデータ、それに関わるデータが消去されました」

　慎太郎が、ダメージからやっと立ち直った。

「いてて……じゃあ、敵が０システムを集めてたのは、０システムのデータを消すためだったってことか？」

「判りません。関連データが消去されています。またゼロに関わるデータも消えています。あ、それだけではありません。類るい似じするデータを作成すると自動で消去されます。私の中にあるデータも消去される見込み。あと８秒」

「ま、待って？　それって、どういうこと？」

「……二度と、ロボットに０システムを乗せる事は出来ません。似たロボットも作れません。つまり……もう二度と、ロボットはラブさんのように、人間の友達になれません」

　淡々と、えふさんは事実を告げた。

「何ですって……？　えふさんっ！　どういうこと!?」

「すみません、遙さん。質問の意味が判りません。もう一度お願いできますか？」

　上品な笑顔を浮かべて、えふさんは首をかしげた。

「これって……」

　真っ青になる遙。たぶん、世界中で同じ事が起こっている。

　理由は判らないけれど……ラブは、カムイは、どうなってしまうんだろう。

　いなくなってしまうんだろうか。同じ身体からだでも、心が失われたら……それはラブじゃなくなってしまう。ラブが記憶喪失になった時の喪失感が甦よみがえる。

　遙は、折せつ角かく出来た友達、家族を想って叫んだ。

「ラブ――――――――っ！」

　その声は、地下に向かって何度もこだましていく。

　さざ波のように響くその声は……次の奇跡の始まりだった。




　ラブと本気は、為す術すべもなく光の渦を見つめていた。

「親父……何をしているんだ」

「これが、久遠博士の意思だ。人類は、ロボットに頼りすぎた。０システムで人間と同等の力を持つロボットが生まれる。そしてゼロは……人の心に反応するナノマシンだ。０ラブシステムとネットワークを、ゼロを使って結合する実験。その最中に、事故は起きた」

　父さんは、すべてが終わったというように座り込んだ。

「プロトゼロの記憶から判った事は、０システムが三台あれば……ネットワークを介在して現存する人型クラスの人工頭脳であれば、すべてに０システムのような〈人の心〉を形成する事が出来るかもしれない。そういう実験結果だった」

「そんな……それって、素晴らしいことだろ？」

「私も、そう考えてプロトⅠを完成させた。だが……そこにあったのは、人を遥かに超える新たな生命とも言えるものだ。湊博士は、それを危き惧ぐしていた。この力は――まだ、人類には早すぎる。危険過ぎる、と。それは、事故が証明している」

　疲れ果てた顔をした父さんは、だん、とコンピュータを叩き、硬直しているカムイの頰を撫なでた。

「彼女が、０システムを壊そうとしたのは……プロトゼロが生み出したナノマシンを経由してネットワークに繫がった時、暴走したエネルギーが瞬時に研究室を焼き尽くした記憶を持っているからだ。あれは、事故でしかない。だが、プロトゼロも、プロトⅠも、それが自分たちのせいだと確信している。自分は……生まれてはいけなかったのだ、と」

「そんな……ラブは……ラブも、ですか？　ラブは、生まれてはいけなかったのですか？」

「……私には答えられない。ただ、プロトⅠの反省から、私はゼロの生成装置をプロトⅡには付けなかった。ただの学習型ロボットとして、ネットワークに繫がらないように厳重にセキュリティしたのだ。にも拘かかわらず、プロトⅡも自らの力で生成器を体内に作り出したようだ」

　……そういえば、いつの間にかラブもゼロを生み出せるようになってた。あれは、カムイのゼロを元に自分の体内にそういう器官を作っていたのか。いつの間にか、泣けるようになってたのと同じで……ラブは、自分の力で進化していたのだ。

「だが、君たちの力は、世界を変えてしまう。その力自体が、ロボットと人間の、世界の平穏を乱すだろう。私は、プロトゼロの進言に従ってゼロと０システムを永遠に封印することを選択した。そのために……０システムは三台用意されたのだ。プロトゼロはそう言った」

　破壊され、錆さびたロボットは、まったく動く気配はない。彼は、壊れてからの長い年月に、どうやってこの施設を作り、何を悩んで自分たちを封印する選択をしたのだろう。

「そんな……そんな……」

「プロトⅡ、君は……遙と本気と共に帰りなさい。もうしばらくしたら、ゼロは完全に消滅するだろう。君の中にある０システムも、『Ａｃｈｅｒｏｎ』に置き換わるはずだ。大丈夫、記憶は一切干渉されない。それに、普通にネットワークにも繫がるようになる。むしろ、優秀なロボットになれると思うよ」

「ええっ……そ、そんな……」

　ラブは、どうしていいか判らないという顔で俺を見る。

「ラブは……ラブは」

　ラブは、俺にすがりつく。

「ラブは、人間になりたかったのです。マスターや、遙さんみたいな、人間になりたかったのです！　それは……駄目な事だったのでしょうか？」

「ラブ……」

　俺は、ラブの目を見た。そこには涙があった。彼女が、獲得した、彼女の涙が。

「父さん……それは、間違ってる！」

　俺は、ラブを庇かばうように絶叫した。

「俺は、ロボットと友達になりたかった。ロボットが大好きだったから、父さんが、母さんが、遙の両親が……大好きだったロボットと、友達になりたかったんだ！　そして……ラブは、俺の大切な友達で……家族だ！　父さんと、母さんと、遙と同じ家族なんだよ！」

「本気……」

　父さんが、驚いたように俺を見る。

「父さんは……父さんが、家族に迷惑をかけたくなくて距離を置いたのは判った。でも、そんなの俺たちは知らなかったから、ずっと寂しかった。母さんだって、俺たちに良かれと思って遙と一緒にいるのを反対してた。だけど、俺たちは辛かった。姉さんは、俺を大事に思うから厳しく管理しようとしてた。俺たちは、余計自分が見えなくなっていた」

　俺は、食い入るように父さんを見た。

「ロボットと人間が争うかもしれないから、先にその可能性を止めるなんて……そんなの必要ない！　必ず、俺たちは友達になれる！」

　その瞬間、ラブの身体からだから……金色のゼロが立ち上る。

「マスター……ありがとうございます！　ラブは……ラブは、マスターが大好きです！」

　ラブの身体から巻き起こる力が、ラブの周囲からカムイたちの作るゼロを消していく。

「ラブは……カムイお姉さんたちを止めます。今のラブなら……出来る気がします。ロボットと、人間が友達になれる素敵な未来は……ラブが守るのです！　ラブは、そのために作られたのです！」

「バカな！　そんなの無理だ。自分の三倍のエネルギーが渦うず巻まいているんだぞ！　それを、一人で止めたら、プロトⅡ、君の身体が、システムが保つはずがない。確実に破壊されるだけだ。やめたまえ！　君は、湊博士の記憶を持って遙さんのところに戻るべきだ！」

　父さんが、必死で止める。だが、ラブは止まらなかった。

「いいえ。大河原博士。ラブは、絶対に止めて見せます。なぜなら……ラブは、これで人間になれるのです。自分以外の為に命を賭けられること。それが人間の証あかしなのです。ラブ、マスターと、遙さんと、たくさんのお友達と一緒に居てわかったのです。ラブ、幸せでした」

「ラブ！　やめろ！　他に方法があるはずだ！」

「マスター、犠牲なしには、何も得る事は出来ない。カムイお姉さんがそう言っていました。ごめんなさい！　大好きでした！　遙さんたちにも……さよならを伝えてください！」

　そう言うと、ラブは宙に浮いていく。

　その身体を摑つかもうとして、ラブはふっと身体をひいた。そして……顔だけを近づける。

　いきなり、キスされた。温かなキス。

「……これは、ナイショにしてくださいね。遙さんに叱しかられちゃいますから」

　その瞬間、ラブの周りにも巨大なナノマシンの渦が生まれる。

　二つの渦は重なり合い、激しく光を奏でた。
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　そんな……俺は、光に包まれたラブたちを、絶望的な気持ちで見ている。

「親父……」

「なんてことだ……。もう、何が起こるかすら、私には判らない。ゼロの……久遠博士の希望を叶えようとした期間は……無駄だったのか」

　父さんが小さく見えた。父さんも辛つらかったんだと、今なら判る。友人の死を背負って、父さん自身も悩んだんだろう。だけど……その時だった。

「なんだ……？」

　俺は、自分の胸に……温かなものが届くのを感じていた。

　――マジくん！　大丈夫！　マジくん!?

　――遙!?

　それは、キャシーの中に埋め込まれたゼロからの反応だった。

　――大河原くん、大丈夫!?

　明里さんの声。

　――我が愛する弟よ！　無事か!?

　勇希姉の声。

　――本気！　返事をしなさい！

　母さんの声。

　康夫の声も、慎太郎の声もする。ゼロを通じて……みんなの心が伝わってくる。

　不思議な力が、俺の胸の中に溢あふれてくるのを感じる。

「本気、それは……」

「……ゼロだよ。ゼロは、０ラブシステムがなくても使えるんだ。強い、気持ちがあれば」

「なんだと……!?」

　父さんは、知らなかったようだ。

「驚いたな。本気、お前が見つけたのか」

「……仲間たちのおかげだけどね」

　――ラブが危ないんだ。俺は、カムイと、ラブと、ロボットと人間の未来を守りたいんだ。みんな、力を貸して欲しい。

　俺の気持ちが、同時にみんなに届いていく。

　会話をしなくても、すべてが通じ合う。遙が俺を思う気持ちが、俺が遙を思う気持ちが。

　――当たり前でしょ。みんな、友達だもん。

　返事は、聞くまでもなかった。

「親父、俺が……ラブを、カムイを止める。そしたら、もう一回考えよう。これから、どうすればいいのか。俺たちみんなで。家族みんなで、さ」

「……本気、すまない。私は……」

「大丈夫、帰ってきたら……絶対、一発殴なぐるからな！」

　胸に、光のように仲間たちの気持ちが届いてくる。ラブの、温かな気持ちが流れ込んでくる。

　キャシーが発光し、俺の全身を包んでいく。

　絶体絶命のはずなのに、何故か、幸せな気持ちが俺を包んでいた。

「ラブ、お前、間違ってるぞ！」

　俺は、笑顔で叫ぶ。

「いいか、自分を犠牲に出来るのは、確かに人間だ。でもな、単に犠牲になるだけじゃ、残された方だって幸せになれないだろ！」

　深呼吸する。

「ラブ、無事に帰ってこい！　俺たちが、一緒に止めてやるから！　いいか、絶対無事にだそ！　これ、最優先指示だからな！」

　光の中に、ラブの笑顔が見える気がした。

「はいです！　ラブ、覚えました！」














エピローグ









　今より少しだけ未来の話。

　ロボットたちが、人間の暮らしを支えている時代。家庭には生活を豊かにする単機能ロボットが溢あふれ、街にもロボットがいたるところにいて、もはや気にとめる人もいない。

　困った事があったら、試しに通りすがりのロボットに相談してみたらいい。

　もし道ばたで迷子になって泣いていたら、大抵は周り中からロボットが集まってくる。

　彼らは世界を繫つなぐネットワークに直結しているから、すぐに会いたい人、行きたい場所を見つけてくれるだろう。

　ロボットには、三つのルールが課せられている。

　第一条・ロボットは人間に危害を加えてはならない。危害を受けるのを黙認してはならない。

　第二条・第一条に反しない限り、ロボットは人間の命令に従わなければならない。

　第三条・ロボットは第一条・第二条に反さない限り、自分の身を守らなければならない。

　これを、ロボット３原則という。大昔に、優れたＳＦ作家が提唱し、そのまま世界で認められたルールになった。機械仕掛けの労働者、人間を支える人間でない存在と共存するために、ロボットにはそれだけの制約が必要だったのだろう。

　それは、不安の表れだったのかも知れない。技術の進歩した先に、ロボットの方が人間より優れた存在になる可能性への恐れ。チェスで人間がコンピュータに勝てなくなったように、鋼はがねの身体からだと優れた頭脳を持つロボットが人間を超えていくのではないか。人類の進歩は、空想に現実を近づけることで進んできた。

　人型ロボットの普及は、ロボットと人間が共に暮らす、新しい時代を生む。

　そんな風に、思われていたのだ――




　俺、大おお河が原わら本もと気きは自宅のガレージを掃除していた。一度始めると、切りが無い。

　なんといっても親父おやじの代に使っていた機材が残っている上に、俺自身が高校生の時から溜め込んだ資材や資料が積み上がっているのだ。

「うがーっ、おわらねーっ！」

　頭をバリバリかきむしってしまう。俺の背後には、母おも屋やから運び出された荷物も積み上がっている。今日中、というかあと一時間以内くらいでこれを何とかしないと非常に不ま味ずい状態なのだ。励はげますように、隣で荷物を運んでいる高たか倉くら康やす夫おが微ほほ笑えむ。

「まあまあ、焦ったら余計時間かかるよ。とにかく端っこに積んじゃおうよ。さっきから、いちいち箱をあけるから進まないんじゃない？」

「うー、そうだな。でも、一回積んじゃうともう一回出すのが大変だからさぁ……」

　一つ一つが、大事な研究資料や思い出の品なのだ。相変わらず童顔な康夫は、ロボット用ＯＳの開発者として就職した。忙しいはずなのに、よくウチに来てくれるのは何だか嬉しい。

「んー、確かに懐かしいもんがいっぱいあるなぁ。しかし、これは捨てる。高校の時に俺が持ってきた危険な香りのするダンボールは！」

　そんなことを言っているのは川かわ森もり慎しん太た郎ろうだ。彼も、ガレージの中を整理するって言ったら駆けつけてくれたのだ。大学を出てからは実家の手伝いをしながら旅をして回ってる。本人曰いわく、「職業・旅人」だそうだけど、まあ……目的は何となく判る。

「なになにーっ！　それは部長としてチェックしないわけにはいかないにゃあっ！」

「う、うわわっ、やめて！　やめてくだせえ、部長ーっ！　後ご生しようですだー！」

　なんだか悪代官に最後の種たね籾もみを取られたみたいな悲鳴をあげつつ、慎太郎が明あか里りさんにしがみつく。俺たちの憧れだった永なが野の明里さんは、軽やかなステップで身をかわした。相変わらず重力に負けてない巨乳がぶるん、と揺れて、男子三人の視線が集中する。

「もー、三人とも、何見てるのかにゃ？　バッチリ早くしないと、お姫様来ちゃうよ？」

　めっ、という顔で腰に手を当てた明里さんが人差し指を立てる。スタイル抜ばつ群ぐんというのがこれほど相応ふさわしい人もなかなかいない。装着しても殆ほとんど目立たなくなった歩行器ロボット〈キャシー六世〉は完かん璧ぺきに動作しているようだ。

「到着予定時刻まで、残り47分です。皆様、頑張ってください」

　母屋から、いつも通りのメイド服を着たえふさんがやってきた。悲しい事に、その手にはダンボールのおかわりが四つも……とほほ。

「まったく。我が愛する弟はどうするつもりだったんだ。母屋の中は未だにガラクタでいっぱいだぞ。家事好きの名が泣くぞ」

　ダンボールを抱えた勇ゆ希き姉ねえもやってきて、お小言を貰もらってしまう。

「あっ、勇希さんっ、僕、持ちますよ！」

　瞬時に反応して姉さんの荷物を取りに行く康夫。うむ、ぶれなくて宜よろしい。

　高校生で出会って以来、大学から社会人になるまで一貫して勇希姉に特攻したその精神力は感服する。だけど、全然通じてないけどな。お前を兄と呼ぶ日はこなさそうだ。

「そうですよね。大河原くん、自分でやるって言いながら全然何もしてなくてびっくり」

　明里さんに追い打ちをかけられて、俺は再び頭をかくしかない。

「いや、ちょっと研究が忙しくて。それに、いざ片付けしなきゃって思うとどれも整理できなくてさ……思い出がいっぱいで」

「あー、これだから男って情けないのよね。遙はるかはいったいこんなののどこがいいのかしら。今からでも遅くないから、私と一緒にいた方が幸せなのに！　ああっ、未だに解せないわ！」

　小馬鹿にしたような感想を漏もらすのは、手持ち無ぶ沙さ汰たな雰ふん囲い気きを醸かもし出すおしゃれな女性だ。ずいぶん雰囲気が変わっているが、宮みや武たけ富とみ子こである。希望通り雑誌やネットで記事を書く人気ライターとなった彼女もまた、今日は久々に我が家にやってきている。しかし、文句ばかり言うなら少しくらい手伝って欲しい。

「まじくんまじくーん！　ほらほら、こんなの見つけましたよ！」

　ガレージの奥に積まれたダンボールに隠れて全く姿が見えなかった小こ松まつ崎ざき公きみ恵え先生が、楽しそうな歓声をあげた。俺たちは、先生の声に誘われるようにして集まってくる。

「うわっ……懐かしい。これ、俺たちが二年の時のロボコン直前の写真ですよね」

「よく残ってたなぁ。ってかカムイもいる！　マジか！」

「こんなの撮ったっけ……全然覚えてないや」

「ふふっ、大変でしたねぇ。この時は」

　公恵先生は、遠い目をした。大変だった、なんて言い方だと全然伝わらない気がする。

「ホントに……よく、無事で済みましたよね」

　俺たちは、あの日の事を思い出す。命がけで、未来を守ろうとした日の事を。




　０ラブシステムは、人の心を再現するシステム。〈ゼロ〉は０システムが生み出すエネルギーで動くナノマシン。あの時、俺は、キャシーに積んでいた〈ゼロ〉が、仲間たちの心を繫いでくれるのを感じた。ナノマシンは、本当は……人間が使うために作られたものだったんだ。

　人間が、直接ネットワークに繫がる事が出来るようになるためのインターフェイスであり、ロボットたちとも今までと違う繫がりを持てるようになる奇跡の光。

　ただ、それは危険なことでもある。最初の実験でナノマシンが暴走したのは、ナノマシンがその場にいたすべての人たちの心、記憶や感情や感覚を繫いでしまったからだ。

　プロトゼロは、それを０システムのせいだと信じた。更に、ゼロの力で新しいインターフェイスが構築されると、再び同じようなことが起こる。兵器として使われたら、今までにない超兵器になってしまうのだから。二度とネットワークが構築出来ないようにロボットたちに３原則とは違う、物理的な制約を与える。それはプロトゼロの妄もう執しゆう。そして、父さんが受け入れた未来だった。『Ａｃｈｅｒｏｎ』はそのために作られたシステムで、このシステムを発展させていく限り、０システムのような意味での「人の心」は生まれない。

　それを、俺はキャシーの中にあるゼロを発動させて知った。

「ワタシハ、ニドトヒゲキヲクリカエサナイ、クリカエサナイ」

　壊れたレコードのように繰り返すプロトゼロを見た。

「……そうね。再び誰かを傷つけるくらいなら、すべてを終わらせるのもいいかもしれない。二度と、私たちのような悲しいロボットが作られないように」

　悲しげに立ち尽くすカムイを見た。二人は、ゼロと解け合ってネットワークのすべてを浸食しようとしていた。そして、何も判らないかのように泣いている童女のビジョン。

　恐らく、プロトⅢなのだろう。プロトゼロに優しく抱かれて泣いている。

「待ってください！　ラブは、納得出来ません！」

　そんな三人に、たった一人で立ち向かったのがラブだった。

「ロボットと人間は、お友達になれます！　少なくとも、ラブは、なれました！　もっとたくさん、人間のお友達になるロボットが生まれるのは、いい事なのです！」

「ラブ、気持ちは判るわ。私も絆ほだされた。でも、プロトゼロの言うとおり、久く遠おん博士は私たちのために命を落とした。今も兵器として狙われている私たちの存在は、危険なのよ」

「危険って……未来の事は、まだ決まっていないのです。ネットワークにも、過去の記憶にも書かれていないのです。失敗は、学べばいいのです。次にやらないように、覚えればいいのです。最初は出来なくても、いつか出来るようになるのです。ラブ、覚えました！」

　判る、判る気がする。仲間たちと共にあったわずかな時間を思い、カムイの心は揺れる。ラブはゼロの腕の中にいるプロトⅢに手をさしのべた。

「プロトⅢちゃんは、まだ生まれてもいません！　きっと遙さんのお父さん、お母さんの気持ちはプロトⅢちゃんにも受け継がれてます。簡単に諦めないでください！」

　しかし、三姉妹の迷いを消すようにプロトゼロは圧力を増していく。

「クリカエサナイクリカエサナイクリカエサ……」

　永遠にも感じられる時間。押して、押し返されて諦めそうになった時。俺は辿たどり着いたのだ。

「来たぞ！　ラブ、カムイ！　プロトゼロ！」

「マスターっ！」

　ネットワーク上のラブが抱きついてくる。俺は、すべてを包み込むつもりで抱きしめる。カムイも、プロトゼロも、そしてプロトⅢも、だ。

「な、なに……？　これ……」

「マジくんエネルギーなのです！　みんな、元気になるんですよ！」

　いやいや、違うから。でも……信じてくれる少女を笑顔に出来る力、であって欲しい。

「ごめんな。カムイ、プロトゼロ。俺も、父さんも……きちんと判ってなかったんだと思う。０ラブシステムは、人間の心を再現する人工頭脳だもんな」

　俺は、理解と、共感と、謝罪と、感謝と……本当なら、何十時間話しても追いつかないくらいの情報を、気持ちを交感する。

「責任、感じてたんだよな。父さんも……俺たちと向き合えないくらい悩んでたんだ。自分の事を許せなくなるくらい。俺も、父さんたちが忙しくて相手をしてくれないだけで、凄すごく悩んでた。寂しそうな遙を見る度たびに怒ってた。でも……みんな、辛つらかったんだ」

　上手く気持ちが伝わらなくて、しかも、自分の心も上う手まく整理できなくて。

　追い詰められていくのが、人間。人の心を再現するシステムは、人間の業みたいなものまで、きちんと再現してしまったんだ。

「だけどさ、俺、判ったんだ。ラブが来てくれて、仲間たちがいてくれて。辛い事も、悲しい事も乗り越えられる。それに……失敗は、乗り越えられる。そこで終わりじゃないんだ。俺たちの……バラバラだった家族が、ラブのおかげでまたひとつになれたみたいに」

「マスター……」

　俺の気持ちは、完全に伝わっているはずだ。ゼロは、本当はこういう風に使うナノマシンなんだってことが判る。人間同士なのか、人間とロボットなのか……それとも両方なのか。

「本気くん、気持ちは伝わった。だけど無理よ。プロトゼロは既に『Ａｃｈｅｒｏｎ』以外でネットワークに繫ぐと自動的に人間型の思考を迂う回かいさせるシステムを拡散した。今更……止める事は出来ない」

「そんな……」

　絶句する俺に、笑顔の波動が届く。

「……ラブが、止めるのです！」

「え……」

「さっきも言いました。人間は、誰かのタメに自分を犠牲に出来るから人間なのです。ラブは、人間になります。ラブがネットワークと同化すれば、プロトゼロさんの影響を消せます。人間とロボットがお友達になれる未来は、ラブが守るのです！」

　透明な笑顔。確かに、ラブは人間になったんだ。そう思える。だから。

「だから！　それは、俺が、父さんが、母さんがやった間違いだろ！　ほんと、お前は俺の家族だな！　誰かが犠牲になったら、みんな幸せになれないだろ！」

　ぽかり、俺はイメージの中でラブを叩く。

「……おぎゃあ、おぎゃあ……」

　その時、プロトⅢが……童女のイメージを持つ三体目のロボットが泣き出した。

　流れ出す、家族のイメージ。遙が、俺が生まれた時の……幸せなイメージ。プロトゼロが初めて起動した日の、ラブたちが完成した日の喜びと幸せ。俺は、涙を流す。ラブも、カムイも……プロトゼロも。ナノマシンで繫がっていた仲間たち全員に、そのイメージが伝わる。

「……お母さん、お父さん」

　遙の声が聞こえた。プロトゼロが、錆さびた身体を揺らして泣いている。

「オトウサン……オカアサン……」

　ラブが、胸の前で手を組んだ。

「……ラブ、覚えました！」

　その力強い宣言と共に、事件は、収束へと向かったのである。




　見つかった写真を持って、俺たちは玄関に向かった。そこには、既に父さんと母さんと、もう一人の女の子が待っていた。母さんは呆あきれた顔をしている。

「マジ、片付け終わったの？　あなたがどうしてもここに住むっていうから認めたけど、約束の片付けも出来ないようならやっぱり二人で別のところに住んだらいいんじゃないの？」

「……まあ、いいじゃないか。美み鈴すず」

「何がいいじゃないかよ。親子して約束を守れないんだから。やるって言ったらやる！　私は中途半端が一番嫌いなのよ！」

「そうです！　白黒付けないといけないのです！」

　母さんの真ま似ねをするように、女の子は楽しそうに笑った。

「おいおい、未ミ来クまで勘弁してくれよ。なんか仕事が忙しくて」

「……本気、それはダメだぞ。二の舞になる」

　真剣な顔で、父さんが俺を睨にらむ。あなたがそれをいいますか……

　あの事件の後は、父さんと母さんが必死で事態を説明し、ロボットの安全性確立に向けて新しい基準やシステム作りをして、大事件になるのを食い止めた。それが出来たのは父さんたちが本当に凄すごかった事と、ラブたちの協力のおかげだ。プロトゼロは、役目を果たしたというふうに停止した。今は、父さんの研究室で静かに眠っているそうだ。

　もとより、当時のネットワークシステムだとすべてのロボットが同時に乗っ取られる可能性があったことが判ったのだ。その脆ぜい弱じやく性を解決する糸口として０ラブシステムが見直され、結果として、今では以前より高性能で安全なロボットが主流になっている。

　でも、事件の原因は父さんがみんなにきちんと説明しなかったことだよなぁ……言い返そうとした時、未来の髪の毛がふわりと浮き上がり、赤い燐りん光こうが舞う。

「あ……カムイお姉さんです。近くにいます」

「え!?　どこどこどこどこ!?」

　きょろきょろするのは慎太郎だ。よせよせ、余計に出てきてくれなくなるぞ。事件が解決した後、カムイは世界を巡る旅にでた。時々ふらっと顔を出してくれる。今日の事は伝えてあるので、顔を見せてくれるかどうかは運次第だ。

「未来、カムイお姉さんに会いたいです」

　未来――プロトⅢは、今、我が家で暮らしている。母さんと父さんが新たに作ったボディは、今度は赤ん坊から大人まで成長していく発展型実証実験機だ。人間を育てるのと同じだけ期間をかけて０システムを育てるという気の長い実験ってことになっているけど、我が家としては単に新しい家族が増えたってことでしかない。

　そして、今日はもうひとり、家族が増えるのだ。

　待ちに待ったロボットタクシーが到着する。俺が迎えに行くって言ったのに、どうしても自分が行くと言って聞かなかったヤツがいるのだ。

「遙さんっ、気をつけてくださいね！」

「あはっ、大丈夫よ、ラブ。もういつも通りだから」

　先に車を降りたラブが、手を伸ばして遙をエスコートする。

　大事そうに何かを抱いた遙が、最高の笑顔で車を降りてきた。みんなが集まる。

　待て待て、さすがにそれは俺の特権だと思うのだが。

「遙、お帰り」

「ただいま、マジくん……ううん、パパ」

　胸をぎゅっと摑つかまれる感じがする。病院では何度も言われたけど実感が違う。

「うわ～かわいいっ！　ちっちゃいっ！」

　病院で会っていない富子と慎太郎が一番に食いついている。ふっと、俺たちの間をホタルのような光が舞い、カムイも我慢できなくて姿を見せた。

「……おめでとう、遙さん」

　それを皮切りに、お祝いの言葉が続く。それが一段落するのを待って、俺は……遙の腕の中にいる――娘に挨あい拶さつをした。

「おかえり、愛あい。ここが君の育つ……父さんと、母さんが育った家だよ」

　俺の、俺たちの新しい家族、愛は、ふにゃあ、と微かすかに声をあげた。

　その様子が可か愛わいくてたまらない。女の子たちは抱かせて欲しいと競い合う。

　遙は、俺と愛と、父さんと母さん、勇希姉、そしてラブと未来の、全員でこの家で暮らすことを望んだのだ。遠えん慮りよした父さんたちは別で住む方がいい、と言ったのに、遙は一緒に居たいと言って聞かなかった。

　俺たちが失った時間を、ラブが来て、取り戻してくれた時間を、すべて愛にあげたい、そんな遙の気持ちが、俺には判る。




　ちょうど、ラブが来た時と同じ、新緑の季節だった。

　あの時、玄関にいきなり現れた美しい少女が、俺たちにこんな大切なことを教えてくれるなんて、少しも想像しなかった。

　ロボットになりたかった少女は母になり、人間になりたかったロボットは、人間よりも人間らしい……俺たちの家族になった。

　たくさんの仲間たちに囲まれて、愛はきっと幸せに育つだろう。

　そして彼女の友達には、たくさんのロボットたちも加わるだろう。

　俺はもう、その未来を少しも疑っていなかった。
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　もとより相当濃いオタクの気がある僕ですが、最近、あるソーシャルゲームにはまってしまいまして、毎日の空き時間のうち一時間から一時間半くらいは使っています。

　小説を書く前からゲームシナリオを生なり業わいにしてきた僕ですが、自分がいわゆる「課金」のあるゲームにのめり込むビジョンがなくて、初期に幾つかのゲームに手を染めたもののさほど熱中する事もなく過ごしていました。いやー、一回スイッチ入っちゃうと止まらなくて困りますね。まあ、お金はかかりますが気分転換の苦手な僕にはいい事のような気がします。

　でも今期のアニメをぼちぼち消化しつつエンドレスなソシャゲをやり、毎月のマンガや小説新刊を読んでいると……完全なヒキコモリとして己を育成している状態で拙まずいです。

　折角、いつぞやの胃い潰かい瘍ようで減った体重が急速に不要な回復を始めそうな気配なので、散歩くらいは習慣化したいと思います。思うだけ、かも知れませんが。




　皆様、いつもありがとうございます。松まつ智とも洋ひろです。

　最終巻を書くのは二回目ですが、やはり、慣れるものではないみたいです。　もっと出来たんじゃないか、大切な登場人物たちに十分なことをしてあげられただろうか、とか、色々と悩みながら筆を置きました。

　このお話は、僕の好きなものが沢山詰まっている作品でした。命を持ったロボット、というのはとても大好きなテーマでもあります。書いていてとても楽しかったので、もうラブたちを書くことがなくなると思うと寂しくもあります。めちゃくちゃ文系な僕ですが、科学雑誌やディスカバリーチャンネルなんかを見ながら空想する時間は、今でも幸せな癒やしです。機会があれば、またこういうお話も書きたいと思います。

　イラストを担当してくださったななろば華はな先生には、毎回、一生懸命素敵なイラストを付けて頂きました。感謝感謝です。いつもギリギリまで頑張ってくださって、遙たちを可愛く描いてくださいました。ありがとうございました。

　最後になりましたが、この作品は多くの方のご助力で出版することができました。すべての関係者様に感謝を捧げます。初代担当の丸まる宝とみさん、二代目担当の小こ宮みやさん、三代目担当の高たか橋はしさんには、心からのお礼を書かせて頂ければと思います。

　そして誰よりも、この本を読んでくださった貴方に、最大限の謝辞を捧げます。

　最終巻までお付き合い頂きまして、本当に嬉しいです。ありがとうございます。

『パパのいうことを聞きなさい！』と、近々始まるであろう新作も読んで頂ければ、これに勝る幸せはありません。


松　智洋　
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